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「 ブ リッ ツク リー ク 」 





@ 「 バ ル バ ロ ッ サ 」 へ の 道 


1940 年 夏 、 フ ラン ス 戦 の 勝利 に よ つ て ナチ ス ・ ド イツ は 西 ヨ ー ロ ツバ を 支配 し 、 だ だ 
ー 国 抵抗 を 続け る イギリス の 降伏 も 時 間 の 問題 で ある よう に 見 え だ 。 

し レ か レビ ドイ ツ は イギリス を 屈服 させ る こと が で き な か つ だ 。 ド イツ 軍 に は 英 本 土 上 陸 
作戦 を 実行 する た め の 資 材 も 技術 も な ぐ 、 空 軍 に よる 航空 攻撃 も ドイ ツ 空 軍 の 能力 不足 
ガ から 失敗 に 終 つ だ 。 

ご の だ め 、 戦 争 は より 長期 化す る 気配 を みせ は じ め て いた が 、 英 仏 と の 戦争 を 考え ず 
短期 戦へ の 準備 し か なかつ だ ドイ ツ の 産業 経済 に は 次 源 不足 等 の 問題 生じ て い だ 。 

手 詰 り を 解消 し 、 戦争 に 勝利 する だめ に は 新た な 戦略 が 秘 要 と され て いた が 、 ヒト ラー 
が 考え た の は ソビエト に 対す る 戦争 だ つ だ 。 

ヒト ラー に よれ ば 、 対 ソ連 戦 に よ つ て 得 ら れる ウフ ライ ナ の 帝 物 、 カ フカ ス の 石油 等 
の 物資 は 長期 戦 を 戦い ぬく こと を 可能 に し 、 ソ 連 の 崩壊 は イギリス の 孤立 を 深め 、 イ ギ 
リス に 和平 を 求め させ る だ ろう と の こと だ つた だ 。 ご の 考え は 将軍 た ち を 納得 させ な か つ 
だ か も し れ な い が 、 対 ソ連 戦へ の 反対 は な ぐ 、 参 謀 本 部 は 作戦 計画 の 立案 に 取り か か つ 
だ 。1940 年 の 残り の 日 々 に 作成 され だ の は 次 の よう な 作戦 だ つた 。 

ドイ ツ 軍 は 北方 、 中 央 、 南 万 の 三 個 軍 集 団 に 編成 され 、 主 攻勢 は 北方 、 中 央 軍 集 団 が 
担当 する 。 国境 近く 、 白 ロ シア 地区 で 敵 を 包囲 撃滅 し 、 その 後 北方 軍 集団 は レニ ング ラー 
ド 、 中 央 軍 集 団 は モス フワ へ と 前 進 す る 。 
この 計画 に は 、 敵 が 国 境 で 戦わ ず 授 却 し だ 場合 の 対 店 や 、 モ スク ワ ま で の 長 距 離 補給 
の 困難 等 の 問題 点 が び がい こつ 存在 し だ が 、 こ れ ら が 考慮 され る こと も な ぐ 、( ロ シア は 
三 週間 で 崩壊 する と まで 言わ れ て いな だ ) 作戦 は 認可 され 、1940 年 12 月 15 日 総統 訓令 21 号 
「 バ ル バ ロ ッ サ の 場合 」 と し て 発令 され だ 。 

「 バ ル バ ロ ッ サ 」 に 使用 され る 150 個 師団 (うち 装甲 19) は 秋 か ら 冬 に ガ け て 続々 と 、 
ポー ラン ド へ 、 ル ー マ ニ ア へ こと 移動 し て いつ だ 。 こ れ は だ だ ち に ソ連 側 の 知る ここ ろ と 
な つ だ が 、 ド イツ 軍 に 対す る 防衛 が 準備 され る こと は な か ガ つ だ 。 

独裁 者 スタ ー リ ン が これ ら の 情報 を 単なる 政治 的 脅迫 と 判断 し だ だ め 、 国境 近 こ で の 
陣地 構築 等 は ドイ ツ に 対す る 挑発 と され 禁止 され だ 。 こ の た だめ ソ連 軍 は 開戦 を ほぼ 無 防 
備 で 迎え る こと と な る 。 


一 方 ドイ ツ 側 に も 新 だ な 問題 が 起き て い だ 。 3 月 に 英軍 が ガザ ギ リリ シア に 上 陸 し 、 ユ ー ゴ 
スラ ビア で 反 ド イツ クー デ タ ー が 発生 し だ だ めで ある 。 バ ルカ ン 半 島 へ の 作戦 の め 要 が 
生じ た だ が ガ 、 こ の だ め の 部 隊 は 「 バ ル バ パロ ッ サ 」 用 の も の を 使う し か な ぐ 、 作 戦 開始 は 5 
月 か ら 6 月 へ 延期 され る こと と な つ だ 。 

1941 年 6 月 21 日 土曜 日 、 国 境 に は 以下 の よう お 部 隊 が 集結 し て い だ 。 


北方 軍 集 団 (29 個 師団 うち 装甲 3 ) 
第 10 軍 
第 4 装甲 集団 
第 16 軍 


中 央 軍 集 団 (50 個 師団 うち 装甲 9 ) 
第 9 軍 

第 3 装甲 集団 

第 4 軍 

第 2 装甲 集団 


南方 軍 集 団 (41 個 師団 うち 装甲 4 ) 
第 6 軍 
第 1 装甲 集団 
第 1/ 軍 
第 11 軍 


これ に 同盟 国 の ルー マニ ア 軍 等 を 加え る と 、 対 ソ 戦 の だ め に 動員 され だ の は 兵員 300 
万 、 戦 車 3600 台 、 航 空 機 1600 機 の 大 兵力 だ つた だ 。 
日 付 ガ 変 つた 深夜 、 名 部 隊 は 発進 地点 へ と 移動 し だ 。 


@ 


6 月 22 日 日 曜日 午前 3 時 15 分 、 猛 砲撃 が 開始 され 、 国 境 は 炎 と 轟音 に 包ま れ だ 。 1 時 
間 後 歩兵 が 国境 を 越え 、 戦 車 が びそ れ に 続い た 。 

開戦 1 日 目 は 独軍 の 予定 通り に 全て が 進行 し た 。 ソ 連 の 国境 故 備 隊 は 奇 環 に よる 混乱 
の 中 、 各 所 で 撃破 され て ゆき 、 そ ご こ に 開い だ 穴 を 通 つて 戦車 隊 が 突進 を 始め だ 。 ソ 運 軍 
の 抵抗 し た わずか の 場所 を 除け ば 、 ド イツ 軍 は ソ連 領内 を 10Km の 単位 で 前 進 し 、 最 も 遠 
ぐま で 進出 し だ 第 8 装甲 師団 は 80km を 一 日 で 走破 し だ 。 こ の 時 点 で は 電撃 戦 が 再現 され 
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る の は 確実 な よう に 見 え だ 。 

し か し 、 開 戦 二 日 目 に は ドイ ツ 軍 の 自信 を ぐら つか せる 出来 事 ガ 起 つ た 。 

ソ連 軍 が 反撃 を 開始 し だ を の だ つ だ 。 ご の 反撃 自体 は 、 各 地 で バラ バラ に 実施 され だ だ 
め 、 ド イツ 軍 に 損害 を 与え る こと な く ぐ 撃 退き され だ の だ が 、 こ の 反撃 中 で の 出来 事 が ドイ 
ツ 軍 に 精神 的 シヨ ッ ノ を 与え だ の だ つた 。 

シヨ ョ ツ グ を 起こ し だ の は 、T34、KV と いう 二 種 類 の 戦車 だ つた だ 。 

この 戦車 の 装甲 を 破 震 す る こと は 、 ド イツ 軍 の 戦車 、 対 戦車 爺 で は 困難 だ ど つ だ 。88m 
砲 と 100m カ ノン 砲 は T34 の 装甲 を 撃破 する こと が で きだ が 、 こ れ ら の 砲 は 装備 の 良い 
師団 で も 20 門 も 持つ っ て は いな か っ だ 。 

この だ め ド イツ 軍 が T34 を 相手 に する 時 は 、 味 方 の 練 度 の 高 さ を 利用 し て 、 キ ャ タ ピ 
ラ や エン ジン 部 こい つ だ 戦車 の 弱点 を 狙う し か なかつ だ 。 ド イツ 軍 に は ご この 戦術 を 可能 
と する だ け の 質 の 高き さも あつ だ し 、 逆 に 本 34 は 少数 が 練 度 の 低い 兵士 と 共に 投入 され だ 
だ め 、 実 際 の 損害 は ソ連 軍 の ほう が 大 きか つ だ 。 が 、 ド イツ 軍 は 以後 、 自 軍 の 兵器 に 不 
信 を 持つ だ まま 戦わ ね ば な ら な か つ だ 。 

6 月 の 終り 、 ピ ヤリ スト ク と ミン スク で 二 つ の 包囲 の 輪 が 閉ざさ れ だ 。 中 に は 50 万 の 
ソ連 軍 が お り そ の うち 30 万 が 捕虜 と な つた だ 。 


88mn 砲 
第 2 次 大 戦中 に ドイ ツ 軍 の 使用 し だ 高射 砲 。 砲 身長 は 56 口 径 。 軽 重砲 架 の だ め 、 他 
国 の 同 ノ ラス の 人 砲 より 機動 往 の 高い の が 特徴 だ つた だ 。 

実戦 参加 は 1936 年 の スベ イン 内 乱 ひ みうら だ が ガ 、 こ の 時 すでに 弾薬 の 90% が 地上 目標 に 対 
し レ て 使用 され だ 。 

「 バ ル バ ロ ッ ツ サ 」 作戦 時 、T34、KV の 装甲 を 打ち 抜け る 数 少な い 砲 の ひと つ だ つ だ 
だ め 、 戦 線 各 所 で ドイ ツ 軍 の 守護 神 と な つた だ 。 





この 個 を 車両 搭載 用 に 改造 し た も の は 、 タ ダイ ガー | 型 重 戦車 の 主砲 と し て 使用 され 、 
ダイ ガー の 名 を 高め る こと と な つ だ 。 

戦争 後半 に は 、 さ ら に 長 砲 身 71 口 径 の 対空 対戦 車両 用 の 88m 破 も 開発 され 、 こ ちら も 
タイ ガー || 、 ナ ー ス ホル ン 、 ヤ ー ク ト パ ン サー な どの 主砲 と し て 使用 され だ 。 

まだ 戦前 に 中 国軍 に 少数 が 軸 出 され 、 捕 獲 し だ 砲 の コピ ー を 、 日 本 陸軍 が 制式 高射 砲 
と し て 採用 し た 。 


人 スモ レン スク 会 戦 (ステ ー ジ 1) 


7 月 初旬 、 後方 の 包囲 陣 を 歩兵 師団 と 交代 し だ 第 2 、 第 3 装甲 集団 は 前 進 を 再開 し た 。 
目標 は スモ レン スク フ 、 ロ シア 以来 の 古都 で あり 、 こ の 街 が に ウィ ナ と ドニ エ ブ プル の 二 つ 
の 川 と その 間 に 形 成 さ れ だ ドウ イナ 地 帳 に ある と ころ ガ ら 、 モ スリ 前 面 最後 の 防御 に 
適し だ 地域 と も な つて い だ 。 こ ご のだめ ドイ ツ ・ ソ 連 両 軍 は スモ レン ス と その 周辺 で 大 
激戦 を 交え る こと と な つ だ 。 

6 月 末 ソ 連 西方 面 軍 は 次 の 命令 を 出し た だ 。「 ベ レジ ナ 川 を 死守 レビ イツ 軍 を 阻止 せよ 」 
そし て 、 土 官 候補 生 や 敗 残 兵 も 全 む 予備 部 隊 を ベレ ジ ナ と 送り 込ん だ 。 ソ連 軍 は スモ レ 
ンス フ を 守る 場所 と し て その 100km 西 を 選ん だ の だ つた だ 。 

こ ご れ に 対し て ドイ ツ 軍 は す ば や ぐ 対応 し だ 。 7 月 1 日 に は 、 第 2 装甲 集団 が ボリ ソフ 
前 面 で ベレ ジ ナ に 達し 橋 を 占領 、 第 18 装 甲 師団 が 河 の 東 へ と 進ん だ 。 

ソ連 軍 は これ に 対し て ポリ ソフ 地区 の 兵力 を 全て 投入 し 、 戦 車 、 オ ー ト バイ 兵 、 高 射 
砲 が ら 成 る ドイ ツ 軍 戦隊 は 橋 を 守り ぬい だ が 、 ソ 運 軍 も 執 撤 だ っ だ 。 ベレ ジ ナ を 失う こ 
と は 、 中 央 部 の 戦線 全て を 失う こと に な る 。 モスクワ の 安全 を 保つ た だめ に も ベレ ジ ナ を 
死守 せ ね ば なら な ガ つ だ 。 こ の だ め 、 ソ 運 軍 は 他 の 戦線 が 薄く な る の も 構わ ず に 大 部 隊 
を ベレ ジ ナ へ と つぎ こん だ 。 

7 月 3 日 、 ポリ ソフ の 第 18 装 甲 師団 の 前 に ソ連 軍 の 大 戦車 部 隊 が 前 進 し て きだ 。 そ の 
数 100 台 、 そ れ に は 多量 の T34 と に KV が 全 ま れ ね てい だ 。 

ドイ ツ 第 18 戦 車 連隊 も 出撃 し 200 両 規模 の 戦車 戦 が 発生 し だ 。 1T26 や BT は 簡単 に 破 
壊さ これ だ が 、T34 と KV は 川 号 戦車 を 炎上 させ て 進み 続け た 。 が 、 ご ここ で も 最後 に 勝利 
を 収め だ の は 良く 訓練 され だ 兵 の 多い ドイ ツ 軍 だ つ だ 。 川 号 戦車 は 数 台 で ー つ の ベア を 
組み T34 の キャ タダ ピラ を 狙い ソ連 戦車 を 難 個 撃 破 し だ 。 

ソ連 軍 は 数 日 間 攻 撃 を べく て り ガ え し 、 ド イツ 軍 、 特 に 有効 な 対戦 車 兵器 を 持 だ ぬ 歩 兵 は 
大 損害 を 受け だ 。 

7 月 初頭 の 数 日 間 、 ト ロ チ ノ ・ シ エン ノ な どの 村 で この よう な 戦況 が 続い だ が 、 ド イ 
ツ 軍 は 最終 的 に ソ連 軍 の 抵抗 を 撃破 し て 、 前 進 を 再開 し だ 。 

7 月 10 日 、 第 2 装甲 集団 は に ドニエプル 河 へ 第 3 装甲 集団 は ドウ ィ ナ 川 の 戦 ま で 到達 し 
て いた だ 。 が 、 歩 兵部 隊 は 約 100Mm 後 万 に 取り 残さ れ て いた だ 。 ご この 状況 で 装甲 部 隊 の み が 
前 進 を 続け る べき か どう か が 保守 派 の 司令 官 と 装甲 部 隊 の 指揮 官 の 間 で 議 語 が 起こ つ だ 。 
現実 に ソ連 軍 は ドニ エ プ ル 川 、 ド イツ 装甲 部 隊 と 歩兵 と の 隙間 の 両方 に 兵力 を 集中 し つ 
つ あ り 、 ド イツ 軍 は 歩兵 を 待つ に せよ 、 装 甲 部 隊 の み が 前 進 を 続け る に せよ リス を 負 
うこ と に な つ だ 。 

第 2 装甲 集団 司令 官 プ デー リリ アン は さら な る 前 進 を 主張 し た だ 。 ご ここ で 歩兵 を 待つ 間 に 
ドニ エ ブ プル 有川 が 強化 され る な ら 、 装甲 部 隊 の 突破 に よる 短期 間 で の 電撃 戦は 不可 能 と な 
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り 、「 バ パル バ ロ ッ サ 」 計画 自体 が 崩壊 する 。 こ の 言葉 に 動 ひ され て 上 級 司 令 部 も 装甲 部 
隊 の 前 進 を 許可 し た 。 

/ 月 11 日 グ デ リー アン の 部 隊 は 3 ケ所 で ドニ エ プ ル を 渡河 し た だ 。 装備 の 欠如 し だ ソ連 
軍 が 防御 する 都市 を 党 向 し 、 戦 車 は 村々 に 作ら れ だ 橋 頭 師 を 出発 し な 。 

北 で は 第 3 装甲 集団 が ヴィ テ ブ スク を 経て スモ レン スク の 北方 へ と 進出 し て い だ 。 

7 月 15 日 、 第 29 機 械 化 歩兵 師団 ガ 南 か ら ス モレ ンス ノン 市 街 へ と 突入 し だ 。 ソ 運 軍 は 2 
個 歩兵 師団 で スモ レン ス を 守 敵 し て お り 、 機 械 化 歩兵 は 家 一 軒 一 軒 を 日 兵 戦 で 環 わ ね 
ば な ら な かつ だ 。 / 月 16 日 の 真夜 中 まで 、 ス コッ ツ プ 、 火 火 放 射 器 、 手 檜 弾 に よる 戦い が 
続き 、 ス モレ ンス ツン 市街 は ドイ ツ 軍 の 確保 する と ころ と な つっ だ が 、 こ ご これ は まだ スモ レン 
スン 戦 の 発端 で し ガ な か つ だ 。 

第 3 装甲 集団 は 北 ガ けら スモ レン スク を 潤 回 し て 、 ス モレ ンス ン 東 方 50tm ま で 進出 、 南 
か ら の 第 2 装甲 集団 と ま を つなぎ 、 ス モレ ンス を 包囲 する こと を 計画 し て い だ 。 ご この 
だ め 、 應 下 の 難 部隊 は 相互 の 連絡 の な いま ま 前 進 し て いた を が 、 こ れ に 対し て ソ連 軍 が 反 
撃 を ひけ け て きだ 。 ソ連 軍 に は 新兵 器 一 カチ ユー シヤ の 愛称 を 持つ フー ロケ ッ ツ ト 砲 も 含ま れ 、 
ロケ ッ ト 念 の 一 斉 師 撃 の 田 音 は 、 ド イツ ・ ソ 連 両 軍 の 兵士 を 等 し < パニ ッ ツク に 追い こん だ 。 

この 結果 ドイ ツ 軍 の 前 進 は に ぶり 、 包 囲 の 輪 は 閉ざさ れ な か が つ だ 。 が 南 ガ ら ブ デー リ 
アン が 来れ ば 包囲 は 完成 する 。 第 3 装甲 集団 は 第 2 装甲 集団 を 待ち 続け だ 。 

ーー 万 、 第 2 装甲 集団 は スモ レン スン 占領 に 向 ひ つ だ 第 29 機 械 化 歩兵 師団 を 除き 東 へ 進 
ん だ 。 進 黄 目 標 は イエ リリ ニヤ で ある 。 ジ エス ナ 川 の 水源 高地 に ある この 町 は 人 道路 の 交差 
点 で あり 、 モ スワ 攻撃 の 出発 点 と し て 望ま し い 場 所 だ つ だ た 。 

第 2 装甲 集団 の 前 進 は 、/ パ リル チ ザ ン を 含む ソ連 軍 の 抵抗 の た め に は か どら ざ ず 、 第 10 装 
甲 師団 が ば と ん ど ご 燃料 の 切れ だ 状態 で イエ リ ニ ヤ に 到着 し た の は / 月 19 日 の こと だ つ だ 。 

イエ リ ニ ヤ に あつ だ は る か に 優勢 な ソ連 軍 に 対す る 第 10 装 甲 師団 の 攻撃 は 市 街 戦 こ な 
り 、 装 甲 師団 は 市 街 地 を 占領 し だ も の の それ 以上 前 進 す る こと は で きず 、 第 10 装 甲 師団 
の 戦力 は 急速 に 消耗 し 、22 日 に は 行動 可能 な 戦車 9 両 を 持つ だ け と な つて いた だ 。 

プ デ ー リ アン は 、 イ エリ ニヤ に 他 の 部 隊 を 投入 する こと を 望ん だ が 、 全 部 隊 が 交戦 中 
で あり 、 イ エリ ニヤ に さけ る 部 隊 は な お が つ だ 。 こ ご これ は まだ 、 ス モレ ンス ンク 包囲 を 南 か ら 
閉ざす こと が で き な い こと を 意味 し て いた 。 

そし て 何より 重要 な の は 、 イ エリ ニヤ や スモ レン ス の 市 街 戦 に よ つ て ドイ ツ 軍 の 突 
進 力 が 失わ れ だ こと だ つた だ 。 

も こと も こと 機 動 兵器 で ある 戦車 は 市 街 戦は 向い て いな い 。 し か ガ し 、 歩 兵 が は る ガ が 後方 に 
ある 現在 、 装 甲 部 隊 が 歩兵 の 仕事 を も 行う 他 な か つた だ 。 

この ドイ ツ 側 の 停滞 を 見 の が す ソ 連 軍 で は な ガ が つ だ 。 ツ ソ連 軍 は 機甲 部 隊 を 含む 大 部 隊 
を 集結 させ 中 央 軍 集 団 の 前 線 難 所 で 反撃 を 開始 し だ 。 装 甲 と 歩兵 の 間 の 隙間 に 、 戦 車 、 
歩兵 、 知 兵 ま で が 投入 され だ 。 こ れ に 対し て ドイ ツ 軍 が 送る こと の で きる 部 隊 は 殆ど な 
か つ だ 。 装 甲 部 隊 は 最前 線 で 突出 し だ まき 逆 包囲 され ガ け て い だ し 、 歩 兵 も まだ 一 歩 一 
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7 月 2 日 の ドイ ツ 軍 進出 線 
7 月 16 日 の ドイ ツ 軍 進出 線 
8 月 末 の ドイ ツ 重 進出 線 
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< 本 請 較 了 包 胃 くれ た ソ連 還 





歩 戦 いな が ザ ら 進ま ね ば な ら ざ ず 、 7 月 の 間 中 、 中 央 軍 集 団 は 困難 な 防衛 戦 を 続け ね ば な ら 
な か ガ つ た 。 

これ は 電撃 戦 の 終末 だ つた だ 。 ド イツ 軍 の 快 進撃 は ソ連 軍 を 窮地 に 追い 込ん だ も の の ソ 
連 軍 は 崩壊 せ ず 、 逆 に ドイ ツ 軍 が 能力 の 限界 を 越え だ 行動 を 要求 さぶ れ て い だ た 。 

も と も と ドイ ツ 軍 は 短期 間 、 短 距離 で の 戦闘 し J 考 えて お ら ず 、 補 給 、 補 充 等 の 組織 
も まだ 短期 戦 の 想定 し か し て いな か つた 。 

この だ め 補 結 部 隊 は その 能力 以上 の 行動 を 要求 され 、 前 線 ま で 補給 を 届け る こと は お 
ろか ガ 、 悪 路 に よる 車両 の 故障 、 ソ 連 軍 の 奇 画 等 に より 補給 部 隊 自 体 が 崩壊 し ひけ ね な い 状 
況 だ つ だ 。 

戦闘 部 隊 も まだ た 補 結 難 か ら そ の 戦力 を 極度 に 低下 させ て いた だ た 。 装 甲 部 隊 を 例 に と れ ぱ ば 
ソ プ 連 の 道路 事情 の 悪さ や 均 ひ けら 、 エ ンジ ン 関 係 の 部 吊 は 次 々 と 損耗 し て い だ が 、 交 換 部 
gm は 届 ガ ず 、 開 戦後 一 ケ月 の 間 に 7 割 も の 戦車 が 失 な われ だ 。 

この まま モス クワ へ と 前 進 す る の は 不可 能 だ つた 。 

参謀 本 部 は この 戦況 下 で 有効 で は ある が 、「 バ ル バ ロ ッ サ 」 本 来 の 目的 ひら 外れ だ 作 
戦 を 命じ だ 。 突 出し だ 第 2 装甲 集団 、 第 3 装甲 集団 は それ ぞ れ 南北 に 展開 し 、 ド イツ 軍 
に 反撃 を 続け る ソ連 軍 を 加 滅 する こと に な つた だ 。 

/ 月 末 、 最 初 の 歩兵 部 隊 が よう や ぐ 最 前 線 に 到着 し 、 装 甲 部 隊 と 交代 し た 。 

/ 月 30 日 に まず 第 2 装甲 集団 が 南 へ の 攻撃 を 開始 し た 。 目標 は スモ レン スン 南方 ロス 
ラウ リ 、 ご この 戦闘 は 再び ドイ ツ 軍 に よる ソ連 軍 の 包囲 で 終わ つ だ 。 ソ連 軍 の 一 部 が 脱出 
し だ と は いえ 、 4 万 の 捕虜 が ザ ド イツ 軍 の に 落ち た 。 

ロス ラウ リ の 戦闘 の 後 、 第 2 装甲 集団 は さら に 南西 へ と 向 つ た だ 。 第 2 装甲 集団 右 加 を 
除く だ め の こ の 作戦 は ロロ ガチ エフ 、 ゴ メリ へ と 続き 、 南 か が から の 脅威 を 排除 する こと に は 
成功 し た も の の 、 結 果 と し て 装甲 部 隊 は 前 進 点 ひら 100km 近 くも 後 胃 す る こと と な つた だ 。 

北方 で も 第 3 装甲 集団 び ザ 、 同 じ よ うな 戦闘 を 続け て い だ 。 ご これら の 戦闘 に より 、/ 月 
に 比べ る と 中 央 軍 集 団 側面 へ の 圧力 は 減 つ て いた が 、 ソ 連 軍 は まだ 難 地 で 攻撃 を 続け て 
いた だ 。 

その 場所 の 一 つが ザイ エリ ニヤ だ つ だ 。 イ エリ ニヤ か ガ ら 装甲 部 隊 が 去 つ だ 後に は 、 歩 兵 
3 個 師 団 を 持つ 第 20 軍 団 ガ 配置 され て いた 。 第 20 軍 団 は ここ で 一 月 近 こ 戦い 続け る が 、 
それ は まさ し ぐ 地 獄 だ つ だ 。 ソ連 軍 は 戦略 上 重要 な イエ リ ニ ヤ 墓 回 の た め に は 弾薬 も 兵 
力も 惜しま ず 、 ド イツ 軍 は 激 し ぐ 消耗 し だ 。 終 日 ソ連 軍 砲 兵 は 舞 攻 撃 を 続け 、 歩 兵 は ド 
イツ 軍 陣 地 に 対し て 繰り 返し 突撃 を か けけ だ 。 こ れ に 対し て ドイ ツ 軍 に は 弾薬 も 不足 し て 
あり 、 イ エリ ニヤ を 保持 する こと は 無理 ど つ だ た 。 

9 月 8 日 ソ連 軍 は イエ リ ニ ャ を 疾 回 し ドイ ツ 軍 の 突出 部 を 排除 し だ が 、 こ れ に 対す る 
ドイ ツ 軍 の 反撃 は なかつ だ 。 イエ リー ャ 突出 部 を 放棄 する こと は 戦線 の 整理 と な つっ だ し 、 
イエ リ ニ ヤ ガ ら 出撃 する 装甲 部 隊 も 存在 し な か つた だ 。 情勢 は 一 月 の 間 に 激 し く 変 化し て 、 
いま 装甲 部 隊 は 南 、 キ エフ へ と 向 ひ つて いた だ 。 


ー アー 


る 電撃 戦 (ブリ ッ ツ クリ ー ク ) 
第 2 次 大 戦 初期 の ドイ ツ 軍 の 行動 を 形容 する ため に 与え られ だ 表現 。 (ドイ ツ 語 “ 
| 1tZKTIG8g") 

戦略 B9 に は 、 地 勢 上 ロシア ・ フ ラン ス の 二 大 陸軍 国 に 挟ま れ だ ドイ ツ が 両面 戦争 を 回 
避 す る だ め 考 えら れ だ 、 短 期 決 戦 思想 が 源流 で ある と され る 。 

作戦 と し て は 、 瑞 主力 と の 直接 決戦 で は な く 、 瑞 の 弱点 を 衝 き 後方 へ 進入 し だ 敵 を 混 
乱 さ せ 、 最 終了 的 に 戦線 を 崩壊 させ る と いつ だ 計画 が 考え られ だ 。 

具体 的 な 戦術 で は 、 装 甲 師団 が 瑞 前 線 を 狭い 正面 で 突破 し 、 抵 抗 の 激しい 拠点 は 注 回 
する ガ が 後続 の 歩兵 に 任せ は 、 さ ら に 前 進 を 続け る 。 邊 回 が 不可 能 な 拠点 に 対し て の み 攻 撃 
を 行う が 、 こ の 場合 は 、 速 度 を あげ る だ め 装 甲 師団 か ら 排 除 さ れ だ 重砲 兵 の 代用 と し て 
の 切 降下 爆撃 機 を は じ め 高 火力 を 集中 し 、 短 時 間 で 敵 を 撃破 、 前 進 停止 は 最低 限 に する 。 
この よう に 電撃 戦は 何より 速度 を 重視 し 、 直 接 で は な ぐ 、 間 接 的 に 疫 の 抵抗 力 を 撃破 
する 戦闘 法 ど つた 。 

実際 に 電撃 戦 の 条件 を 満 だ ます ドイ ツ 軍 の 作戦 は 1940 年 の フラ ンス 戦 ぐ らい の も の だ っ 
だ が 、 装 甲 部 隊 の 進撃 や 急降下 爆 加 等 の 強烈 な イメ ー ジ に より 、 ド イツ 軍 の 攻撃 全て が 
電撃 戦 と 思わ れ て 、 そ れ は 現在 に まで 継続 し て いる 。 


















Q キエフ 包囲 戦 (ステ ー ジ 2) 


キエフ を めざす 南方 軍 集 団 は 開戦 当初 か ら 他 の 2 個 軍 集 団 と 違い 苦戦 を 続け て い だ 。 
ソ連 軍 は 大 部 隊 を ウクライナ 西部 に 集結 させ て いて 、 南 方 軍 集 団 は 劣勢 な 兵力 で (例え 
ば 戦車 は ドイ ツ 800 両 に 対し て ソ連 4500 両 ) 攻撃 を 行わ ね ば な ら な か つた 。 南部 戦 区 
で も 他 の 場所 同様 6 月 23 日 に は 反撃 が 命令 され て い だ 。 最 初 の 反撃 は 簡単 撃退 され だ 
が 、 南 西方 面 箇 に は まだ 大 量 の 機械 化 部 隊 が あつ だ 。 

6 月 26 昌 ソ連 軍 は 4 個 機械 化 軍 団 を も つて 反撃 を 再開 し た 。 先 頭 に 立つ の は 数 百 両 の 
本 34 と KV、 目 的 は ドイ ツ 第 1 装甲 集団 の 撃滅 。 

戦闘 は 数 10km の 間 で 四 日 間 続 い だ 。 が 、 ご この 反撃 も 失敗 し だ 。 

だ し か に 大 暑 の 34 と に V を 持つ だ 機械 化 軍 団 は 第 1 装甲 集団 に か な り の 損害 を 与え 
は し た が 、 和 名 機械 化 軍団 が 何 の 連携 も な ぐ 行 動 し た だ め 、 反 撃 に で だ 装甲 似 団 に よっ て 
名 個 撃 破 さ れ て し まっ だ の だ つっ つ な だ 。 

4 日 間 の 戦車 戦 を 戦い 抜い だ 第 1 装甲 集団 は ソ連 軍 の 混乱 を 利用 し て 突破 を は か つ だ 。 
この 攻撃 は かなり の 成功 を お さめ だ が 、 要 塞 化 さ れ だ | 旧 ポ ー ラ ンド ニ ソ 連 国境 線 で 前 進 
は 阻止 され だ 。 

7 月 7 日 に な つて 第 1 装甲 集団 は 要塞 線 を 突破 する こと が で きた が 、 ソ 連 軍 が 後続 す 
る 歩兵 部 隊 と の 間 に 侵入 し た だめ 防衛 に 移ら ね ば な ら な か ガ つ だ 。 

それ で も 南方 軍 集 団 は 7 月 いつ ぱい ガ ガ つ て 前 進 を 続け 、 ウ マー ニ で 8 月 の 初旬 、 包 
囲 網 を 形成 する こと が で きだ 。 ご の 後 の 一 連 の 戦闘 で 南方 軍 集 団 は ドニ エ ブ ル 西岸 を 制 
圧し する こと が で きだ も の の 、 ソ 連 軍 は キエフ を 頂上 京 と する ドニ エ ブ プル 川沿 い の 戦 線 を 
維持 し て いた 。 

この ドニ エ ブ ル 突出 部 は 北 で 中 央 軍 集 団 の 側面 に 向 か つ て お り 、 7 月 の 間 こ こ か ら 行 
われ だ 攻撃 は 、 中 央 軍 集 団 の 前 進 を 止め る 一 因 と も な つて いた 。 ー 

ヒト ラー は モス クワ 攻勢 を 再開 する た め に も 側面 の 脅威 を 取り 除 こ 秘 要 が ある と 考え 
だ 。 都合 の 良い こと に 第 2 装甲 集団 が ロス ラウ リ 、 ゴメ リ 線 の だ め 南 西 に 移動 し だ だ め 、 
キエフ 包囲 へ の 参加 が 可能 と な つて い だ 。 

8 月 21 日 、 新 た な 総統 命令 が 下 つ た 。 「 キ エン 突出 部 の 敵 を 撃滅 せよ 」 

この 命令 に 多 この 指揮 官 は 反対 し た が 、 ヒ トラ ー の 決 由 は 変ら な か つ だ 。 

8 月 25 日 、 第 2 装甲 集団 が び 北 か ら の 攻撃 を 開始 し た 。 先頭 に た つの は 第 3 装甲 師団 。 

作戦 当初 の 数 日 間 は ソ連 側が 攻撃 は モス フワ に 向かう も の だ と 誤認 し だ こと も あつ て 、 
前 進 する 部 隊 よ り も 側面 援護 の 部 隊 が 苦戦 を 続け だ が 、 第 2 装甲 集団 が キエフ 遥 後 廊 
ジ エ ス ナ 川 に 橋 頭 据 を 作る ころ に は 、 ソ 連 軍 は 全 地 点 で 激 し ぐ 抵抗 する よう に な っ てい 
だ 。 特 に ジェス ナ 川 橋 頭 集 周 辺 の 防御 は 固く 、 ド イツ 軍 は ジ エ ス ナ 川 か ら 先 へ と 進む こ 
と が で き な か ガ つ だ 。 





・ 9 月 11 日 の 虹 育 
9 月 14 日 の 調 線 
9 月 23 日 の 笛 婦 


で ーー ドイツ 六甲 肥 隊 の 設 導 
| ソ連 軍 の 反 股 
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グ デ ー リ アン の 部 隊 が 自分 の 後 へ と 回 りこ ん だ こと を 知 つ だ ソ連 南西 訪 面 軍司 令 官 は 、 
キエフ から の 撤退 許可 を 要請 し だ が ガ 、 返 つて きだ の は 、 キ エフ 死守 の 命令 だ つた だ 。 

9 月 4 日 、 第 2 装甲 集団 は ジ エ ス ナ 川 を 突破 する と 再び 南 へ と 前 進 し た 。 ソ 連 軍 は 防 
衛 の だ め 部 隊 を 続々 と 送り こん だ が ガ 、 ド イツ 軍 の 足 を 止め る こと は で きず 、 ド イツ 軍 の 
進出 を 遅らせ だ の は 雨 で 泥 央 と な つ だ 道 だ け だ つ だ 。 

9 月 10 日 、 南 方 クレ メン チ ユ ー ク か ガ ら 第 1 装甲 集団 も 発進 し た 。 こ ちら の 先頭 を つと 
め る の は 第 16 装 甲 師団 で 、 悪 路 を つい て 一 日 に 数 10Km を 前 進 し だ 。 

キエフ に あつ た だ 南西 万 面 軍 は 、 自 分 た ちの 後方 で 詞 が 閉じ よう と し て いる こと を 知 つ 
て は い だ が 、 死 守 命令 に 従う 限り 部 隊 を 罠 の 外 へ と 退却 させ る こと は で き な か が つ だ 。 所 
却 が 許可 され だ の は 9 月 17 日 、 南 北 の ド イツ 軍 が 手 を つない で 三 日 目 の こと だ つ だ 。 
も は や ま 遅 れ だ つ だ が 、 ソ 連 軍 は 包囲 網 を 破る だ め 、 包 囲 の 内 と 外 か ら 攻 撃 を 続け だ 。 
この 秒 死 の 戦い は 一 週間 続い た が ガ 、 包 囲 網 を 破る こと は で きず 、 南 西方 面 軍司 久 官 を 嬉 
む お 多量 の 戦死 者 が 残さ れ だ だ け だ つ だ 。 

9 月 26 日 、 戦闘 は 終わ つ だ 。 ドイ ツ 軍 の 戦果 は 66 万 の 捕虜 こ 4000 門 近い 人 Q な ど で あ り 、 
南 万 の ソ連 軍 は 一 時 的 な 麻痺 状態 に お ちい つた だ 。 

この 勝利 を 誰 よ り も 喜ん だ の は 当然 な が ら ヒ トラ ー だ つ だ 。 ヒ トラ ー は キエフ の 勝利 
に よっ つて ソ連 軍 の 抵抗 力 は な く ぐ く な つっ だ と 判断 し 、 新 だ な 作戦 を 命じ だ 。 

「 目 標 は モス クワ 。」 


タイフーン 作 戦 」( ス テー ジ 3 


9 月 26 日 に 発令 され だ 「 ダ イフ ー ン 作戦 」 は その 開始 日 まで に は 殆ど 時 間 が な く 、 一 
部 で は 部 隊 の 再編 成 に 多少 の 混乱 も 生じ た が 、 中 央 軍 集 団 は 攻勢 用 に 装甲 14 個 師団 を 合 
お 70 個 師団 を 結集 させ る こと が で きた 。 兵員 に 15%、 戦 車 に は 25% の 損失 が あつ だ と は 
云え 、 ご の 戦力 を 見 る 限り 作戦 の 成功 は 確実 な よう に みえ だ が 、 位 まで の 時 間 の 少な さ 
は この 作戦 当初 ひか ら 、 ド イツ 軍 を 離れ る こと の な い 不 安 の 原因 と も な つて いた だ 。 

9 月 30 日 、 第 2 装甲 集団 が まず 攻撃 を 開始 し だ 。 最 初 の うち に こそ 前 進 は は な どら な 
ガ っ だ が 、 ド イツ 軍 は や が て ソ連 軍 の 抵抗 を 撃破 し 、 一 日 に 50km 以 上 の 距離 を 進撃 する 
よう に な つて い だ 。 

10 月 3 日 、 第 4 装甲 師団 が 戦線 後方 200Km に ある オリ ヨー ル を 占領 し だ 。 こ れ に 続く 
装甲 師団 群 も まだ 交通 の 中 必 プ リウ ンス の 背後 に 進出 、 ブリ ヤン スグ ク 方面軍 を 包囲 し だ 。 

10 月 2 日 に 始ま つ だ 第 3 、 第 4 装甲 集団 に よる 攻撃 も 順調 に 進み 、 ウ イヤ ジマ 妃 囲 陣 
を 形成 し た 。 この 巨大 な 包囲 綱 の 中 に 閉じ こめ られ だ ソ連 軍 は 80 個 師団 に 及ぶ 兵力 だ つた だ 。 

し か し 、 ド イツ 軍 が この 大 戦果 を さら に 拡大 する こと は で き な か ガ つ だ 。 

最初 に ドイ ツ 軍 の 足 を 止め た の は 小 規 模 の 部 隊 だ つ だ た 。 オ リョ ヨー ル 占 領 後 、 ツ ー ラ へ 
と 進撃 を 続け る 第 4 装甲 師団 に 対し て 投入 され だ 、T34 で 編成 され だ 第 4 戦車 旅団 は そ 
の 代表 的 な 例 だ と 言え る だ ろう 。 

10 月 6 日 、 ム ツェ ンス の 道路 を 進む 第 4 装甲 師団 第 35 戦 車 連隊 に 、 第 4 戦車 旅団 が 
襲 いひ けつ だ た 。 道 路上 を 進む 先頭 と 最後 尾 の 戦車 が 破 震 され ね だ だ め 、 ド イツ 軍 の 行動 の 
自由 が 失わ れ 、 後 は 虐殺 も 同然 に 30 両 以上 の 戦車 が 破 震 され だ 。 胡 骸 の 上 に 初雪 が 降 つ 
だ 。 

この 戦闘 の 損害 の 大 き さ ガ ら 第 4 装甲 師団 は 再編 成 の だ め 2 日 間 停 止 せ ね ば な ら な か 
つた だ 。 

第 4 装甲 師団 が 前 進 を 再開 する ころ 寺 が 溶け 、 道 路 は 底無し の 班 沼 に 変 つ だ 。 

全て の 車両 が 泥 に 動き を 止め 、 戦 車 も 例外 で は な か っ だ 。 ド イツ 軍 は 車両 を 泥沼 がら 
引き ずり だ し な が ら 、 泳 ぐ よ うに し て 動き だ し だ が 先頭 に 立つ の は 歩兵 の 仕事 と な つて 
いた だ た 。 

一 旋 、 ソ 連 軍 側 で は この 泥 の 間 に ウ ィ ヤ ジマ で 失わ れ だ 部 隊 に 代 る 兵力 を 昔 地 けら か 
き 集 め て いた だ 。 指揮 を 取る の は ジ ユ ー コ フ 将 軍 、 開 戦 以来 危機 の ある 場所 を 飛び 回 つて 
い だ 男 ガザ モス フワ の 守護 者 に 選ば れ だ の だ つた 。 

10 月 13 日 、 ド イツ 軍 は 、 泥 の 中 を モス クワ 第 1 次 防衛 線 へ と 迫 つ て いた だ 。 戦車 が 動け 
な い 今 、 ト ー チ カカ や 地雷 源 に 立ち 向かう の は 突撃 工兵 だ ち だ つ だ 。 彼 ら は 火 光 放 射 器 や 
爆薬 を 駆使 し て 、 ソ 連 軍 の 拠点 を キー フー つ 破 震 し て いつ だ 。 損害 は 大 きけ つ だ が 第 1 次 
防衛 線 は 破れ が 、 ド イツ 軍 は 泥 に 埋 り な が ら さ ら に 前 進 を 続け だ 。 
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南 亡 で も 第 2 装甲 軍 が ツー ラ へ と 進む お べく 苦闘 し て い だ 。 軍 に 昇格 は し だ も の の 、 補 
給 部 隊 は 眉 が な 彼方 で 泥 に 埋 れ て お り 、 砲 弾 も パン も 届か な か っ だ 。 

それ で も 、 第 24 装 甲 軍 団 の 戦隊 は ツー ラ の 前 面 に まで 進ん だ が 、 ツ ー ラ を 陥 と すこ と 
は で き な か つた だ た 。 ソ 連 軍 は ツー ラ の 家々 を 陣地 化し て お り 、 攻 撃 は 多大 の 損害 を 受け て 
撃退 され だ 。 

いま ドイ ツ 軍 は 培 気 を 待ち 望ん で いた だ 。 人 道 が 凍り つけ ば 装甲 部 隊 が 動き 出し 、 夏 の ス 
ビー ド を 取り 戻せ る と 兵 達 は 考え て い だ 。 

11 月 7 日 寒気 が 到来 し 、 気 温 は 零下 に 低下 し ただ 。 補 給 品 も わずか な が ら 届 く よ う に な 
り 、 ド イツ 軍 は 人 息 を 吹き 返し は じ め だ 。 

11 月 13 日 、 癌 軍 集 団 司令 官 及 び 参 謀 長 が オル シア に 会 議 の だ め 招 集 さ れ だ 。 議題 は 冬 
の 間 の 作戦 亡 針 。 南 北 両 軍 集団 は 防御 に 移る こと を 望ん だ が 、 中 央 軍 集 団 は 攻撃 を 選ん 
だ 。 中 央 軍 集 団 の 状況 も 良く は な い が 、 モス グ クワ 占領 は 可能 と の 考え か ガ ら の 結論 だ つ だ 。 

数 日 間 は 攻撃 は 順調 に 進行 し だ が 、11 月 20 日 過ぎ 、 気 温 は 零下 30 度 に まで 低下 し た 。 
冬将軍 が 登場 し 戦場 を 支配 し だ 。 

夏服 を 着 だ た ドイツ 兵 達 は 次 々 と 凍傷 に 図れ 、 戦 車 の エン ジン まで て が 凍り つぐ 寒気 の 中 
で 、 ド イツ 軍 の 攻撃 力 は 急速 に 衰え て いつ だ 。 

最初 に 攻撃 を あき を ら め だ の は 、 グ デー リア ン だ つ だ 。 彼 の 第 2 装甲 軍 は 、 ツ ー ラ 占領 
に 失敗 し た 後 、 ツ ー ラ を 包囲 し た まま さら に 前 進 を 続け て い だ が 、 寒 気 と 燃料 不足 で 部 
隊 は 停止 し だ を 。 そ こ ご へ ソ連 軍 戦 車 隊 が 繰り 返し 攻撃 を か け て きだ 。 第 2 装甲 軍 が 逆 包 囲 
され 撃滅 され る 危険 を 感じ な だ ゲ デー リア ン は 、 軍 を 防御 へ と 移行 させ だ 。 

が 、 モ スク ワ 前 面 で は まだ ドイ ツ 軍 は 攻撃 を 続け て い だ 。 戦 い は モス フワ 攻略 の だ め 
と 云う より は 生存 の だ め 、 一 零下 30 度 の 夜 を 屋外 で 過す こと は 死 を 意味 し だ 一 家々 を 得 
る だ め へ と 変り つつ あつ た だ 。 

11 月 30 日 、 ソ 連 軍 戦線 の 隙間 に 浸透 し だ 工兵 は モス クワ 郊外 8 Km に ある 村 ヒ ムキ に 達 
し た 。 ご こ は ド イツ 軍 が ガ モ ス フワ に も つと も 接近 し だ 場所 と な つ だ が 、 そ の 人 夜 、 戦 車 工 
場 か ら 直 送 さ れ だ 戦車 と 労働 者 か ら 成 る 一 隊 に よ つ て ヒム キ は 和 玲 回 され だ 。12 月 5 日 に 
は 全 戦 線 で 攻勢 が 中 止 さ れ だ 。 

ソ連 軍司 令 官 ジュ ー コ フ は この 時 を 待つ て い だ 。 ド イツ 軍 の 攻勢 が 中 止 さ れる と 同時 
こ ソ 連 軍 が 反撃 に 転じ た 。 

最初 に 反撃 を 受け を の は モス フワ の 北 、 フ リン 地区 に あつ だ 第 3 装甲 軍 だ つ だ 。 ソ 連 
軍 の 突破 は 成功 し 、12 月 7 日 に は 先頭 部 隊 ガ フリ ン 北 部 に 到達 し だ た 。 こ れ に 対し て 第 1 
装甲 師団 が 投入 され 、 ソ 連 軍 は 撃退 ご され だ 。 以 後 1 週間 に わ だ り 第 1 装甲 師団 は リン 
を 通る 退却 を 援護 する だ め に ソ連 軍 の 攻撃 を べ ぐい 止め 、 そ の 後 12 月 15 日 に フリ ン を 放 華 
し だ 。 

続い て 反撃 され だ の は ツー ラ の 第 2 装甲 軍 ぞ つ だ 。 す で に 防御 に は いつ て い だ だ め 、 
戦線 を 突破 され る こと は な か つっ だ が 、 攻 撃 の 激 し さ に 戦線 は 100kKm 以 上 も 後退 させ られ 
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る こと と な つ だ 。 

反撃 は 10 日 の 間 続 いた が 、 凍 傷 患 者 が 兵員 の 四 割 を し め 、 零 下 50 度 の 寒気 に 作動 不良 
を 起こ し た 兵器 し が 持 だ な い ド イツ 軍 に は 、 ソ 連 軍 の 前 進 を べ へ い 止め る 手段 は な ぐ 、 ド 
イツ 軍 は モス クワ 前 面 か ら 退 却 す る し ガ な か つ だ 。 

ご の 敗北 に 誰 よ り も 敏感 だ つ だ の は ヒト ラー だ つ だ 。 ヒ トラ ー は 退 却 を 命じ だ 司令 官 
を 解任 、 部 隊 に は 現在 地 の 死 守 を 命令 し だ 。 

一 方 の 独裁 者 スタ ー リ ン は 、 こ の 反撃 の 戦果 を 過大 評価 し て 、 さ ら に 大 規模 な 攻撃 を 
討 画 し だ た 。 ジ ュー コ フ は 兵力 不足 を 理由 に これ に 反対 し 、 第 2 次 反撃 も 中 央 軍 集 団 に 対 
する も の に 限る べき だ と 主張 し だ が 、 ス ター リン は これ を 間 入 れず 、 レ ニ ゲ グラー ドガ が ガ ら ・ 
黒 油 まで の 主戦 線 で の 攻撃 実施 され る こと と な つ だ 。 

1 月 10 日 、 ソ 連 軍 の 攻勢 が 始ま つ だ 。 モ スワ 地区 で の 赤軍 の 作戦 は 、 中 央 軍 集 団 を 
包囲 撃滅 する と いう も の だ つ だ が 、 兵 力 不足 か ら 数 日 の 内 に 攻撃 は 停滞 し 、 そ れ が モス 
クワ の 戦い の 終末 こも な つた だ 。 

ご この 人 冬期 戦 に よる ドイ ツ 軍 の 損失 は 70 万 を 超え 、 補 充 さ むだ の は その 半分 35 万 で し か 
な か つた だ 。 ご の 損失 は 以後 埋め られ る こと は な ぐ 、 ド イツ 軍 が ガ モ ス クワ へ 向う こと も 二 
度 と な ガ つ だ 。 


信 ジュ ー コ フ 
ソ連 元 師 。 市 制 ロ シア 陸軍 の 騎兵 軍 電 。 ノ モン ハン 事件 で 日 本 軍 を や ぷ ぶつ だ こと か ら 
スタ ー リ ン の 目 に と まり 、 開 戦時 に は 参謀 総長 の 要職 に あつ た 。 

41 年 の 夏 の 間 、 キ エフ 、 レ ニン グラ ー ド 等 、 危 険 な 地点 に スタ ー リ ン の 代理 と し て 派 
中 され だ 。 

西方 面 軍司 令 官 と し て 「 タ イフ ー ン 」 作戦 に 対抗 し 、 民 兵 を 全部 隊 を 時 と し て 全滅 





する まで 戦わ せ 、「 タ イフ ー ン 」 を 阻止 する 。 そ の 後 の 反撃 の 功 に より の 元 師 に 昇進 。 
スタ ー リ ング ラー ド 、 フ ルス 等 で も スタ ー リ ン の 代理 と し て 指揮 を 取り 、 第 1 白 品 
シア 方面 軍司 偽 紀 と し て ベル リン を 攻略 し た 。 

敵 の 攻撃 を 防御 に より 消耗 させ 、 そ の 後 反 撃 に 出る と いつ だ 作戦 を 得意 こと し 、 純 粋 な 
攻撃 作戦 に つい て は 戦争 後半 で も 失敗 が 多 お つ だ 。 


OQ 「 青 」 作 戦 (ステ ー ジ 4) 


1942 年 2 月 の 未 に は 激戦 続い て いた も の の 、 ド イツ 軍 が この 冬 の 戦い を 耐え 抜け る 
こと は 明らか と な つ て い だ 。 

この 戦況 に 安 過 感 を 持つ を ヒト ラー は 、 来 る べき 夏 の た だめ の 作 戦 計画 立案 を 命じ た 。 

将軍 た ち は 位 期 戦 で の 損失 を 考え 、 攻 勢 に は 反対 の 者 も 多 か つ だ が ガ 、 ヒ トラ ー の 攻撃 
の 意志 は 強 か つ だ 。 

まだ この 夏 攻 撃 に 出る こと が まち が つて いる わけ で も な か ガ つ だ 。1941 年 1 月 の アメ リ 
カ の 参戦 が 連合 国 の 戦力 を 格段 に 増加 させ る こと を 考え れ ば 、 ソ 連 を 戦線 か ら 脱 落 さ せ 
る や こと は 、 勝 利 を 得る だ め に 残さ れ だ 最後 の チャ ンス だ と も いえ だ 。 

3 月 いつ ば い を が ガ け て 夏期 攻勢 の だ ため の さま ざま な 計画 が 検討 され ね れ 、 そ の 中 か ら 選 ば 
れれ だ の は カフ カス の 油田 の 占領 を の めざす も の だ つ だ 。 カ フカ ス 作 戦は 3 月 28 日 ヒト ラー 
に ざ 承 され 、 4 月 4 日 に は 以下 の よう な 計画 が 完成 され 、 ヒ トラ ー に 提出 され だ 。 

第 1 段階 で は オリ ヨー ル 地 区 か ら と アゾ フ 沿 岸 か ら 攻 撃 、 二 つの 部 隊 は スタ ー リ ング 
フー ド 西 部 で 合流 、 ド ン と ド ネ ツ の 間 の 敵 を 包囲 する 。 

第 2 段階 で 主力 は 南 へ と 展開 、 カ フカ ス 油田 を 占領 する 。 

この 計画 は 大 本 的 に ヒト ラー の 承認 する と ころ と な つ だ が 、 参 謀 本 部 案 で は な く 、 ヒ 
トド ラー 自身 が 作戦 の 細部 まで を 規定 し た 計画 を 実施 する こと を 命じ て 、 こ の ヒト ラー に 
よる 改定 案 が 、 総 統 命 令 第 45 写 「 青 」 作戦 と し て 4 月 15 日 に 発令 され だ 。 

この 発令 以後 、 ド イツ 軍 は 攻勢 準備 に は いつ だ が 、「 バ ル バ ロ ッ サ 」 及び 冬期 戦 で の 
兵員 、 装備 の 消耗 は 激しく 、 攻勢 に 秘 要 な 兵力 の 集結 に は が な り の 困難 が と も な つて いた 。 

装甲 師団 を 例 に と れ ば 、1941 年 の 戦闘 に よる 戦車 の 喪失 は ドイ ツ の 戦車 補充 力 を 越え 
る も の だ つ だ 。 こ の 状況 で 攻撃 に 必要 な 戦車 を 確保 する だ め に と られ だ の は 、 平 穏 な 方 
面 の 戦車 連隊 がら 大 隊 単 位 で 部 隊 を 引き ぬき 、 攻 撃 用 の 戦車 連隊 の 戦力 を 定数 に まで 回 
復 さ せる と いつ だ 手段 だ っ だ 。 

この よう に 東部 戦線 の 他 の 部 分 を 犠牲 に し て まで 兵力 は 集め られ だ が ガ 、 そ れ で も まだ 
兵力 は 不足 し て い だ 。 

そこ で ドイ ツ 軍 が 全力 で 攻勢 を 続け る こと が 可能 な よう に 、 作 戦 の 進行 に よ つ て 長 ぐ 
延び る ドン 河 に 沿 つ だ 側面 を 守備 する 任務 は 、 ル ー マ ニ ア 、 イ ダリア 等 の 同盟 国軍 に 任 
され る こと に な つ だ 。 同盟 軍 の 戦力 の 低 さ を 考え れ ば 、 側 面 を 大 き な 危 険 じ に こ さら すこ ごと 
を 意味 する 決定 だ が 、 ド ン 河 が 天然 の 防御 線 と な る こと か ら 危 険 の 度合 い は 減る も の と 
考え られ て い だ 。 

これ ら の 部 隊 は 春の 間 を 通じ て 攻 府 開始 地点 へ 集合 し 、 ま ず 「 青 」 作戦 の 足場 を と と 
の える だ め に 5 月 に リコ フ 南 方 で 戦闘 が 開始 され だ 。 

ここ で は ソ連 軍 が /\ リ コ フ に 向う 攻撃 を 実施 し て い だ が 、 第 1 装甲 軍 の 攻撃 は ソ連 軍 


の 主力 を 包囲 する こと と な つ だ 。 

6 月 に は フリ ミア 半島 で の 戦い が 続き 、 ご これ ら の 戦闘 で ソ連 軍 ガ 大量 の 兵力 を 失 つ だ 
こと が 、 「 青 」 作戦 で の 兵力 バラ ンス を ドイ ツ 側 に 有利 な も の と する こと に な つた だ 。 

6 月 28 日 、 フ ルス 地区 の 第 4 装甲 軍 が 行動 を 開始 し た 。 先頭 を ゆ ぐ 第 24 装 甲 師団 は 
敵 中 深く 優 入 、 敵 後方 に 混乱 を 起こ し な が ガ ら 二 日 間 で 、 作 戦 目標 ヴォ ロ ネ ジ へ の 道 の な 
か ば を 走破 し た 。 

この 脅威 に 対し て ソ連 軍 は 機甲 軍団 を 投入 し て 対 記 し 、6 月 30 日 、 両 軍 の 戦車 部 隊 が 
衝突 し た 。 

ここ で も 勝利 者 は ドイ ツ 軍 だ つ だ 。 ド イツ 軍兵 士 の 戦術 能力 は ソ連 側 を 上 回 つて い だ 
し 、|M\ 号 戦車 G 型 や マル ダー な どの TT 34 を 破壊 で きる 車両 の 増加 も 、 ド イツ 軍 に 有利 な 
条件 と な つて い だ 。 

まだ この 日 、 南 方 か ら 第 6 軍 が ヴォ ロ ネ ジ に 向け 動き 出し だ 。 こ ちら の 進撃 ペー ス も 
速く 、 第 4 装甲 軍 と の 合流 で ソ連 軍 を 包囲 する の も 数 日 の うち に 可能 に な り そ う だ っ つ だ 。 
が 、 ソ 連 軍 も 自軍 の 危機 的 な 状況 は 充分 に 理解 し て お り 、 劣 勢 な 者 の と りう る 数 少な い 
戦法 、 退 却 を 命令 し だ 。 

ソ連 軍 の 退却 は ドイ ツ 軍 の すぐ に 知る こと に な つ だ 。 ツ ソ連 軍 を 捕 中 で まき なけれ ば 、 
「 青 」 作戦 の 第 1 段階 は 完全 な 失敗 に 終る こと と な る 。 ド イツ 軍 は 前 進 を 急い だ が 、 ド 
ン 河 の 西 で ソビエト 軍 を 捕まえ る こと は で き な ブ か ガ つ た 。 

この だ め 、「 青 作戦 」 を 成功 させ る だ め に 部 隊 を 南 へ と 旋回 させ 、 ま だ ドン の 西 に あ 
る ソ連 軍 を 捕 串 する 和 め 要 が 生じ た 。 だ が 、 第 4 装甲 軍 の 部 隊 は ヴォ オロ ネ ジ へ と 向 つ て い 
だ 。 南 万 軍 集 団 は 第 4 装甲 軍 に 南方 へ の 方 向 転換 を 命じ だ が 、 ヴ オロ ネジ の 防御 は 薄い 
と の 前 線 ひ ら の 連絡 に 命令 を 変更 、 鉄 道 、 道 路 の 重要 な 交点 で も ある ヴ オ ロ ネ ジ 占領 の 
指令 を 出し た 。 

確か け に 、 第 24 装 甲 師団 は 敗走 する ソ連 軍 を 追い 、 ヴ オロ ネジ 郊外 に まで 達し て い だ 。 
し レ か レ ソ 連 側 は ヴォ ロ ネ ジ を 渡す つも りな ど ご なく こ 、 ヴ オロ ネジ と その 周辺 に 4 個 軍 も の 
部 隊 を 集結 させ つつ あつ た だ 。 結果 と し て ヴォ オロ ネ ジヘ へ の 作戦 は 、 第 4 装甲 軍 の 殆ど の 装 
甲 部 隊 を 市 街 地 の 攻撃 に つぎ こむ と いう 最悪 の パタ ー ン と な り の 、 戦 車 が 釘付け に な つて 
いる 間 に 、 南 方 の ソ連 軍 に ドン の 対岸 へ の 退却 を 許す こと と な つ だ 。 ご これ を 知 つ だ ヒト 
ラー は 激怒 レ 、 第 4 装甲 軍 に だ だ ち に 南下 を 命じ た が 、 戦 闘 中 の 部 隊 は な か な が 戦場 を 
離脱 で きず 、 離 脱し だ 部 隊 も 燃料 が 切れ だ だ め 南 へ は 進め な か つた だ 。 

も う 「 青 」 作戦 の 第 1 段階 ザ 失 敗 に 終り つつ ある こと は あき ら ガ だ つ だ 。 が 、 明 る い 
面 も な いわ け で は な か つ だ 。 ソ 連 軍 の 退却 は 士官 の 能力 不足 か ら ソ 連 軍 に 大 混乱 を まき 
起こ し 、 退 却 は 漬 走 へ と 変わ ろう と し て い だ 。 

ヒト ラー は ソ連 軍 の 混乱 を 崩壊 の 印 だ と 信じ た 。 そ の 判断 ひか ら ヒト ラー は 「 青 」 作戦 
第 1 段階 の 成功 を 待た なく と も 作戦 目標 は 達成 可能 だ と 考え 、 カ フカ ス 、 ス ター リン グ 
ラー ド 二 方 面 の 同時 攻撃 を 命じ だ 。 
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カフ カス 方 面 軍 
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ヒト ラー の 命令 を 実行 する だ め 、 部 隊 の 再編 成 が び お こ な わ れ だ 。 南 亡 軍 集団 は A・B 
の 2 個 軍 集団 に 変り 、 軍 集団 は カフ カス を 、 選 軍 集団 が スタ ー リ ング ラー ド を 作戦 地 
域 と する こと と な つ だ が 、 ヒ トラ ー は カフ カス の 占領 を 重視 し 、A 軍 集団 に 第 1 、 第 4 
の 2 個 装甲 軍 を 配属 し だ 。 

ドイ ツ 軍 は / 月 中 旬 、 新 た な 行動 を 開始 し た が 、 事 態 は ヒト ラー の 望み 通り に は すす 
まな か つた だ 。 原 因 は 、 敵 より は 味方 の 問題 に よる も の だ つ だ 。 ド イツ 軍 に は スタ ー リ ン 
グラ ー ド 、 カ フカ ス の 両方 面 に 同時 に 使用 で きる 補給 部 隊 は な ぐ 、 日 軍 集 団 は 補給 切れ 
で 前 進 を 止め だ 。 ま だ A 軍 集 団 も 第 1 、 第 4 装甲 軍 と いう 強力 な 攻撃 部 隊 を 号 え られ だ 
も の の 、 ご の 2 個 軍 が 同一 地域 へ と 送り 込ま れ ね だ こと で 起こ つ だ 交通 渋滞 に より 、 装 甲 
部 区 の 前 進 速度 は 低下 し た 。 こ の だ め ド ン 河 の 西 に あつ だ ソ連 軍 は 南 へ 退却 を つづ ける 
こと が で き 、 装 甲 師団 が ドン に つい だ と き ソ 連 軍 は 河 向 うに 次 を 消し て いた だ 。 

7 月 22 日 、 第 1 装甲 軍 と 第 17/ 軍 が ガ 、 ド ン 河 南岸 の 戦線 の 要点 ロス ト フ に 迫 つ だ 。 口 ス 
ト フ は ソ連 軍 に よ つ て 要塞 化 さ れ て い だ が 、 ご この 和 盾 と 近郊 に ある 大 鉄橋 は カフ カス 進撃 
に は 欠 ガ せ ぬ も の で あり の 、 数 日 間 に 渡る 市 街 戦 の り 未 ドイ ツ 軍 は ロス ト フ を 占領 し 、 ド ン 
の 南岸 に 渡 つ た 。 

7 月 25 日 、 ヒ トラ ー か ら の 新た な 命令 が ず 下 つ だ が 、 こ の 作戦 は ヒト ラー の 抱い だ ソ 運 
軍 有 崩壊 紀 想 を 基 礎 と し た も の で あり 、 カ フカ ス 山 脈 北 の 油田 を 占領 する と の 目標 は 、 山 
脈 を 越え だ 黒 海 沿 岸 、 ト ルコ 国境 近く まで 広げ られ 、 こ れ は カフ カス 全土 の 制圧 を 命じ 
られ だ の も 同じ 事 だ っ だ 。 

その うえ ヒト ラー は 第 4 装甲 軍 に スタ ー リ ング ラー ド へ の 転進 を 、 予 備 部 隊 に は レニ 
ング ラー ド へ の 移 動 も 命令 し て お り 、 ご この 結果 A 軍 集団 は 減少 し だ 戦力 に よ つ て 拡大 さ 
れ だ 目標 を 攻略 せ ね ば な ら な いこ と と な つ だ 。 

7 月 末 A 軍 集団 は カフ カス に 向け て 前 進 を 開始 し だ 。 そ の 前 に 広がる の は 川 に よ つ て 
縦横 に 区 切ら れ だ 500km の 草原 、 そ し て 4000m 級 の 峰 の 並ぶ カフ カス 山脈 。 こ れ ら 防御 
向き の 地形 を 踏破 する こと の 困難 さ は 作戦 前 こす で に 明白 だ つ だ が 、 命 令 は 実行 され ね 
ば な ら な か が つ た 。 

それ で も 数 日 の 間 の 展開 は 順調 だ つ だ 。8 月 1 日 に は 第 3 装甲 師団 ガザ アジア と ヨー ロッ 
バ の 境界 マヌ ユ チ 川 を 渡り 、 ア ジア へ と 入り 、 歩 兵 も 40 度 に 達する 猛 署 の 中 を 一 日 に 10 
km 単位 で 歩き 続け 装甲 部 隊 に 続い た 。 

8 月 9 日 、 第 1 装甲 軍 は 油田 地帯 の 都市 の ツマ イコ プ を 占領 し た が 、 油 田 は 退却 ける ソ 
運 軍 に よ つ て 破壊 され て い だ 。 

マイ コブ プ 占 領 後 、 第 1 装甲 軍 は バク ー を 目指 し て 進撃 を 開始 し だ が 、 数 日 の うち に 山 
岳 地帯 で の 前 進 は 燃料 不足 の だ め に 停止 し 、A 軍 集団 全て が カフ カス 山脈 の 前 に その 動 
き を と め だ 。 

ヒト ラー は この 停滞 を 許す こと が で きず 、 ム A ム 軍 集団 の 指揮 を (戦線 は る ガ 後 方 か がら) 
取る こと と し だ た だ 。 が 、 状 況 は 変ら b む か ひつ だ 。 カ フカ ス の 中 を 越え 黒 油 の 港 を 占 台 する だ 





め の 第 17 軍 の 攻撃 は 山脈 を 南 に 越え る こと は で き な ガ つ だ し 、 第 1 装甲 事 も バフ ー の は 
る が ガ 前 方 チエ レグ 川 を 渡 つ だ と ころ で 阻止 され 、11 月 中 旬 の 喪 雨 は 作戦 行動 を 不可 能 と 
レ た 。 

この と き に A 軍 集団 の 前 線 は 1000Km に 達し て いて 、 ご これ を 消耗 し だ 部 隊 が 保持 する こ 
と は 困 名 だ っ だ が 、 ヒ トラ ー は 退却 を 認め な か つ だ 。 

結局 、1943 年 1 月 初め に A 軍 集 団 に カフ カス ガ ら の 撤退 が 許可 され だ が 、 こ の 後退 戦 
で 兵力 は さら に 消耗 し 、 多 く の 重 装備 が 泥 の 中 に 放棄 され だ 。 ド イツ 軍兵 士 は 、 カ フカ 
ス 作 戦 を 自 隊 を こめ て こう 呼ん だ 。「 コ ー カ サス いつ だ りき だ り の 」 


る T34 

第 2 次 大 戦 を 代表 する 名 戦車 。 ソ 連 で それ まで に 生産 され だ 日 (快速 戦車 ) シリ ー 
ズ の 経験 を 生か し て 、 高 威力 の 砲 を 持ち 生産 性 に すべ ぐれ だ 戦車 と し て 設計 、 製作 され だ 。 

76mm 砲 と 最大 45mm の 傾 釣 装甲 を 備え 、 最高 速度 53Km の 性 能 は 、 登場 当時 の 1940 年 に は 、 
比較 の 対象 を 持 だ ぬ 高 性 能 で あり 、 終 戦時 の 1945 年 に も 充分 に 第 1 級 の も の と いえ だ 。 

一 人 用 砲 搭 の だ め 砲 の 発射 速度 が 遅い 、 無 線 器 が 指揮 官 車 以外 に は 装備 され て いな い 
等 の 欠点 も あっ だ が 、 二 人 用 砲 搭 以 外 の 欠点 は 戦争 中 の 改良 に よっ て 克服 され だ 。 

1943 年 に は 新型 の ドイ ツ 戦 車 に 対抗 する だ め 、 三 人 用 の 大 型 砲 搭 に 85mm 砲 を 装備 し だ 
T3485 が 登場 し た 。 

まだ 「34 の 車体 を 利用 し て 、SU85、SU り 100、SU122 と 三種 の 突撃 砲 が 製造 され 、 
T34 を 支援 し だ 。 

T34 の 優秀 さ を 証明 する 例 と し て は 、T34 ノ 85 が 登場 後 50 年 近く 経過 し だ 現在 も 使用 
され て いる こと を あげ る だ け で 充分 だ ろう 。 





ーーT34 1940 年 型 主 要 要 目 
全長 : 5.92m 全幅 :3m 全高 :2.4m 重量 :26.3t 

乗員 : 4 名 エン ジン :500 馬 力 最高 速度 :53km 行動 距離 : 465km 
武装 : 76mm 砲 x1、 機 鈴 X 2 装甲 :45m 








'85 主 要 要 目 

・6.1m 全幅 :3m 全高 :2.72m 重量 :32t 

: 5 名 エン ジン : 500 馬 力 最高 速度 :53km 行動 距離 : 350km 
・85mm 碗 メ 1、 機 銃 x2 装甲 : 45m 
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総統 命令 に より スタ ー リ ング ラー ド 攻 略 は 第 6 軍 の 任務 と され て い だ が 、 燃 料 不足 で 
停止 し て い だ 第 6 軍 が 前 進 を 再開 し た の は / 月 23 日 の こと だ つ だ 。 ご この 間 に ソ 連 軍 は 大 
工業 都市 で あり 、 ヴ ォ ル ガ 川 に よる 輸送 の 枢 要 スタ ー リ ング ラード を 守る だ め 、 両 可 を 
ドン 川 に よ つ て 援 議 さ れ だ ドン の 西岸 に 防衛 線 を 築い て いた 。 

23 日 に 始ま つ だ ドイ ツ 電 の 計画 は 南北 か ら 伸 ば し た 「 腕 」 で ソ連 軍 を 包囲 する も の だ つ 
た 。 北 か ら の 攻撃 を 担当 し だ の は 、 第 16 装 甲 師団 を 中 届 と する 第 14 装 甲 軍団 だ つた 。 

第 16 装 甲 師団 の 前 面 の 陣地 は 強固 に 守備 され て お り 、 突 破 ロ が 開く まで に は 三 日 間 が 
秒 要 だ つた だ が 、 突 破 ロ が 開く と 同時 に 第 16 装 甲 師団 の 癌 戦隊 が 合流 点 カ ラチ へ と 向 つ て 
突進 し 、 ド ン 川 へ と 人 迫 つ だ 。 

この 危険 に 対し て ソ連 軍 は 第 1 、 第 4 機甲 軍 を 第 16 装 甲 師団 に 対し て 投入 し だ 。 戦 車 
数 、 兵 力 等 は ソ連 側 に 有利 だ つ だ が 、 第 1 、 第 4 機甲 軍 が ほとん ど 未 訓練 だ つっ だ こと で 
その 利点 も 打ち 消さ れ て い だ 。 

第 16 装 甲 師団 と 第 1 、 第 4 機 申 軍 の 戦闘 は 数 日 間 続 いた 。 第 16 装 甲 分 団 は 友軍 が ら 披 
立 し 、 燃 料 は 空中 補給 に 頼る し ガ 無 な か つっ だ が 、 名 戦隊 は 、 パ ハリ ネズ ミ の 陣 を し き ソ 連戦 
車 を 撃退 し だ 。 ソ 連 第 1 、 第 4 機甲 軍 は この 戦い で 実質 的 に 全滅 し た 。 

8 月 8 日 、 第 16 装 甲 師 団 と 南 か が から の 第 24 装 甲 師 団 が カラ チ で 手 を 握り 、 ソ 連 軍 8 個 師 
団 と 7 個 戦 車 旅団 が 包囲 され だ 。 8 月 16 日 に は ドン 川 を 渡る 鉄橋 も 工兵 に より 奪取 され 、 
ドイ ツ 軍 は ドン 川 を 東 に 渡り 、 包 囲 さ れ だ ソ 軍 兵 は 次 ツ 々 と 狩り を て られ て いつ だ 。 

8 月 19 日 に 第 6 軍司 令 部 は 以下 の スタ ー リ ング ラー ド 攻 撃 計画 を 立案 し だ た 。 こ ご ここ で も 
第 16 装 甲 師団 が 先 鐘 を つと め 、 ス ター リン グラ ー ド まで 直進 し 、 そ の 後 南 へ 変 針 し カフ 
カス が ガ ら 引 返 し だ 第 4 装甲 軍 と 合流 、 包 囲 さ れ だ 瑞 は 歩兵 が 掃討 する 。 企 戦線 で の 攻 軸 
は 補給 状況 が 許さ な か ガ っ だ だ め 、 こ の 計画 が 選ば れ だ の だ が ガ 、 カ ラチ 戦 で 弱体 化し だ ソ ゾ 
連 軍 の 対応 力 は 低下 し て いる と の 判断 も あり 、 こ の 計画 の 成功 は 確実 だ と 第 6 軍 は 考え 
て いた だ 。 

8 月 23 日 午前 4 時 30 分 、 第 16 装 甲 師団 が 行動 を 開始 し だ 。 第 2 戦車 軍隊 を 中 心 と する 
戦隊 が 先頭 に 立ち 敵 中 を 突進 する 。 道路 わき の 標識 が スタ ー リ ング ラード へ の 道 と 距離 
を 教え て くれ る 。50kKm、45、30、10。 足 の 遅い 部 隊 は 遅れ だ が 、 第 2 戦車 連隊 第 1 大 隊 
は タダ 方 まで に 55km を 走破 し 、 ス ター リン グー ド 北 の 郊外 スパ ル タ ダコ フカ 村 に 達し だ 。 村 
の ソ連 軍 は 戦車 に 砲 珍 を あび せ 、 ドイ ツ 軍 も 応 射 し た 。 戦う 彼 等 は 知る 千 も な か つ だ が 、 
こ ご れ が ガス ター リン グラ ー ド 戦 の 始ま り だ つ だ 。 

ソ連 軍 は スパ ルコ フカ で の 交戦 に 素 速く 反 応 し 、 手 近 に あつ だ 歩兵 、 民 兵 な どの 将 
種 部 隊 を スバ パル タコ フカ に 送り 込む と 共に 、 突 出し て きだ 敵 の 後 亡 へ の 攻撃 も 命令 され 
だ た 。 ご この だ め 8 月 24 日 朝 の 第 16 装 甲 師団 の スパ バル タコ フカ 攻撃 は 、 激 し い 人 砲火 に よ つ て 


撃退 され 、 逆 に ドイツ 軍 は トラ クター 工 場 か ら 直 接戦 場 に 向 つ た だ T34 を 含む 部 隊 の 反撃 
に さら され だ 。 ド イツ 側 は 後続 の 歩兵 の 前 進 を 急 ザ せ た だが 、 ソ 連 軍 が 新た に 投入 し だ 部 
隊 に よ つ て 阻止 され 、 第 16 装 甲 師団 は 弧 立 し だ まま 、 一 週間 近く を 戦い 続け ね ば な ら な 
か つた だ 。 

ソ連 側が 北 の 第 14 装 甲 軍団 の 突破 に 目 を 向け て いる 頃 、 カ フカ スガ から 帰 つて きだ ドイ 
ツ 第 4 装甲 軍 は 、 南 ひか サ ら スタ ー リ ング ラー ド へ と 迫 つ て いた だ 。 南 部 で も ソ連 軍 は 良好 な 
陣地 を 用 意 し て お り 、 最 初 の 攻撃 は 大 損害 を 受け て 撃退 され だ が 、 第 4 装甲 軍 は 、 得 意 
の 機動 で 堅 陣 を 辻 回 し 、 ソ 連 軍 を 側面 ひら だ だ い だ 。 

その 効果 に は 驚く べべ きも の が あつ だ 。 6 月 30 日 に 防御 陣 は 月 れ 、 第 4 装甲 軍 は 北 へ 進 
出し 、 第 6 軍 と の 距離 は 30tm ほ ど に まで 縮 ま つ だ 。 今 第 6 軍 が 南進 すれ ば 、 ス ター リン 
プラ ー ド 市 街 前 面 で 敵 を 撃滅 で きる 。 

し か し 第 6 軍 は 動か な か つっ だ 。 第 6 軍司 令 官 パウ ルス 将軍 は 、 第 14 装 甲 軍団 へ の 攻 軸 
が 続く 中 で 南 へ と 部 隊 を 回 すこ と は 危険 だ と 考え 、 ソ 連 軍 の 圧力 が 衰え る の を 待ち 、 9 
月 3 日 に な つて 部 隊 を 南 へ と 動 ひ し た 。 

ソ連 側 の 方 は 、 パ ウル ス よ り も 早 ぐ 行動 し た 。 第 4 装甲 軍 の 突破 を 知 つ た ソ連 軍 は 、 
部 隊 を 救う だめ に 陣地 を 捨て る こと を 決定 し 、8 月 30 日 まで に 全 陣 地 か ら 退 却 を 開始 し た 。 

包囲 は 失敗 し だ も の の 、9 月 4 日 まで に ドイ ツ 第 6 軍 と 第 4 装甲 軍 は スタ ー リ ング ラー 
ド 市 街 へ と 前 進 し た 。 ド イツ 兵 の 目 に 写る 市 街 は 連日 の 笑 撃 と 火災 に より 廃虚 と 化し だ 
よう に し か 見 えな か ガ つ だ 。 

実際 スタ ー リ ング ラー ド の ソ連 軍 の 状況 は 決し て 良い も の で は な か つた だ 。 市 の 直前 の 
防御 陣地 は 名 ば か り の も の だ つ だ し 、 市 を 守る べき 第 62 軍 の 部 隊 は 7 月 以来 激しく 消耗 
し て お り 、 1 個 師 団 の 兵員 は 200 人 前 後に まで 減少 し て いた だが 、 補 充 は 望め な か つた だ 。 
この だ め 多 少な り と も 兵力 を 増やす ため 、 市 民 、 工 場 労働 者 が 部 隊 と し て 編成 され 、 自 
分 の 作 つ だ 兵器 で 武装 し だ 。 ご この 軍隊 と も 言え ぬ 軍 は チ ユ イコ フフ 将軍 こよ つ て 指揮 され 
だ が 、 チ ユイ コ フ は 着任 の 時 「 一 歩も 退 こ な 」 と の 命令 を 受け て お り そ の 任務 を 忠実 に 
遂行 する こと を 決意 し て いた だ 。 

ドイ ツ 軍 の 市 街 地 へ の 攻撃 は 9 月 13 日 早朝 、 都 市 中 央 部 で 始め られ だ 。 ド イツ 側 で も 
兵力 の 消耗 は 激しく 、 弾 薬 の 補給 も 充分 な も の で は な か つ だ が 、 ヒ トラ ー は スタ ー リ ン 
プラ ー ド を 望み 、 第 6 軍 と し て は 、 現 有 兵 力 で の 攻撃 を 実施 し な けれ ば な ら な か ガ つ た だ 。 
ご のだめ 、 全 市 へ の 総 攻撃 で は な ぐ 、 現 有 戦 力 で 実行 可能 な 、 市 街 地 、 壇 頭 、 工 場 を 段 
階 的 に 落し て めぐ 作戦 が こら れ だ 。 

攻撃 は 砲兵 や 航空 機 の 支援 が 有効 な 場所 で は 順調 だ っ だ が 、 市 街 地 深く 進ん だ ドイ ツ 
軍 が 支援 を 受け られ な ぐ な る と と も に 前 進 は 難し こなつ て きだ 。 ソ 連 軍 は 住宅 の 一 軒 一 
軒 を 小型 の トー チカ に 変え て お り 、 粘 り の 強い 防御 を 続け だ 。 南 部 の 穀物 サイ ロ に 立て こ 
も つ だ 500 人 の 兵士 が 、 重 砲兵 の 直接 射撃 を 受け る まで 戦い 続け を こと は 、 以 後 の 日 々 
が ご どの よう な も の に な る ガ を 示し て いた 。 





翌 15 日 も 市 内 中 央 部 なら 南部 で 攻撃 は 続き 、 中 央 駅 、 第 62 軍 司令 部 の ある ママ エフ 墓 
地 な ど で 両 軍 が ぶつ か りあ い 、 中 央 駅 は この 日 だ け で 四 度 まで 持 主 を ひえ る ほど だ つた だ 
が 、 ソ 連 軍 は 第 13 親 衛 師 団 を 含む 全て の 予備 を 投入 し て 日 没 ま で 耐 え 抜き 、 ド イツ 軍 は 
ヴ オ ル ガ 川 進出 の 決定 的 戦果 を 得る こと は で き な か ガ つ だ 。 攻撃 は この 後 10 日 余り 続い だ 
が 、15 日 が 戦闘 の 頂点 だ つた 。16 日 以後 ソ連 軍 が 他方 面 ひら 送ら れ て きだ 予備 部 隊 を さ 
ら に 投入 し だ こと か ら 、 ド イツ 軍 の 前 進 は は ずみ を 失い 、 損 害 だ けが 増加 し 続け だ 。 
多く の 歩兵 中 隊 は 定数 の 1 3 の 50 人 し が 兵力 を 持 だ な か ひつ だ し 、 第 24 装 甲 師団 に は 30 
台 の 戦車 し か 残 つ て いな か つ だ 。 9 月 の 未 、 市 の 中 央 部 と 南部 が ドイ ツ 軍 の 手 に 落ち だ 
と ころ で 戦闘 は 一 時 的 な 休息 期 に は いつ だ 。 

10 月 初め の 間 、 両 軍 は だ が い に 怒 点 を 探り 合い 、 次 の 大 戦闘 に そなえ て 兵力 を 補充 レ 
再編 成 に つと め て い だ 。 第 62 軍 に は 、 ヴ オル ガ の 東 か ら 着実 に 増援 が 送り 込ま れ て い だ 
が 、 第 6 軍 に は 補充 は な ぐ 、 歩兵 一 個 師団 だ けが 新規 の 兵力 と し て 送ら れ て きた だ だけ だ つ だ 。 

10 月 14 日 、 ド イツ は 攻撃 を 再開 し た 。 目標 は 市 北部 の 工場 地帯 、 そ こ は ト ラク ター エ 
場 、「 赤 い パ バリケード 」 工場 こ 去 つ だ 名 前 を 歴史 に 刻み 込む 激戦 の 狂 台 こなつ だ 。 

ドイ ツ 軍 は ここ で も 工場 へ の 接近 路 を 一 歩 一 歩 出 皿 し な が ら 進 まお せ け れ ね ば な ら な ガ つ 
だ が 方 まで に トラ クマ ダー 工場 を 3 万 か ら 囲 む 位 置 に まで 進出 し 、 偵 察 隊 が ヴ オ ル ガ が 河 
畔 に 達し て ソ連 軍 を 二 つ に 分 断 し だ た 。 し か レト ラク マダ ヤー 工 揚 の 近く だ け で 両 軍 合 せ て 50 
00 人 以上 の 戦死 者 が ガ 出 だ この 日 は 二 週 間 に わ だ る 戦い の 始ま り で し が な か つ だ 。 

トラ クター 工場 は 北部 工場 地帯 最大 の 激戦 の 場所 と な つた だ 。 工場 自体 は 砲 爆撃 で 廃虚 
と な つて い だ が 、 数 干 人 の ソ連 兵 が 瓦 春の 中 で 銃 を ま キ に ドイ ツ 軍 を 迎え うつ だ 。 ご この 工 
場 を 制圧 する だ め に 第 14 装 甲 師団 と 第 369 歩 兵 師 団 が 投入 され 、 市 街 戦 に 不向き な 戦車 
は 大 損害 が ガ 生 じ 、 ソ 連 軍 を 追い 詰め た も の の 工場 か ら 0UU き 出す こと は で き な が つた だ 。 分 
団 に 残る 戦車 は 定数 の 1 ノ 8 の 20 台 。 歩 兵 2 個 師団 の 戦闘 貞 を 合せ て 1 個 大 隊 分 、10 月 
未 、 第 6 軍 が 市 の 9 割 を 支配 する まで の 忠 の 決算 は この よう な も の だ つ だ 。 

冬 が 近づき つつ あつ だ た 。 ド イツ 軍 に 残さ れ だ 時 間 は 少な べく 、 パ ウル ス は 最後 の 攻撃 を 
命じ た 。 戦 力 は た し か に 減少 し て いる ガザ 、 ヴ オル ガ 川 の 結氷 ゲソ 連 軍 に 補 結 難 を も だ たら 
し だ こと が それ を 打 消 す だ ろ うし 、 市 街 戦 の エリ ー ト 突撃 工兵 5 個 大 隊 が 瓦 鐘 と ソ 運 兵 
を 排除 する は ず だ つた だ 。 

11 月 11 日 午前 3 時 の 闇 に 攻撃 が 始ま り 、 ト ラフ ター 工場 、「 赤 い パ バリケード 」 工場 と 
いつ だ 廃虚 が 再び 戦場 と な つ だ 。 両 軍 の 兵士 達 は 銃 で 、 手 私 弾 で 、 ス コツ プ で 戦い 続け 、 
突撃 工兵 の 火 炎 放 処 器 が 全て を 焼き つぐ し だ 。 

1 日 目 だ け で 突撃 工兵 400 人 が 戦死 し 、 歩 兵 は さら に 出 皿 し な だ が 、 ド イツ 軍 は 一 サ 刻 
み で 進み 続け だ 。 ヴ ォ ル ガ ガ ら ソ連 軍 ま で の 距離 は 数 百 、 時 に 数 十 か し ガ 残 きれ て は い 
な か つ だ が 、 ソ 連 軍 は 踏み と どまり 時 に は 反撃 に で だ 。 

攻撃 開始 後 一 週間 、 両 軍 こも 自分 だ たち の 皿 の 中 に 痛 れ ひ け て い だ が 、 戦闘 は 終ら な か つ 
だ 。 あと 数 日 の うち こ は ど ちら が 力尽き る 。 し か し 、 ド イツ 軍 に は その 数 日 は な ひつ だ 。 


11 月 19 日 、 ド ン 川 を 守る ルー マニ ア 軍 に 3500 門 の 砲 ガ ー 斎 敵 撃 を 開始 し た 。80 分 間 の 
砲撃 の 後 、 濃 い 朋 の 中 を T34 に 援護 され だ 歩兵 ガザ ルーマニア 軍 に 襲い ガ か つ だ 。 し ば ぱら 
ぐ は 持 ちこ だ えて い だ ル ー マ ニ ア 軍 も 、T34 の 前 に パニ ッ を 起こ し 、 戦線 は 崩壊 し た 。 

ドイ ツ 軍 この 攻勢 を 予想 は し て い だ を が ガ 、 ス ター リン グラ ー ド が 兵力 を 吸い 込み 続け だ 
だ め 、 ド ン 戦 線 を 強化 する だ め の 部 隊 は ほとん ど 存 在 せ ず 、 第 22 装 甲 師団 と ルー マニ ア 
装甲 師団 ガ ら 成る 第 48 装 甲 軍団 を 配置 で まだ だ け だ つ だ 。 し か が も この 両 師団 の 主 装備 チエ 
コ 製 38 t 戦車 は T34 を 破壊 する こと は で き な か つ だ 。 

さら に ン ソ連 軍 の 迎撃 を 命じ られ だ 第 22 装 甲 師団 の 戦車 の 大 半 は 、 防 寒 用 の 葛 に 巣 こ つ 
だ ネズ ミ に 配線 を ひじ られ 行動 不能 こなつ て いた 。 

ソ連 の 半期 攻勢 「 天 王 星 」 作戦 は 予定 通り の 展開 を み 、 ソ 連 軍 は ほとん ど 抵 抗 も 受け 
ず 進 撃 を 続け 、23 日 に は 北 か ら 進 出し だ 第 5 機甲 軍 と 南 か ら の 部 隊 と が 手 を 握 つ だ 。 ド 
ン と ヴ オ ル ガ の 間 に は 30 万 の ドイ ツ 軍 が 閉じ 込め られ て い だ 。 

選 囲 され ね だ ドイ ツ 軍 に と つて 取る べき 道 は ー つ し か な ガ つ だ 。 ス ター リン グラ ー ド を 
放棄 し 、 ソ 連 軍 を 突破 し 脱出 する こと 。 装 備 の ほとん ど は 失わ れる だ ろう が 、 ソ 連 軍 が 
避 囲 陣 を 固め 終ら ぬ 時 な ら ば 成功 の 可能 柱 は 高 か つ だ 。 が 、 脱 出 へ の 準備 を 始め て い だ 
第 6 軍司 令 部 に 22 日 に 飛 込 ん だ の は 、「 現 在 地 の 確保 」 と の ヒト ラー の 指令 だ つ だ 。 

23 日 、 パウ ルス は 燃料 、 弾薬 等 の 不足 か ら 守 備 は 困難 で ある と し て 、 スタ ー リ ング ラー 
ド 放 茎 と 軍 の 脱出 を 要請 し た 。 ヒ トラ ー は スタ ー リ ン の 名 の 都市 を 失う こと を 許さ ざ び 、 
24 日 に 「 死 守 、 補給 は 空輸 に より 行う 」 と の 総統 命令 を 出し 、 第 6 軍 が ガス ター リン グラ ー 
ド に とどまる こと が 決定 され だ 。 ま だ ソ連 軍 に よっ て ひき 裂 ガ れ だ 人 A 人 、BB 両 軍 集 団 の 問 
の 鶴 を 埋め て 、 最 終 的 に 反撃 以前 の 戦線 を 回 復 す る だ め ド ン 軍 集団 が 編成 さま され 、 司 令 官 
に は フォ ン ・ マ ン シ ユ タイ ン 元 帥 が 任命 され だ 。 

マン シコ ユタ イン が レニ ング ラー ド 戦 線 を 離れ 任務 に つい だ の は 11 月 24 日 の こと だ っ だ 
が 、 ご この と き 彼 が 受取 つ だ 軍 集 団 は と て も その 名 に 値する よう な も の で は な か ガ つ だ 。 指 
揮 下 の 部 隊 中 、 第 6 軍 と 第 4 装甲 軍 の 一 部 は 包囲 下 に あり 、 ル ー マ ニ ア 第 3 軍 は 崩壊 二 
前 、 数 白 Km の 前 線 は 戦車 の な い 戦 車 兵 、 工 兵 、 高 射 砲 等 を 寄せ 集め だ 戦隊 に よ つ て 支え 
られ ね れ て いる だ け だ つた だ 。 

この 状況 下 で 第 6 軍 救 出 を 実行 する こと は か な り 困 難 で 、 マ ン シ ュ タイ ン は 大 量 の 増 
援 を 要請 し だ が 部 隊 の 到着 は 遅 マ と し て 進ま ず 、 ま だ 着い だ 部 隊 も チル ・ ド ン 河 の 戦線 
を る だ め に 差し 向け ね ば な ら ざ 、 救 出 の た め 使 用 する こと は で き な か ガ つ だ 。 

それ で も マン シ ユ タダ イン は 第 6 軍 救 出 の た め の 「 冬 の 嵐 」 作戦 を 予定 の 半分 以下 の 装 
甲 2 個 師 団 を 主力 と する 兵力 で 12 月 12 日 に 開始 し た 。 ス ター リン グラ ー ド まで の 100km 
款 り を 走破 し 、 総 統 命令 に 反し て で も 第 6 軍 を 撤退 させ る の が 目標 と され て いた だ 。 

ブ 運 は 攻撃 され だ 地域 に 弱体 化し だ 歩兵 し か 配置 し て い ず 、 こ れ ら の 部 隊 は ドイ ツ の 
前 進 を 遅らせ る こと は で き て も 止め る こと は で き な ガ か つ だ 。 そ し て ソ連 軍 が 急 刀 送り 込 
ん だ 増援 と の 5 日 間 に わ だ る 戦い ガ 終 つ だ 時 、 救 援 部 隊 は 最後 の 地形 障害 ハイ シコ ワ 川 
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に 達し て い だ 。 ス ター リン グラ ー ド まで は 50Mm。 が 、 ド イツ 軍 の 消耗 も 激しく 、 ソ 連 軍 
が 第 2 親衛 軍 を も 新 だ に 投入 し て きだ だ め 、 救 援 部 隊 は 攻撃 か ら 防 御 へ と 移ら ざる を 得 
な か つ だ 。 

戦況 を 好転 させ る だ めこ に マン シュ ダイ ン は 12 月 19 日 、 第 6 軍 に 対し て 救援 部 隊 に 合流 
する だ め の 突 破 を 命令 し た 。 だ が 第 6 軍 は 動か ひな か ガ つ だ 。 戦車 用 の 燃料 不足 の だ め 30kKm 
レガ 行動 で きま な い の が 理由 と され て い だ 。 マ ン シ ユ ダイ ン は 命令 実行 を 迫り 、 ま だ ヒト 
ラー か ガ ら も 第 6 軍 の 脱出 許可 を も ぎ と ろう と し だ た が 無駄 だ つ だ 。 

この 数 日 間 の ドイ ツ 側 の 動き の 間 に 新 し い 事態 が ガ 生 じ た 。 ド ン 川 中 流 を 守備 する イタ 
リア 軍 を 狙 つて 、 ソ 連 軍 が 「 土 星 」 作戦 を 開始 し だ 。「 イ タリ ア 軍 に 戦死 者 は な い 。 皆 
逃げ 出し だ 」 この ドイ ツ 将 校 の 言葉 通り 短 時 間 で イタリ ア 軍 は 崩 壊 し 、 機 甲 1 個 軍 を 先 
頭 に ソ連 軍 は 南下 し 、12 月 23 日 に は 第 6 軍 へ の 空輸 基 地 が 攻撃 され だ 。 ご の まま ソ連 軍 
が 前 進 を 続け れ ば ドン ・A ム 両 軍 集団 が 包囲 され 、 東部 戦線 の 兵力 の 半数 150 万 が 失わ れる 。 

この 人 危 機 に 対す る 方 法 は スタ ー リ ング ラー ド 救 出 を 中 止 し 、 装 甲 部 隊 を 西 へ 投入 する 
こと だ け だ つ だ 。 最 良 の 装備 (戦車 は 20 両 強し ひな か つ だ ) を 持つ 第 6 装甲 師団 が まず 
西 へ 向 つ だ 。 

12 月 末 か ら 1 月 初め 、 第 6 装甲 師団 は 第 11 装 甲 師団 と 共同 し て ソ連 2 個 機甲 軍団 を 壊 
滅 さ せ だ も の の ソ連 軍 の 攻勢 を て いと め る こと は 出来 ず 、 ド ン 軍 集団 は 西 へ と 退却 を 始 
め た だ 。 

第 6 軍 の 運命 は 決 つ た 。 包 囲 陣 内 25 万 の 兵士 た ちの 敵 は ソ連 軍 か ら 人 秋 え へ と 変り つつ 
あつ だ 。 ドイ ツ 空 軍 に は 第 6 軍 に 最低 眼 選 要 と され だ 300t の 物資 を 運ぶ 能力 は な か つ だ 。 

も ちろ ん 空軍 も 努力 は し て い だ 。 し か ガ し 、 測 寒 装備 の な い 輸 送 機 は 地上 で 凍り つき 、 
飛 上 が つ だ 機体 も ソ連 軍 の 攻撃 と 悪天候 の だめ 失わ れ て いつ た だ 。11 月 25 日 か ら 1 月 24 日 
まで の 間 に 1 日 平均 100t の 物資 が 運び 込ま れ 、43000 人 の 負傷 兵 が 後 送 さ よれ だ が ガ 、 そ の 
代償 は 500 機 の 喪失 だ つ だ 。 ス ター リン グラ ー ド と 、 同 時 期 の 北ア フリ カ へ の 空輸 作 戦 
で の 損害 か ら 、 ド イツ 輸送 機 隊 が 回 復 す る こと は な ガ つ だ 。 

肌 え 、 防 寒 服 と 弾薬 ガ 不 足し た だ だめ ソ連 兵 の 死体 か ら 装 備 を は ぎ 取 る まで に な つて も 
第 6 軍 は 戦い 続け て いた 。 鉄道 の 中 選 で も ある スタ ー リ ング ラー ド に の 保持 は 、 カ フカ ス 
か ら の 独軍 の 退却 に 対す る 圧力 を 到 め る こと に 役立つ を か ら で あ る 。 ご この だ め 1 月 9 日 
に 出さ れ だ 降伏 勧告 は 即座 に 拒否 され だ 。 

1 月 10 日 ソ連 7 個 軍 に よる スタ ー リ ング ラー ド 総 攻撃 が 開始 され だ 。 ド イツ 軍 は 政 死 
で 抵抗 し 、 砲 は 弾薬 が 尽き る まで 射撃 を 続け た が 、 戦 線 は 打ち 破 ら れ だ 。 ド イツ 兵 は 市 
街 へ と 後退 し 、 飛 行 場 が 失わ れ だ だ め に 後 送 で き な い 負傷 者 は 零下 35 度 の 屋外 に 放置 さ 
れ だ 。 

1 月 25 日 に は 第 62 軍 と 包囲 陣 を 突破 し た ソ連 軍 が 手 を 握り 第 6 軍 は 二 つ に 分 断 さ れ だ 。 
ドイ ツ 軍 の 抵抗 が 終 未 に 近づき つつ ある こと は 明らか だ つ だ が ガザ ヒト ラー ガ ら 下 つ だ の は 

「 降 伏 は 論外 。 最 後 ま で 防戦 せよ 」 の 命令 だ つた 。 


1 月 31 日 南部 の 部 隊 が 、 2 月 2 日 に は 北部 トラ フタ ダー 工場 に あつ だ 部 隊 が 降伏 し 、 ス 
ダー リン グラ ー ド 戦は 終 つ だ 。 包囲 さ れ だ 25 万 の うち 捕虜 と な つ だ の は 約 11 万 、 そ し て 
戦後 に イツ へ 戻る こと が で きだ の は わざ ず ガ に 6000 人 で し が な が ガ つ だ 。 


る 補給 
ーー 日 当り ドイ ツ 軍 師団 が 和 め 要 と する 補給 品 は 、 装 甲 師団 で 300t、 歩 兵 師団 で 150t と 
され て い だ 。 ご の 事 ガ ら 「 バ ル バ ロ ッ ツ サ 」 作戦 に 参加 し た 150 個 師団 が 和 め 要 と し だ 補給 
量 は 一 日 に 30000 t 近く に 達する も の と 見 られ て い だ 。 

この 物資 を 輸送 する なだめ に は 大 量 の トラ ッ ク 部 隊 が 、 さ ら に トラ ッ ク 部 隊 自 身 の だ め 
に も 燃料 も 秒 要 と され る 。 

実際 に は ドイ ツ 軍 に 30000t の 補給 を 後方 か ら 、 進 踊 に つれ て 遠く な る 前 線 に まで 運 
ぶ ぷ ぶ だ け の トラ ッ ツク は な ぐ 、 補 給 の 主 輸 送 に は 鉄道 を 使い 、 端 末 駅 ひら 前 線 ま で ガト ラッ ツ 
フワ 隊 の 仕事 と され て い だ 。 

し か し 、 ロ シア の 広軌 レー ル を 標準 幅 に 変更 し 、 給 水 所 を 設置 する 等 の 施設 整備 が 遅 
れ だ だ め 、 能 力 不 足 の トラ ッ ン 隊 が 補給 輸送 の 主役 を 努め る こと と な つ だ 。 

ドイ ツ 軍 の 前 進 が 一 週間 で 300km を 越す も の だ つ だ だ め 、 / 月 初旬 に は 最前 線 の 装 皿 
部 隊 で 補給 不足 が 生じ る よう に な つ だ 。 

以後 ドイ ツ 軍 の 攻勢 は 常に 補給 不足 に 悩ま され な が ら 実 行き れ 、 秋 の 泥 に 全て が 埋 
まつ だ 時 に は 前 線 に は 補給 を 届け る こと 自体 び が で き な ガ が つ だ 。 

ドイ ツ 軍 が 防御 に 転じ て か ら も 補給 事情 は 好転 する こと は な ぐ 、( 戦 争 後 半 に は ドイ 
ツ の 生産 力 自体 が 不足 し だ ) 補給 に 関す る 限り の 、「 バ ル バ ロ ッ サ 」 と それ に 続く 戦争 は 
ドイ ツ 軍 に と つて 完全 な 失敗 だ っ だ と 言え る だ ろう 。 











人 「 星 作戦 」( ス テー ジ 6) 


スタ ー リ ング ラー ド で 第 6 軍 が 消滅 し つつ ある ころ 、 ソ 連 軍 最高 司令 部 は さら に 大 規 
模 な 作戦 の 準備 を 続け て いた 。 攻 撃 を 担当 する の は ヴ オ ロ ネ ジ 、 南 西 、 南 、 北 カフ カス 
の 4 訪 面 軍 。 計画 は ヴォ ロ ネ ジ 面 軍 が ハン ガリ ー 軍 を 攻撃 し 、 日 軍 集 団 を 撃破 し て ハ 
リコ フ に 進出 、 南 西 、 南 の 二 亡 面 軍 は ドン 川中 流 を 突破 ロス ト フ を 占領 し 、A、 ド ン 軍 
集団 を 壊滅 させ る と いう 、600KN を 越え る 南方 全 戦線 を 舞台 と し だ 時 届 な も の だ つ だ 。 

ソ連 軍 内 部 で も この 計画 に 対し て は 、 参 加 す る 兵力 が 1 月 以来 戦闘 を 継続 し て いる こ ご 
と や 、 主 要 攻 撃 方 向 が 南西 と 西 に 直角 を な す だ め 、 両 方 面 軍 の 前 進 に より 生じ る 隙間 が 
攻勢 の 弱点 に な る 等 の 点 ら 反対 も 多 か つ た だ ガ 、 ス ター リン は ドイ ツ 軍 の 戦力 低下 や 雪 
解け まで の 日 数 の 少な さ を 理由 に 攻勢 計画 を 「 星 作戦 」 と し て 承認 し た 。 

1 月 13 日 に ヴォ ロ ネ ジ 方 面 軍 の 攻撃 を 受け だ ハン ガリ ー 軍 は 簡単 に 撃破 され 、250Km 
に わ だ つ て 崩 壊 し だ 戦線 の 中 で ドイ ツ 第 2 軍 は ヴォ ロ ネ ジ 地区 に 孤立 し 、 ソ 連 軍 の 先頭 
部 隊 は 150Km 西 方 へ と 進出 し だ 。 こ れ に 続い て 開始 され だ 南西 方 面 軍 の 攻撃 も 、 ル ー マ 
ニア 軍 の 残存 部 隊 を 短 時 間 で 一 掃 し て 2 月 初め に は ド ネ ツ 川 に 達し 、 ド ン 軍 集団 を 背後 
ガ ら 租 う こと が 可能 と な っ て い だ 。 

ドン 軍 集 団 と し て も この 危機 に つい て は 充分 に 承知 し て い だ が 、 カ フカ スカ ら 退 却 中 
の 第 1 装甲 軍 が ドン を 越す まで は 、 東 に 大 きく 張り だ し だ ドン 河 沿い の 戦線 を 保持 し な 
けれ ば な ら な か っ だ 。 

1 月 31 日 に 第 1 装甲 軍 が ドン を 越え る と 、 ド ン 軍 集団 司令 官 マ ン シ ュ タイ ン 元 印 は 危 
機 打開 の た め に 全 勢 力 を 傾け だ 。 

マン シュ タイ ン の 計画 は 、 ド ン 川 沼 い の 戦線 を ミウ ス 川 まで の 退却 に よっ て 短縮 、 そ 
こ に は 最小 限 の 戦力 の み を 残し 、 全 装甲 部 隊 を 進撃 中 の ソ連 軍 に ぷ つ ける と いう 大 胆 な 
も の だ つた だ が 、 ご の 作戦 の 実行 の た め マ ン シ ュ ユタ イン は 二 つ の 瑞 、 ソ 連 軍 と ヒト ラー と 
戦わ ね ば な ら な か つ だ 。 

最初 の 戦い は ヒト ラー と だ つ だ 。 ご の 時 点 で も 「 死 守 ! 」 と 員 び 続け る ヒト ラー か ら 
ま ざ び 退 却 許可 を 得 ね ば な ら な みつ だ 。 マ ン シ コ ユタ イン は ご の 戦い に 勝利 し 、 部 隊 を ドン 
河 か ら 100Mm ほ ど 後 方 の ミウ ス 河 に 退却 させ る こと に は 成功 し た が 、 足 重 な 装甲 戦力 で 
ある お 5 装 甲 軍団 が ハリ コ フ 死 守 て この 場合 全滅 と 同義 語 ) を 命じ られ る の を 防ぐ こと 
は で き な ガ つ だ 。 し か し 、 ら おら 装 甲 軍団 は ヒト ラー の 命令 を 無視 し て 包囲 され だ ハリ コ 
フカ ら 脱 出し だ 。 

この 事件 は ヒト ラー を 激怒 させ た が 、 ス ター リン も これ に 強い 印象 を 受け 、 ヒ トラ ー 
の 私 兵 で ある 武装 らら の 明 却 は 、 ド イツ 軍 全 面 的 退却 の 象徴 この 誤 つ だ 結論 を 引き 出し 
だ 。 前 線 部 隊 に こ 「 前 進 を 続け 、 ド イツ 軍 を 捕 促 せよ 」 と の 命令 が 飛ん だ 。 

この 命令 と 状況 判断 を 受け 、 南 西方 面 還 と ヴォ ロ ネ ジ 方面 軍 は 西 へ 、 南 西 へ と 進み 続 
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け だ 。 ド イツ 装甲 部 隊 が 側面 に ある と の 情報 は 、 ド ニ エ プ ル へ 退 却 中 の 敗残 兵 と 見 な さ 
れ だ し 、 攻 有 勢 開始 点 ガ ら 200Km 近 く 進 ん だ こと に よる 補給 の 困難 さも 無視 され だ 。 

マン シュ ユタ イン の 反撃 は 2 月 20 日 に 始ま つ だ 。 最 初 に 狙わ れ だ の は 燃料 不足 か ら 前 進 
の 止 つ だ 南西 方面 軍 副 司令 官 ボ ポポ フ 中 料 の 指揮 する 機甲 部 隊 と 第 6 軍 で 、S ら 装甲 軍団 
と 第 40 装 甲 軍団 を 主力 こす る / 個 師 団 の 機械 化 部 隊 が 攻撃 に 参加 し た 。 

日 間 の 戦闘 で ボボ フ 部 隊 は 壊滅 し 、 第 6 軍 は 寸断 され て し まつ だ 。 ポ ポ フ 中 和 将 は 授 
序 を 要請 し だ が 、 ド イツ 軍 後 退 の 幻想 を 信じ た 上 級 司 令 部 か ら の 命令 は 「 前 進 を 続行 せ 
よ 」 だ つ だ 。 ポ ポ フ 部 隊 は 全滅 し た 。 

この こと を 知 つ だ 南西 方面 軍 は 全部 隊 に 防御 に 移る こと を 命じ た が 、 命 令 が 出る の が 
数 日 遅 すぎ だ 。 ド イツ 軍装 甲 部 隊 は 2 月 28 日 まで に ド ネツ 川 に 達し 、 南 西 万 面 軍 の 攻勢 
部 隊 は 600 台 の 戦車 を 失い 23000 の 戦死 者 を だ し て 消滅 し だ 。 

この 結果 、 南 西方 面 軍 の 右 加 で 戦 つ て い だ ヴ ォ ロ ネジ 方 面 軍 の 南側 面 に 200Km に も かわ 
だ る 穴 が 開い た 。 ご この 穴 を 埋め る だ め ヴ オロ ネジ 亡 面 軍 は 、 第 3 機甲 軍 を ハリ コン フ 防 衛 
の た だ ため 西 か ら 南 へ と 訪 向 転換 させ だ 。 

3 月 2 日 、 南 へ 向う 第 3 機甲 軍 の 側面 に 装甲 軍団 が 朋 い か か つ だ 。 行軍 隊形 の ソ 
連 軍 の 中 を 新鋭 の ツイ ガー 重 戦車 を 含 お SS 装甲 部 隊 が 駆け 抜け 、 射 撃 を 続け だ 。 2 日 
後 、 ハ リコ フ を 守る だ め の 2 個 機甲 軍団 と 歩兵 3 個 師 団 も まだ 壊滅 し て い だ 。 

3 月 中 旬 、 ら SS 装甲 軍団 は さら に 北進 し 、 数 日 間 の 戦い の 未 ハ リコ フ を 奪回 し だ 。 ソ 
運 軍 は ドイ ツ 軍 の 足 を 止め て くれ る 雪解け の 泥 を 期待 し だ が 、 気 温 は な か な な か 上 が ろう 
と は し な か が つ だ 。 

ドイ ツ 装 甲 部 隊 は さら に 北 に 向 つて 進み 続け だ を 。 ご この 進撃 が ビエ ル ゴ ロ ト を 通 つ て フ 
ルス へ と 進出 すれ ば 、 西 へ ひろ ぐ ご 突 出し だ ヴォ ロ ネ ジ 、 中 央 両面 軍 も 全滅 する こと に 
な る 。 ソ連 最高 司令 部 は 最後 の 予備 部 隊 の 2 個 軍 、 第 21、64 軍 を ビエ ル ゴ ロ ト 守 備 の だ 
め 使用 する こと と し だ 。 ご この うち 第 21 軍 は まだ し も 、 第 64 軍 は スター リン ブラ ー ド 戦 で 
の 大 損害 か ら 回 復 し て お ら ざ 通常 の 1 ノ 10 程 度 の 戦力 し か 持つ て は いな か つ だ 。 し レガ レ 
他 の 方法 も 部 隊 も な か つ だ 。 

ドイ ツ 軍 に と つて も 今 が 最大 の チャ ンス だ つ だ 。 クル スン 突出 部 の ソ連 軍 撃 滅 は スタ ー 
リン グラ ー ド の 敗北 を 打 消 す ほ どの 戦略 的 な 勝利 に な る 毎 だ つた だ 。 マ ン シ ユ マタ イン は 磨 
下 の 装 甲 部 隊 に 北進 を 命じ ど 、 中 央 軍 集 団 に 北方 かけ ら の 攻撃 を 要請 し だ 。 

だ が この 二 つ の 行為 は どちら も 成功 し な か つ だ 。 ら ら 5 装甲 軍 団 が ビエ ル ゴ ロ ト 市 街 を 
占 額 し だ 3 月 16 日 に 気温 が 上 が り 、 戦 場 は 泥沼 に 変り 、 ソ 連 軍 の 抵抗 の 強化 と 共に 戦闘 
は 停止 し ただ 。 ま だ 北 詞 ひら の 攻撃 も 、 魔 下部 隊 の 疲労 を 理由 に し て 中 央 軍 集 団 に よっ て 
拒否 され だ 。 

こう し て ソ連 軍 の 人 冬期 攻勢 と それ に 続く 南方 集団 (2 月 1 4 日 に ドン 軍 集 団 か ら 改 称 
し た ) の 反撃 は 泥 の 中 に 終り 、 後 に は 東西 100km、 南 北 200km の 巨大 な クル スク 突 出 部 が 
残さ れ だ 。 


タイ ガー 

1942 年 夏 に 登場 し た ドイ ツ の 重 戦車 。 も と も と は フラ ンス ズ 戦 で 軒 遇 し だ 英 公 の 重 著 車 
に 対抗 する だ め に 開発 され だ 車両 だ つた 。 

ヘン シェ エル 製 、 ポ ル シ エ 製 の 2 種 の 誌 作 車 が か ら ヘ ン シ エ ル 型 が 採用 され 、 ポ ボル シ エ ェ 製 
は 駆 遂 戦車 エレ ファ ント に 改造 まれ だ 。 

1942 年 の 生産 開始 と ほぼ 同時 に レニ ング ラー ド 戦 線 に 投入 され だ が 、 戦 車 に は 不向き 
な 森林 地帯 で 行動 し た た め 対 戦車 爺 の 餌食 と な り 初陣 を 飾る こと は 出来 な か つ だ 。 

し か し 秋 の チ ユ ニ ジ ア の 派遣 以後 、1000m で 122mm の 装甲 貨 徹 力 を 持つ 66mM⑱@ と 最高 
で 120 叫 に 達する 重 装甲 の 威力 で 連合 軍 戦 車 を 圧倒 し 、 戦 争 後 半 の 主要 戦場 で の 活動 は 、 
英 味 万 を 問わ ず 戦 後に まで 続く 伝説 作り上げ る こと と な つ だ 。 

タイ ガー は 、 重 量 、 燃 費 の 悪さ 、 低 機動 性 等 の 欠点 を 持つ て い だ が 、 戦 争 後 半 ド イツ 





が 防御 に 回 つっ を だ め 、 こ れ ら の 欠点 びあ まり 問題 と され ね る こと は な が ガ つ だ 。 

タイ ガー は ほとん どの 場合 、 3 個 中 隊 編 成 の 重 戦車 大 隊 に 編成 され 、 作 戦時 に は 中 隊 
単位 で 各 師 団 に 配属 され て 行動 し だ 。 

1944 年 後半 に は 、 より 大 重量 、 重 装甲 の タイ ガー || (キン ブタ イガ ー) も 登場 し だ が 、 
これ は ダ - イ ガー と は 別 設計 の 車両 で ある 。 


io 

: 全長:8.45m 全幅 :3.73m 全高 :2.86m 重量 :56t 
乗員 : 5 名 エン ジン : 700 馬 力 最高 速度 : 38km 行動 距離 :117km 
武装 : 88mm 砲 x1、 機 銃 メ 2 装甲 : 120mm~60mm 








Oo 「 ケ クル スク 」( ス テー ジ 7) 


1943 年 春 。 東 部 戦線 の 戦闘 が 宛 の 中 に 休止 し た 頃 、 ド イツ を めぐ る 情勢 は 悪化 する 一 
方 だ つっ だ 。 ソ 連 で は スタ マー リン グラ ー ド の 降伏 に より 25 万 の 戦力 が 失わ れ て いた し 、 北 
アフ リカ で は ドイ ツ 軍 は チュ ユニ ジア の 橋 頭 依 に 追い 詰め られ て 降伏 寸前 だ つ だ 。 

それ で も 絶望 的 な まで の 状況 ば ガ がり で も な か つた だ 。 反撃 の 成功 に より 東部 戦線 は 安定 
し レ て い だ し 、 総 力 戦 に は いつ だ 軍需 産業 は 去年 に 倍 す る 量 の 戦車 、 飛 行 機 を 前 線 へ と 送 
のり だ し て いた 。 

これ ら の 状況 ひら し て ドイ ツ 軍 に 和 め 要 な の は 、 予 想 さ れる 連合 軍 の 大 攻勢 を 撃破 する 
だ め の 戦 力 を 回 復 す る こと と 考え られ だ 。 

特に 戦闘 で 主役 を 演じ る べき 装甲 師団 の 損耗 は 激しく 、 3 月 末 に は 1 個 師団 あお だり 27 
両 の 戦車 し か 持つ っ て は いな が ガ つ だ 。 装甲 師団 が 計画 当初 500 両 の 戦車 を 装備 する 予定 だ つ 
だ こと を 思え ば 、 現 在 の 装甲 師団 の 戦力 は その 影 に すぎ な ガ つ だ 。 

装甲 兵 臣 グ ア デー リア ン は 、 我 ガ 同然 の 装甲 師団 の 戦力 回 復 の た め に 全能 力 を 傾け た 。 
その 最終 的 な 目標 は 34 以 上 性 能 を 持つ の パン サー 戦車 2 個 連 隊 か ら 成 る 戦車 旅団 を 中 
届 と する 師団 だ つ だ が 、 全 装甲 師団 の 改編 が 終る の は 1944 年 と 予定 され 、 前 線 の 戦車 連 
隊 は 突撃 砲 を も 取り 込ん で 2 個 太 隊 分 の 車両 を 集め る の が ザ や つと の こと だ つた だ 。 

戦力 回 復 の 動き と 共に 、 来 る 夏 の た だめ の 方 針 も 検討 され て いた だ 。 ド イツ 軍 が 全面 的 防 
御 に 移 れ ば 中 立国 や 同盟 国 が 反 ド イツ に 回 る と の 政治 的 理由 か ら 防 御 策 は 放棄 され 、 現 
有 戦 力 で 可能 な 限定 攻勢 を 実施 する こと が 決定 され だ 。 

この 攻撃 の 場所 と し て 選ば れ だ の が フル スン 周辺 に 広がる 南北 200Km、 東 西 100m の 突 
出 部 だ つ だ 。 攻撃 の 成功 に よる 戦線 の 短縮 は 全 戦 線 で 選 要 と され る 予備 部 隊 を 作る だ ろ 
つ し 、 戦 闘 で の 捕虜 も ドイ ツ 工 業 の 労働 力 と し て 使用 され る 予定 だ つ だ 。 

4 月 15 日 に フル スク に 対す る 攻撃 計画 は 「 城 塞 」 作戦 と し て 承認 され だ が 、 そ れ は 5 
月 初旬 に 開始 され る 北 か ら の 第 9 軍 と 南 の 第 4 装甲 軍 に よる 古典 的 抜 撃 作戦 に な る は ず 
だ っ だ 。 

計画 に 対す る 反対 が 攻撃 を 担当 する 第 9 軍司 令 宮 モー デル 将軍 か ら 起 こっ だ 。 和 将軍 の 
言葉 に よれ ば 、 第 9 軍 の 戦力 は 12Km の 深 さ を 持つ ソ連 軍 陣 地 を 突破 する に は 不 十分 だ と 
の こと だ つ だ 。 モー デル の 言葉 に 影響 を 受け た ヒト ラー は 、 攻撃 戦力 を 増加 する だ め に 、 
「 城 塞 」 を 数 日 間 延 期 し だ 。 

この 延期 は 数 日 ひら 、 数 週間 へ と 引 延 ば され て いつ だ が ガ 、 ダ タイガー や パン サー、 エ レ 
ファ ント ド 等 の 新型 車両 を 攻撃 に 追加 する だ けが その 理由 で は な か つた だ 。 

問題 と され だ の は イタ リア だ つ だ 。 5 月 の チュ ニ ジ ア 陥落 に よっ て ファ シス ト 政 権 は 
動揺 し て お り 、 連 合 軍 の イタ リア 侵攻 に よ つ て 最悪 の 場合 に は 連合 国 側 に 寝返る こと さ 
え 予 想 さ れ だ 。 ご これ を 阻止 する だ め イ タリ ア 占 領 計画 が 準備 され だ が 、 そ の 兵力 は 「 城 


枝 」 用 の も の が ガ ら 引き ぐ 抜 くし ガ 方 法 が な か っ だ 。 

6 月 25 日 、「 城塞 」 の 開始 は 7 月 5 日 に 決定 され だ 。 当 初 予 定 さ れ て い だ 5 月 初旬 ガ 
ら は 2 ヶ月 が 過ぎ よう と し て い だ 。 

だ が 、 ソ 連 側 は 台 種 情報 網 を 利用 し て 「 城 塞 ] に つい て ほぼ 正確 に 、 兵 力 、 目 標 等 を 
察知 し て い だ 。 ご これ ら 情 報 の 検討 の 未 、「 城 塞 ]」 を 強力 に 防御 し て ドイ ツ 軍 を 消耗 させ 、 
その 後 ツ ルス の 南北 に 広 が びる ハリ コ フ 、 オ リョ ヨー ル 両 突出 部 へ の 攻勢 を 行う こと が 決 
定 さ れ た だ 。 

この 決定 に 従い ソ連 側 は フル スン 突出 部 を 徹底 的 に 強化 する こと に し だ 。 ド イツ 軍 の 
攻勢 正面 に は それ む ぞ れ 5~ 6 km の 深き を 持つ 陣地 が 三 層 の 深 さ に 設置 され 、 そ れ ぞ れ に 
数 Km の 転 壊 と 1 mh あたり 1500 個 の 密度 の 地雷 源 が 構築 され た だ 。 加 えて パッ フフ ロン ト 戦 
術 ザ ドイ ツ 戦 車 の 威力 を 封じ る 手段 と し て 大 規模 に 使用 まれ る こと に な つて いた だ 。 

この 陣地 を 守る の は 、 人 砲 1 万 門 と 戦車 、 自 走 砲 2500 両 を 持つ 中 央 、 ヴ オロ ネジ の 両方 
面 軍 で あり 、 そ の 後 訪 に は 5 個 軍 を 持つ ステ ッ プ 方面 軍 が 予備 と し て 控え て いた 。 

/ 月 2 日 、 ソ連 軍 前 線 司 名 官 に モス クワ か ガ ら 「 ド イツ 軍 攻 勢 は 7 月 3 ~ 6 日間 に 開始 」 
と の 情報 が 飛込み 、 ノ ルス ンク 地区 の ソ連 軍 は 警戒 体制 に は いつ だ 。 

/ 月 4 日 夜 、 中 央 廊 面 軍司 令 官 ロ コ ソフ スキ ー 将 軍 の も と に 捕虜 か ひら の 情報 とし て 、 
ドイ ツ 軍 が 明 朝 3 時 の 攻撃 開始 の だ め 出 撃 陣 地 に は いつ だ と の 連絡 が あつ だ 。 

ロコ ソフ スキ ー は この 報告 を 聞く と 、 人 砲兵 隊 に 先制 対抗 射撃 を 命令 し だ 。 午前 2 時 20 
分 、 ド イツ 側 の 砲撃 開始 10 分 前 に ソ連 軍 の 砲弾 びに ドイ ツ 軍 陣地 に 降り そそ ぎ 、 ド イツ 軍 
を 混乱 に お と し いれ だ 。 

ドイ ツ 側 も 予定 より は 多少 遅れ て 、2400 門 の 砲 に よる 東部 戦線 始ま つて 以来 の 狂人 撃 
の 火蓋 を 切 つ だ 。 

午前 5 時 30 分 、 第 9 軍 の 突撃 部 隊 が 出撃 し た 。 モ ー デ ル 将 軍 は 終 深 陣地 を 突破 する 廊 
法 と し て 、 歩 兵 が 突破 口 を 開き その 穴 か ら 装甲 部 隊 が 前 進 す る と の 戦術 を 選ん で い だ 。 
その だ め 第 1 波 の 攻撃 を 受け 持つ の は タイ ガー と 突撃 爺 に 支援 され だ 歩兵 の 任務 と され 
て い だ 。 

歩兵 が 出撃 陣地 を 出る と 同時 に ソ連 軍 の 人 砲火 が 交差 し 、 敵 最前 線 の 壊 に 着 こ ま で に 多 
ぐ の 兵 が 脱落 し だ 。 ド イツ 軍兵 の 前 に は さら に いく つも の 男 壊 が あり 、 そ の 一 フー つ を 
東 う だ め に 歩兵 は 出 息 し 、 数 百 Im の 前 進 の た め に 数 時 間 が かかり の 数 干 人 が 死ん で いつ だ 。 

この 突破 を 支援 する だ め に 、 第 9 軍 は 85 台 の 駆 遂 戦車 エレ ファ ント を 投入 し て いた だ 。 
最大 装甲 200mm、88 咽 砲 を 装備 する エレ ファ ント は 突破 に 対し て 決定 的 な 働き を する も 
の と 期待 され て い だ が 、 戦 場 で の エレ ファ ント の 働き ほ は ぷ ぶ ざ まな も の で し か な か ガ つ だ 。 

200 叩 の 装甲 は 確か に 砲弾 を 寄せ つけ な ひつ だ が 、 そ れ に 続く 歩兵 は 銃火 に 敵 ち すぐ 
め ら れ て 前 進 す る こと が ザ で き な か つ だ 。 そ の だ め エ レフ ァ ン ト は 単独 で 前 進 し た が 、 機 
銃 も な い 工 レフ ァ ン ト に は ソ連 歩兵 の 肉 迫 攻 撃 に 対抗 する こと は で きず 、 次 々 と 撃破 さ 
れ て めこ こと と な つ だ 。 


5 日 午後 に な つて も 第 9 軍 は 5 Km し か 敵陣 に 侵入 で きま なけ ひつ だ 。 こ ご のだめ モー デル は 
万 法 を 変え 、 装 甲 師団 を 陣地 突破 の だ め 使用 する こと と し だ た 。 

/ 月 6 日 、 4 個 の 装甲 師団 が 戦場 に 登場 し だ 。 攻 撃 目標 は オル ホウ ァ ト カ 村 と その 育 
後 の 高地 帯 、 こ こ を 越え れ ね ば フク ルス クノ ま で な だ ら か な 下り が 続く だ け 。 し か し レ ソ連 軍 も 
オル ホウ アァ トカ に 戦略 予備 軍 か ら 、 2 個 機 甲 軍団 を 中 帆 と する 兵力 を 送り 込ん み で い だ 。 
15km の 戦線 で 2000 両 近い 戦車 が ぶつ か り の 合う オル ホウ ァ ト カ 高 地帯 の 戦闘 は 4 日 間 続 き 、 
戦場 上 空 に 立 上 る 黒 煙 が 夏 の 太陽 を ひげ ら せ だ 。 ド イツ 軍 は 陣地 の 突破 を 狙い 数 波 に 渡 
る 波状 攻撃 を 行 つ を な が 、 オ ル ホ ウ ァ トカ 高地 を 抜く こと は で き な か つ だ 。 部 隊 は 次 々 と 
消え 、 大 隊 に は 中 隊 兵 力 し か 残ら な か つ だ 。 そ れ で も 生 残 り 達 は 攻撃 を 続け だ 。 

/ 月 8 日 、 最 後 の 装 甲 予 備 第 4 装甲 師団 が 他 の 生 残 つ だ 部 隊 と 共に 高地 帯 の 西端 テ プ 
口 工 村 に 迫 つ だ 。 村 と その 背後 に は 2 個 歩 兵 師団 、 2 個 機甲 旅団 、 対 戦車 1 個 旅団 が 待 
ち ガ まえ て いた だ 。 

第 4 装甲 師団 は テ プ ロ エ 村 を 占領 、 ソ 運 軍 を 高地 へ と 追い や つ だ 。 そ の 後 の 高地 へ の 
前 進 は 再び 集中 砲 災 に 迎え られ だ が 、IV 号 戦車 3 両 に 支援 され だ 獅 弾 兵 た ち が 高 地 を 占 
痕 し た だ 。 ソ 連 軍 も 反撃 し 、 テ プロ エ の 西 272 高 地 を めぐ る 3 日 間 の 戦い で 3 度目 に ドイ 
ツ 軍 が 高地 か ら 追 い お と され だ 時 、 ド イツ 軍 の 攻撃 能力 は 失わ れ て い だ 。 

/ 月 11 日 、 モー デル が 全 予 備 隊 を 戦場 に 投入 し だ の を 知 つ だ ソ連 西 、 プ リヤ ンス ク フ 
両 廊 面 箇 は オリ ヨー ル 突 出 部 の 北部 に 対し て 攻撃 を 開始 し た 。 フ ルス フク に 全て を つぎ こ 
ん だ だ め 、 この 方面 の ドイ ツ 軍 の 兵力 は 薄く 、 突破 を 防ぐ だ め に は 、 装 甲 部 隊 を 「 城 塞 」 
か ら 引 抜 が か な けれ ば な ら な か ガ つ だ 。 

モー デル の 攻撃 は 終 つ だ 。 

フル スン 突出 部 南方 で は 、 攻 撃 は 砲兵 の 観測 地点 を 得る た め 7 月 4 日 午後 に は 始ま っ 
て い だ が 、 5 日 、 ポ ー ラ ンド と フラ ンス で 消費 され だ 以上 の 砲弾 を 50 分 で 射 ち 込ん だ 砲 
撃 の あと 展開 され だ の は 北 と は 違っ だ 戦い 方 だ っ だ 。 

第 3 、48、SS の 3 個 装甲 軍団 の 全 戦 力 は 初日 か ら 投 入 さ れ て 、1500 両 の 戦車 、 突 撃 
爺 の 火力 と 装甲 ガ ソ 連 軍 を 打ち 砕く こと に な つて いた だ 。 名 装甲 師団 は 突破 の だ め の パ ン 
ツァ アー・ カ イル 隊形 を 組ん で 地雷 と パッ フフ ロン ト に 守ら れ だ 敵陣 に し ゃ に お む に 突 つ 込 
ん で いつ だ 。 

この 戦い 方 は お お むね 成功 し 、 第 4 装甲 軍 の 各部 隊 は 5 日 に 10km 近 敵陣 に こい こむ 
こと に 成功 し た が 、 損 害 も 大 きか つた だ 。 

特に 左翼 第 48 装 甲 軍団 の 主力 、 大 ドイ ツ 装 甲 抽 弾 兵 師団 で は 突破 の 主力 だ る べき パン 
サー 戦車 の 故障 の 多 さ ー 秘 動 中 に 発 炎 談 上 し た も の さえ ある 一 も あつ て 多大 の 損害 が 生 
レ て い だ 。 

/ 月 6 日 に も 突 黄 部 隊 は ソ連 陣地 の 中 に い だ 。 ツ ソ連 軍 は 村 を 要 寒 化し て お り 、 家 一 軒 
一 軒 を 昨 号 火 秋 話 戦車 と 工兵 が つぶ し て ゆめ か ね ば な ら な か つ だ 。 加え て ソ連 軍 は ドイ 
ツ 軍 が 足 を 止め る こと 戦 車 に よる 反撃 を ひけ け て きだ 。 
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7 月 7 日 に は 第 48 装 甲 軍団 が 再び 前 進 し 、 第 1 次 目標 オ ポ ボ ヤ ン 前 面 の 地形 障害 ベ ナ 川 
に 達し て い だ 。 ソ 連 側 は ここ で 丁 34 を 先頭 に 反撃 を すけ だ が 撃退 され 、 第 46 装 甲 軍団 は 
7 月 11 日 に は 陣地 ご と に 多大 の 出自 を 受け な が ザ ら も クル スク 前 面 最 後 の 地形 障害 プシ ヨ ョ 
ル 川 を 越え 、S ら 8 装甲 軍団 も その 東 に 並ん で いた だ 。 

ヴォ オォ ロ ネ ジ 方 面 軍 で は も は や この 脅威 に 対す る だ め の 兵 力 は な が ガ つ だ 。 方 面 軍 の 予備 
部 隊 は 全て 投入 され 、 そ の 多く は 大 損害 を 受け て 後退 し 、 一 部 は 消滅 し て い だ 。 

ソ連 軍 最 高司 令 部 は この 危機 に 対し て 予備 の ステ ッ プ 方 面 軍 か ら 、 第 5 親衛 、 第 5 親 
衛 機甲 の 2 個 軍 を 引抜 いて 南下 させ だ 。 

ドイ ツ 側 で も 、 新 だ な 予備 の 投入 に は 気づい て いた だ 。 特 に 右 細 の 第 3 機甲 軍団 の 遅れ 
ガ ら 本 中 に 突出 し た 形 と な つて いる SS 装甲 軍団 の 危険 は 大 き ひ つ だ 。 ご この だ め 第 4 装 
甲 軍司 令 官 ホ ト 将 軍 は 、S ら 装甲 軍団 に プシ ヨル と ド ネ ツ の 間 、 プ ロホ ロフ カ 地 峨 で 守 
備 に つき 第 3 装甲 軍団 を 待つ よう に 命令 し だ 。 

7 月 12 日 の 朝 、 第 5 親衛 機甲 軍 は 800 台 の 戦車 を ご ご 装甲 軍団 の 防御 線 に 向け て 前 進 
させ だ 。 迎撃 する 軍団 の 戦車 、 自 走 念 は 300 両 、 長 い 一 日 の 夜 が 明け だ 。 

プロ ホロ フカ で 起こ つ だ の は この 数 日 間 と は 全く 逆 の 戦闘 だ つ だ 。 ソ 連 軍 が 突撃 し 、 
陣地 こそ な いも の の ドイ ツ 軍 が 高 火 力 で 迎撃 する 。 そ の 後 の 展 開 も この 数 日 と 羽 た よう 
な も の だ つた 。 

午前 6 時 半 に 前 進 を 開始 し た ソ連 戦車 旅団 の 攻撃 は 簡単 に 撃退 よれ だ が 、 9 時 過ぎ に 
は 200 両 以上 の 戦車 に よる 攻撃 が ザ は じ ま つ だ た 。 ら S ら 5 部 隊 も 全 淡 力 を 集中 し だ が 、 34 の 
何 割 お は ドイ ツ 軍 陣地 に 迫り 、 数 10rm 単 位 で 両 軍 が 衝突 し た 。 

対戦 車 砲 は 次 ツ と T34 を 居 上 させ だ が 、 撃 ちら もら し だ 戦車 の だ た め に 忠 り ん され だ 。 狗 
弾 兵 は 地雷 を 持つ て 戦車 に 立 向 ひい 、 戦 車 同士 は 衝突 寸前 の 距離 で 交戦 し た を 。 こ れ ま で 
は 無敵 だ つ だ ダイ ガー の 装甲 も 至近 距離 か ら の 砲 纏 に は 無力 で 、 数 両 の 十 34 を 道 加 れ に 
し て 破壊 され だ 。 

破壊 ※ 上 され だ 車両 が 増え る に つれ て 視界 は 悪化 し て いき 、 局 令 部 も 戦況 を つか ガ め な 
いま ま 夜 まで 戦闘 が 続い だ 。 戦 場 で は 舞 内 し だ 車両 の あげ る ※ が 間 を 照 し 続け て い だ 。 

プロ ホロ フカ を めぐ る 一 日 の 戦闘 だ け で 、 両 軍 は 500 台 の 戦車 を 失 つ だ 。 両 軍 と も 、 
自軍 の 勝利 を 信じ 明日 の 攻撃 に 備え だ が 、 戦 闘 は これ 以上 は 続 ひ みな けつ だ 。 

ヒト ラー が ガ / 月 13 日 「 城 塞 」 作戦 の 中 止 を 命令 し た の だ つ だ 。 そ の 理由 は シシ リー 昌 
に 対す る 連 人 台 軍 の 上 陸 だ つ だ 。 イ ダリア に 送る 増援 は 「 城 塞 」 用 の 部 隊 か ら 接 出す る レ 
ガ な い 。 

マン シュ タイン は 反対 し だ が 、 実 際 に 部 隊 が 引抜 が みれ て は 攻撃 を 中 止 す る し か ガ な が ガ つ 
だ 。 参 加 兵 力 の 1 ノ プ 3 を 失い 、 北 で 10km、 志 で 30km を 進ん だ だ け で ドイ ツ 軍 最後 の 大 攻 
勢 は 終り 、 ド イツ 軍 は 多量 の 損傷 し だ 兵器 を 残し た まま 出撃 地点 へ と 後退 せ ね ば な ら な 
か つた だ 。 

数 ケ月 ひか つて 再建 され だ 兵 力 が 消え 、 東 部 戦線 の 予備 兵力 は 激減 し だ 。 中 で も 装甲 








部 隊 の 傷 は 深く 、 そ れ は 終戦 まで 癒さ れ ね る こと は な か ガ つ だ 。 

ヒト ラー は 戦車 2500 両 を 営む ソ連 軍 の 損害 を 見 て 、 敵 も 攻撃 力 を 失 つ だ も の と 判断 レ 
て い だ が 、 ソ 連 軍 は 数 日 の 内 に 損失 の 大 部 分 を 補充 し 攻撃 体制 へ と 物 行 し て いた だ 。 そ レ 
て この 後 、 東 部 戦線 で ドイ ツ 軍 が 主導 権 を に ぎる こと は 二度と な か つた だ 。 


を パン サー 

T34 に ショ ッ ク を 受け だ を ドイツ 軍 が 丁 34 以 上 の 戦車 を 目指 し て 作り 上 げ だ 中 戦車 。 距 
離 1000m で 135mm の 装甲 買 徹 力 を 持つ 長 砲身 75mW 伸 を 装備 し 、T34 に 影響 され だ ビ ドイツ 
戦車 で は 最初 に 傾 鋼 装甲 を 採用 し だ 車体 が 特徴 と な つて い だ 。 

パン サー は 1943 年 7 月 の クル スク 戦 で 初め て 実戦 に 参加 し だ が 、 充 分 な 試験 期間 を 置 
カ ガ ず 使用 され だ だ め 改 障 が 続 発し 、 作 戦 開始 時 の 300 両 が 10 日 後に は 行動 可能 車両 は 16 
両 し か 残 ら な か つ だ 。 

その 後 戦 呈 に よる 改良 が 重ね られ 、 最 終生 産 型 の 〇 型 で は 、 武 装 、 装 甲 、 速 力 の バラ 
ンス の 取れ だ 高 柏 能 の 戦車 と な つ だ 。 

1943 年 以後 の ドイ ツ 装 甲 師団 は 戦車 連隊 中 に 1 個 大 隊 の パン サー を 装備 する こと に な つっ 
て い だ が 、 多く の 場合 本 国 で 編成 され だ パン サー 大 隊 は 独立 部 隊 と し て 使用 され だ だ め 、 





(ソ連 で 戦闘 中 の 装甲 師団 の バ パン サー 大 隊 が フラ ンス で 戦 つ だ こと も ある ) 多 こ の 師団 
は IV 号 装備 の 1 個 大 隊 の み で 戦う 事 に な つ だ 。 苗 師団 が 固有 の パン サー 大 隊 を 戦車 連隊 
内 に 持つ こと が 出来 る よう に な つ だ の は 1944 年 後半 の こと だ つ だ 。 


BE 
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乗員 : 5 名 エン ジン : 700 馬 力 再 高 速度 : 55km 行動 距離 :200km 
武装 : 7/5mm@⑳x1、 機 銃 x3 装甲 : 100~40mm 


の ⑦ ドニ エ プ ル へ の 競走 


ハリ コ フ 突 出 部 に 対す る ソ連 の 攻撃 は 、 戦 略 予備 の ステ ッ プ 方 面 軍 を も クル スク で の 
防戦 に つぎ こん だ だ め 、 予 定 よ り は る ガ に 遅れ て 8 月 3 日 に 開始 され だ 。 

ドイ ツ 軍 も この 時 間 を 利用 し て ハリ コ フ 突 出 部 を 陣地 化し て い だ が ガ 、 フ ルス ツ 戦 で 台 
体 化し だ 第 4 装甲 軍 は 攻撃 を 支え きれ ず 1 日 で 15Km 後 退 し 、 8 月 5 日 に は ピエ ル ゴ ロ ト 
が 解放 され だ た 。 

この ビエ ル ゴ ロ ト と 、 北 部 で の オリ ヨー ル 同 日 解放 を 祝 レ し て 、 開 戦 以来 初め て モス クツ 
ワ で 祝 砲 が ヴ 打 だ れ だ が ガ 、 こ れ は ご これ 以後 の 退却 は な いと の ソ連 側 の 自信 の あら われ で も 
あっ だ 。 

ハリ コ フ 戦 区 に ドイ ツ 装 甲 師団 が いな けつ だ こと も あつ て 戦線 に 開い だ 穴 は 50km ま で 
に 広がり 、 そ の 穴 を 通 つ て 第 5 親衛 機甲 軍 が 西 と 南西 に 100Mm の 深 さ に 侵入 し 、 ハ リコ 
フ は 北西 すら 半ば 包囲 され ね る こと と な つ だ 。 

ヒト ラー は 例 に よ つ て ハリ コ フ の 死守 を 命じ 、 機 動 戦 に 秘 要 な 装甲 師団 を も 包囲 の 輪 
の 中 に 送り 込ん だ 。 

マン シ ユ タイ ン は 西 へ 向う 第 5 親衛 機甲 軍 を 装甲 部 隊 の 反撃 に よ つ て 阻止 する こと が 
で きだ が 、 ハ リコ フ に 対し て 打つ ま は な ガ つ だ 。 8 月 22 日 、 ハ リコ フ の 消耗 し きつ だ 守 
備 隊 は 、 残 され だ だ だ 一 本 の 人 道路 を 利用 し て 南 へ と 脱出 し た 。 

6 月 末 ま で の 戦闘 で ハリ コ フ 突 出 部 は 掃討 され だ が ガ 、 ソ 連 軍 は 目標 で あめ る ドニ エ プ ル 
へ の 突破 を 達成 する こと は 出来 な けつ だ 。 し ガレ ギリ ギリ に まで 引 | 延 ば こ され 、 前 線 に 予 
備 を 全て 投入 し て 繕 われ ね だ ドイ ツ 戦 線 ガ 再び 破れ る の は 時 間 の 問題 で し ひな ガ つ た 。 

マン シュ ユタ イン は ヒト ラー に 、 ド ニ エ プ ブル 川 へ の 退却 ガ 、 現 在 地 の 守備 に 和 め 要 な 増援 
を 送る か の 一 者 択 一 を 迫 つ と ガザ 、 ヒ トラ ー は 撤退 命令 も 増援 も 送ら な か つ だ 。 

ソ連 側 の 攻撃 は 続い だ 。8 月 28 日 に は ミウ ス 川 の 戦線 が 破れ 、1 個 軍 団 が 包囲 され だ 。 
包囲 下 の 軍団 は 自力 で 脱出 し だ が その 眉 か が な 北 で は ド ネ ツ が 突破 され 、 パ ハリ コ フ の 西 で 
も 攻勢 の 準備 が 続い て いた だ 。 戦 力 低 下 し だ 装甲 師団 群 は それ ぞ れ の 危機 に 対し て 使用 さ 
れ 、 日 に 数 白 Im を 走り 回 り ソ 連 軍 を 阻止 し た だ が 、 ド イツ 戦線 は も は や 存在 し な ガ つ た だ た 。 

9 月 15 日 に よう や ぐ 、 南 方 軍 集 団 に ドニ エ プ ル へ の 退却 命令 が 出さ れ だ 。 ド イツ 軍 は 
川 へ 向 つ て 退却 を 始め だ 。 ド ニ エ プ ル に ある 6 つの 渡河 点 め ざし 100 万 人 の 兵士 が 西 へ 
急い だ 。 ソ 運 軍 よ り 1 秒 で も 早く 西岸 へ 渡ら ね ば な ら な い 。 

9 月 後半 、 ウ フラ イナ の 平野 は 西 へ 向う 巨大 な 行 絢 で いつ ぱい だ つ だ 。 ド イツ 軍 が 先 
行 し 、 ほ と ん ご ど 間 を お か ざ ず ソ 連 軍 が それ を 追う 。 攻勢 開始 点 ひ らち と ころ に よっ つて 300Km 
も 前 進 し を ソ連 軍 の 補給 は 欠 之 し て い だ が 、 日 に 75km に 達する 速度 で 追撃 が 続け られ だ 。 

ドニ エ ブ プル 河 を 越え る の は 、 ソ 連 軍 が 数 時 間 だ け 早 ひつ だ 。 9 月 21 日 の 深夜 、 パ ル チ 
ザン の 協力 を 得 た 1 個 大 隊 ザ ブフ リン 地 区 で 橋 頭 刀 を 作り 、 数 日 の うち に デ スナ 、 ド ニ 


エ ブ プル 人 台 流 点 の 南 に 、23 個 所 の 橋 頭 依 が 出現 し た 。 

ドイ ツ 軍 は これ ら の 橋 頭 師 に 対し て 川 を 渡 つ だ 部 隊 を 休息 させ る 時 間 も 惜 し ん で 投入 
し だ 。 多 ぐ の 橋 頭 師 は 簡単 に 封じ 込め られ だ が 、 い こつ か ガ は 拡大 を 続け た 。 そ の うち の 
ひと つ に プク リン 橋 頭 人 刀 が あつ だ 。 

プ ブフ リン 橋 頭 釜 は 数 日 の うち に 5 7 km の 奥行 を 持つ ほど 拡大 され て いた だ が ガ 、 ド イツ 
軍 の 対応 も は や く 、 数 個人 節 還 が プ ブフ リン へ と 向っ つて いた だ 。 守備 が 固まっ て は 橋 頭 保 は 無 
価値 と な る 。 ソ連 軍 は 冒険 を 試み た な 。 ド イツ 軍 の 到着 を 送ら せる だ め に 9 月 25 日 早朝 、 
空 描 旅 団 3 個 ザ ブフ リ ン の 南 に 降下 し た の で ある 。 だ が 、 ド イツ 軍 の 真 上 に 分 散 し て 降 
下 し だ た 空 部 隊 は 全滅 し 、 2 個 装 甲 軍団 が プク フリ ン を 封鎖 し た 。 

ソ連 軍 は プ ブフ リン を あき ら め る と 、 他 の 有望 な 橋 頭 釜 を 物色 し た 。 ニ ケ所 ほど 有 有望 な 
は 場所 が あつ だ 。 ひ と つ は キエフ 北方 の | リュ ユ テ ジ 、 南 で は ドニ エ プ ル 大 湾曲 部 中 間 の 
レ メ ン シンチ コー ン 。 

10 月 中 名 、 フ レ メ ン チ ユ ー ク の 橋 頭 儲から 第 2 ウフ ライ ナ 方 面 軍 が ドニ エ プ ル 港 曲 部 
の ドイ ツ 軍 の 包囲 を 狙い 、 南 へ 向 つ て 攻撃 を 始め だ 。 戦線 は 大 きく 破れ だ 。 

ドイ ツ 軍 の 最良 の 選択 は 湾曲 部 サ ら の 退却 だ つ だ が ガ 、 二 コ ポ リ の マン ガン 鉱 を 欲し だ 
ヒト ラー は 湾曲 部 ひら の 撤退 を 認め な ひつ だ 。 こ の だ め ド イツ 軍 は 装甲 師団 を も 投入 し 
て 防御 を 続け を たび ザ 、 ソ 連 軍 の 進出 に より チエ ェ エル カツ ス イー ガ ら ドニ エプロ ベト ロフ スク 
まで の ドニ エ プ ル を 放棄 し 、100km 近 ぐ 後 退 せ ね ば な ら な ガ つ だ 。 

危機 は 同時 に し リュ テ ジ で も 生じ て い だ 。 プ クリ ン で の 出撃 を リ ユ テ ジ に 切換 え だ ソ 連 
軍 は 10 月 以後 、 第 3 親衛 機甲 軍 を 含む 大 部 隊 を ! リ ユ テ ジ へ と 集結 させ 、20km 四 万 に 4 個 
軍 が 密集 し て いた だ 。 

11 月 3 日 、2500 門 の 砲 が 10tm だ ら ず の 前 線 に 40 分 に 渡 つ て 鉄 と 死 を 投げ つけ だ 。 そ の 
後に T34 に し が みつ いた 歩兵 の 大 群 が 続 く 。 人 砲撃 で 麻痺 し た ドイ ツ 兵 は 攻撃 を 阻止 で き 
ざ ず 、 ソ 之 軍 は 10Km の 深 さ に まで 前 進 し た 。 

攻撃 が キエフ に 向う の を 見 て 取っ だ ドイ ツ 側 も 装甲 部 隊 を 呼び 寄せ だ が 、 ソ 運 軍 を 停 
止 さ ませ る こと は で き な が ガ つ だ 。 

11 月 7 日 、 革 命 記 竜 日 に そ キエフ は 解放 され だ が 、 勝 利 者 だ ち は パ レー ド も せ ず 進撃 を 
続け 、11 月 13 日 に は キエフ 西 120Kkm の ジ ト ミー ル が 解放 され だ 。 

ジ ト ミー ル の 陥落 こよ つて 南北 を 走る 鉄道 が 分 断 さ れ 、 こ れ に より 中 央 、 南 方 軍 集 団 
の 唯一 の 直接 連絡 路 が 切断 され る こと と な つ だ 。 

今度 ば ひか り は ヒト ラー の 反応 も 素早 か つた 。 第 1 装甲 、 ら GS アド ルフ ・ ヒ トラ ー 分 団 
を 含む 6 個 装 甲 師団 が キエフ 奪回 の だ め に 呼び 礎 せ られ 、 第 48 装 甲 軍団 と し て 投入 され だ 。 

前 線 部 隊 は キエフ の 直接 攻撃 を 望ん だ が 、 上 級 司 令 部 は 最初 に ジ ト ミー ル を 次 回 し 、 
その 後 キ エフ に 進出 する 作戦 を 選ん だ 。 

11 月 15 日 攻撃 が 始ま り 、 2 日 後に は ジ ト ミー ル が 故 回 され だ 。 ソ 連 軍 は 機甲 2 個 軍団 
を 集結 させ て 第 48 装 甲 軍団 の 側面 に 反撃 を 加え て きだ が 、 第 48 装 甲 軍 団 も 逆襲 し 、 ソ 運 
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軍 の 主力 を 逆 に 包囲 し ただ 。 こ れ は 戦術 的 に は 大 き な 成 功 ど だ つ だ が 、 初 寺 と と も に 大 地 は 
泥沼 と 変り 、 部 隊 の 動き は 止 つた 。 

泥 が も だ らし だ 休止 期間 を 両 軍 は フル に 利用 し た が ガ 、 ソ 連 軍 が 確実 に 補充 を 受け だ の 
に 対し て 、 ド イツ 軍 が 損失 を 埋め る こと は ほとん ど で き な が ガ つ だ 。 攻撃 開始 時 それ ぞ れ 
66、115 両 の 戦車 を 装備 し だ 第 8 装甲 、 ア ドル フ ・ ヒ トラ ー 分 団 に 残 つ だ 戦車 は 7 両 と 40 
両 に すぎ な ガ つ だ 。 

凍結 と 共に 先手 を 打つ て 戦闘 を 再開 し だ 第 46 装 甲 軍団 は 再び ソ連 軍 を 包囲 し た ガザ 、 こ 
の 戦果 を 拡大 する 前 に ソ連 軍 が 攻勢 に 転じ た 。 

12 月 23 日 以後 、 第 1 ウフ ライ ナ 方 面 軍 は キエフ 西方 の 広い 戦線 を 崩 震 さ は てい だ 。 攻 
勢 は 24 ガ ら 28 日 に ひけ て 300km の 幅 で 展開 され て 100Km を 前 進 し 、 再 び ジ トミ ー ル を 解放 
レ だ 。 

第 48 装 甲 軍団 は 攻勢 を 阻止 する だ め に 第 1 ウフ ライ ナ 方 面 軍 の 主力 に 反撃 を 加え だ が 
何 の 効果 も な く 、 ソ 連 軍 の 西 へ の 進撃 は 1 月 4 日 日 ボー ラン ド 国 境 を 越え だ 。 も は や キ 
エフ 西方 に は 戦線 は な く 、 ド イツ 和 軍 の 残存 部 隊 は ソ連 軍 に 捕まら ぬ 事 だ け を 願い 、 潰 走 
を 続け て い だ 。 

ソ連 軍 が どん な 作戦 を 取る に せよ 、 問 地 が から 人 急 居 集め られ だ 部 隊 が 参戦 する まで は 、 
何 の 対応 を 取る こと は で き な ガ が つ だ の で ある 。 


人 バック フロ ント 
ソ連 軍 の 対戦 車 戦術 。 も と も と ドイ ツ 軍 が 高 柏 能 の ソ連 戦車 を 撃破 する だ め 、 数 門 の 
対戦 車 爺 で 1 台 の 戦車 に 集中 砲火 を あび せ だ 戦術 が 原型 こなつ て いる 。 

ソ連 軍 の パッ フフ ロン ト は 、 ご の 戦術 を 最高 度 に 活用 する た だめ に 、 5 門前 後 の 対 戦車 
砲 と 対戦 車 銃 を 持つ だ 拠点 を 組み 合せ 、 火 力 を 高め る と 共に 人 砲 の 死角 を カバ ー す る よう 
に し て いた 。 
この パッ フフ ロン ト は 周囲 を 地雷 原 で 固め 歩兵 を 配置 し て 強化 され だ 。 
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キエフ 西方 の 嵐 に 対抗 する だ め 、 マ ン シ ュ ユタ イン は ドニ エ プ ル 大 湾曲 部 か ひら の 撤退 を 
望ん だ が ガ 、 ヒ トラ ー の ニコ ポリ へ の 執着 は 強 ぐ 、 撤 退 は 許さ れ な か つ だ 。 

欠 矢 の 策 と し て マン シュ ユタ イン が 選ん だ の が 、 ド ニ エ プ ル 鴻 曲 部 の 弱体 化 を 覚悟 の 上 
で 第 1 装甲 軍 を 3 個 装甲 、 1 個 歩 兵 師団 の 兵 カ で ドニ エ ブ プル 戦線 か ら 離脱 させ 、 北 へ と 
移動 さ で せる こと だ つ だ 。 第 1 装甲 軍 の 戦線 は 第 8 軍 が 受け 継い だ 。 

1 月 中 旬 、 第 1 ウフ ライ ナ 廊 面 軍 先 録 が ブー ク 川 に 迫 つ を と ころ で 、 第 1 装甲 軍 は 反 
撃 に で だ 。 ご の 反撃 に より ソ連 軍 は 大 損害 を 受け 、 キ エフ 南西 の 戦 区 は 一 応 の 安定 を 見 
る こと と な つ だ 。 

東 で も 危険 が 増大 し て いた 。 第 2 ウフ ライ ナ 方 面 軍 も 第 1 ウフ ライ ナ 方 面 軍 の 南下 に 
台 せ 、 レ メン チ ユ ー ン 南方 で 西方 へ 突破 を 図 ろ うと し て い だ 。 目標 は ブー ク 川 、 古 典 
的 な 技 撃 作戦 なる は ず だ つ だ 。 

ここ を 守る の は 、 装 甲 3 個 を 含む 6 個 師団 で 編成 され だ 第 47 装 甲 軍団 だ つた 。 ソ連 軍 
は 2 個 軍 を 投入 し 、 予 備 と し て 第 5 親衛 機甲 軍 が 後方 に 続い て い だ 。 

1 月 5 日 か ら の 2 日 間 、 第 47 装 甲 軍団 は イン グル 川 を 固守 し て いた が 、 ソ 連 軍 は 新手 
の 部 隊 を 送り 込み 、 イ ング ブル 川 の 戦線 は 突破 され だ 。 

1 月 / 日 早朝 、 軍 団 は 予備 の 第 3 装甲 師団 を 前 線 へ と 送 つ た が 、 第 5 親衛 機甲 軍 は 丁 
へ と 進み 続け を な 。 こ ご の だ め キ ロウ オォ グラード 南 北 で 戦 つ て いた 3 個 師団 は 戦線 を だ だ ん 
で 、 キ ロウ オグ ラー ド へ と 撤収 する し ガ な ガ つ だ 。 

キロ ウォ グラ ー ド に 閉じ こめ られ だ の は 、 第 3 、 第 14 両 装甲 、 第 10 装 甲 卿 弾 兵 、 第 37 
6 歩兵 の 4 個 師 団 。 包囲 の 知ら せ を 受け た ヒト ラー は すぐ に 死守 命令 を だ し た 。 

包囲 され だ 市 街 で は 、 第 3 装甲 師団 長 バ イエ ル ラ イン 将軍 が 独断 で 包囲 ひらの 脱出 を 
決意 し て い だ 。 バ イエ ル ラ イン に し て みれ ば 、 装 甲 師団 が 機動 戦 で な ご 陣地 で 消耗 する 
の は 、 装 甲 前 団 の 戦力 を 半減 させ る こと で し か な か ガ つ だ 。 

他 の 指揮 官 た ち は 脱出 に は 参加 は し な か つ だ が 、 脱 出 を 引 止 めも し な か つ だ 。 7 日 の 
日 当 後 に は 脱出 の だめ の 準備 は 終っ つて いた だ 。 

第 3 装甲 師団 は パン ツァ アー カイ ル を 組ん で 闇 の 中 を 北西 に 進ん だ 。 ソ 連 軍 の 警戒 線 の 
砲撃 で 炎上 し だ 戦車 が あつ だ が 、 パ ン ツ ァ ー カ イル は その まま ソ連 軍 の まつ だ だ な か ガ を 
突き 抜け る 。 闇 ガ ら の 攻撃 に ソ連 軍 は パニ ッ フ を 起こ し 、 抵 抗 は な か つ だ 。 

1 月 8 日 、 戦 車 1 台 を 失 つ だ だ け で 第 3 装甲 師団 は 包囲 を 抜け 、 キ ロ ヴ オォ ブ ラード 西 
北 の オ ッ シ コ ワタ で ソ連 機甲 部 隊 に 襲い かつ だ 。 

それ で も ソ連 軍 の 前 進 は と ま ら な かつ だ 。 ブ ー ク 有川 まで の 距離 の 半分 まで は す て に 踏 
破 さ れ 、 ド ニ エ ブ プル 下流 がら 急行 中 の 「 大 ドイ ツ 」 ・SS「 さ れこ うべ 」 師団 だ けが 、 
状況 を 好転 で きる ひも し れ な か ガ つ だ 。 
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1 月 9 日 、「 大 ドイ ツ 」 と 「 さ れこ うべ 」 が 突破 口 の 南部 に 到着 する と 、 第 5 親衛 機 
皿 軍 の 足 が 止 つ だ 。 

ご ね れ が 戦況 を 安定 させ る 最後 の 機会 だ つた を 。 キ ロウ オグ ラー ド 北 部 レレ コ フ カ に あっ 
だ 3 個 師 団 に 脱出 命令 が 出さ れ 、 レ レコ フカ の 部 隊 は グル スコ 西部 で 「 大 ドイ ツ 」 に 
合流 する こと が で きだ 。 3 偶 師 団 は すぐ に 東 へ と 向き 直り 、 ド イツ 軍 は 強化 され だ 戦線 
を 形成 する こと に 成功 し だ 。 同 時 に キロ ウオ ォ グ ラー ド 北 部 か ら 戦線 後方 へ 進出 し だ 機甲 
旅団 も 、 第 3 装甲 師団 と 新着 の 歩兵 に 捕 促 され 、1 月 16 日 に は 実質 的 に 全滅 し て い だ 。 

10 日 間 の 戦闘 で 、 南 方 軍 集 団 を 大 きぐ 包囲 する 計画 は 挫折 し だ が 、 ソ 連 軍 は 1 月 末 、 
新た な 攻勢 に 出 だ 。 


バン ツァ ー・ カ イル 
戦車 の 梓 を 意味 する 戦闘 隊形 で 、 要 の 笑 端 の 部 分 に 重 装甲 の タイ ガー、 パ ン サ ー が 位 
置 し 、 そ の 両 宮 に \ 号 戦車 を 展開 させ る 。 ご これ ら 戦 車 の 後に 兵員 輸送 車 に 搭乗 し だ 歩兵 
が 続き 、 模 の 基部 は 支援 の だ め の 砲 兵 が 固め る 配置 が と られ だ 。 

パン ツァ ー・ カ イル に 似 だ 隊形 は 戦争 初期 か ら 使用 まれ て いた だ が 、 そ の ころ の 配置 が 
突 胡 の だ め の 要 が 鋭 居 だ つ だ の に 対し て 、 フ ルス フ 戦 以後 の パン ツァ ター・ カ イル は 、 よ 
り 大 規模 に 火力 を 使用 する だ め 、 戦 車 が 傘 型 に 広 び る の が 特徴 だ つ だ 。 

プ 連 軍 は パン ツァ ー・ カ イル に 対し て は 装甲 の 薄い 車両 を 狙 つ て 隊形 を 混乱 させ る 、 
弾幕 を 悦 の 内 側 の 歩兵 に 向け る 等 の 手段 で 対抗 し た 。 
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キロ ヴォ グラ ー ド の 失敗 の あと ソ連 軍 指 導 部 が 次 の 目標 と し て 選ん だ の は 、 カ ー エ ノ 
の 南 に 残る ドイ ツ 軍 の 弧状 陣 だ つた だ 。12 月 末 の キエフ 攻勢 の 結果 、 第 1 ワウ ワ ライ ナ 万 面 
軍 が 弧状 陣 の 西 に 進出 し て いる の も 、 包 囲 の だ め の 好 条件 と な つて いた だ 。 

1 月 25 日 、 第 47 装 甲 軍 団 の 北 穴 、 弧状 陣 未 端 へ の 第 2 ウフ ライ ナ 記 面 軍 の 攻撃 が 始ま つ 
だ 。 第 389 歩 兵 師団 は 2 日 間 戦 線 を 持ち こたえ だ が 、 第 2 ウフ ライ ナ 亡 面 軍 司令 官 コー 
ネフ 将軍 は 、 第 5 親衛 機甲 軍 を 出撃 させ 、 戦 線 に 隙間 を こじ 開け た 。 そ こ を 通 つ て 「34 
の 大 群 、 そ し て 騎兵 が 西 に 走り 抜け る 。 

同じ 頃 に 、 第 1 ウフ ライ ナ 方 面 軍 も 東 に 向 つて 2 個 機甲 軍 を 送り 出し て い だ 。 二 つの 
軍 の 間 は 100km。 1 月 28 日 、 第 5 親衛 機甲 軍 と 第 6 機 里 軍 ガ プ ニ ロ イ ・ テ ィ イキ チコ 河畔 
で 合流 し 、 6 個 師団 と 1 個 旅団 が 包囲 され だ 。 

ヒト ラー は すぐ に 死守 命令 を だ し だ が ガ 、 そ れ と 同時 に チエ ルカ ッ シ ー 包 上 囲 陣 (チェ エル 
カツ スイ は 昨年 秋 に 失わ れ て い だ が その こと は 無視 され だ ) 救援 用 の 部 隊 の 集結 も 症 令 
し て きだ 。 

この 命令 に 従 つ て 南 亡 軍 集団 は 9 個 の 装甲 師団 を 集結 させ る こと に な つ だ が 、 暖 がく 
な っ つ だ 天候 に 道 が 泥沼 化し 、 部 隊 の 集結 は は な どら な が ガ つ だ 。 

ドイ ツ 軍 は これ ら の 部 隊 の うち 装甲 5 個 師団 を 第 3 装甲 軍団 に 配属 し 南西 ひら 、 残 り 
を 第 47 装 甲 軍団 と し て 南 か ら 包 囲 陣 に 向け 進撃 させ る 予定 だ つ だ 。 和 計画 に は 救出 と 同時 
に ソビエト 軍 を 逆 包 囲 す る こと も 含ま ね て お り 、 こ れ に よ つ て 戦 緑 の 安定 が 期待 され て 
い だ 。 

し か し レ 、 第 47 装 甲 軍団 の 部 隊 が 戦線 を 離脱 で き な か つ だ だ め 、 攻 撃 は 第 3 装甲 軍団 に 
よる 片腕 だ け の 攻撃 へ と 変更 され だ 。 こ ご の こと は 包囲 部 隊 に も 影響 を 写 え 、 飛 行 場 の あ 
る コル スン 村 を 中 心 に 南 に 8 の 字 に 広がっ だ 戦線 を 西 へ 広げ る 履 要 を 生じ させ だ 。 

2 月 4 日 、 第 3 装甲 軍団 が 動き 出し た 。 部 隊 は 半分 し が 集結 し て いな か つ だ が 、 ベ ー 
ケ 重 戦車 連隊 の タイ ガー と パン サー を 先頭 に し た 攻撃 は 巨 の 中 を 北 へ 進ん だ 。 

ソ連 軍 の 抵抗 は 激 レ し ひつ た だ が ガ 、 や つと 到着 し た アド ルフ ・ ヒ トラ ー 分 団 と 第 1 装甲 師 
団 が それ も 撃破 し て グ ニ ロ イ ・ テ ィ キ チュ ユ 河 畔 に まで 到達 し だ 。 包 囲 陣 まで は 20km 足 ら 
ざ ず で し か な い 。 だ が この 20km は 兵士 た ち に と つて 無限 に 等 し いも の と 感じ られ だ 。 

2 月 1 日 、 第 1 装甲 師団 が プ ニ ロ イ ・ テ イキ チ ユ を 渡 つ だ が 、 敵 は 針 面 の 上 か ら 攻 撃 
を 加え 、 そ れ 以 上 進む こと は で き な ガ つた だ 。 

その 後 数 日 間 、 渡 河 点 を めぐ る 戦い が 続い た が 、14 日 、 第 1 装甲 師団 が リ シ ャ ン カ 村 
で 橋 を 奪 つ た こと で 救出 の 可能 性 は ふく らん だ 。 ご この と き 包 囲 陣 ま で は 10Km。 

2 月 5 日 、 ベ ー ケ 重 戦 車 連隊 と 第 1 装甲 師団 が 包囲 細 へ 向 つ て 出発 し だ が 、 3 km 進ん 
で 前 進 が 止 つた 。 目 の 前 の 239 高 地 に は ソ連 第 5 親衛 機甲 軍団 が 配置 され て お り 、 新 型 
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の JG 重 戦車 が ドイ ツ 軍 を 上 敵 す ぐ め だ 。16 日 に も 第 1 装甲 師団 は 攻撃 を 続け た が 、 一 歩 
も 進 び こと は で きず 、 損 害 が 増え る ば か がり だ つ だ 。 

一 方 、 包 囲 陣内 部 の 部 隊 も 南北 に 伸び だ 戦線 を た だ み 、 西 へ と 向 つて 移動 と 戦闘 を 続 
け て い だ 。 2 月 13 日 に コル スン 飛行 場 を 放 華 し だ こと で 補給 は 絶え だ が 、 包 囲 陣 の ドイ 
ツ 兵 は 遥か な 味方 の 砲 声 に 耳 を 傾け 、 救 出 を 待ち わび て い だ 。 

救出 部 隊 に も 脱出 部 隊 に も 時 間 は 残さ れ て は いな い 。 2 月 16 日 、 マ ン シ ユ タイ ン は 所 
囲 下 の 部 隊 に 自力 脱出 を 命じ た 。「 合 言葉 は 「 自 由 」、 目標 は リ シ ヤ ンカ 、23 時 」56000 
の 部 隊 が 動き だ し だ た 。 

脱出 軍 の 先頭 は 深夜 に ソ連 軍 最 前 線 を 突破 し て 239 高 地 に 近づい だ 。239 高 地 に は 「34 
が い だ が 引 | 返 すこ と は で きず 、 ド イツ 兵 達 は 西 へ 進み つづ ける し が な が つ だ 。 

この と きか ら 悪 夢 が 始ま つ だ 。T34 が 砲撃 し 、 幾 銃弾 が 地 を 邊 う 中 に 、 次 か ら 炊 へ と 
ドイ ツ 兵 が 飛 込 ん で こる 。 暗 い 内 に 脱出 で きだ 者 は まだ 幸運 だ つ だ 。 

夜明け と 共に ソ連 軍 砲 兵 も 戦闘 に 加わ り 、 人 砲火 の 下 に ドイ ツ 兵 は 部 隊 と し て の 統制 を 
な ぐし た 。 兵士 な ち は ば ら ば ら に 西 へ 走 つ だ が 、 そこ を 襲撃 し た ソ連 軍 騎 兵 に よ つ て 炊 々 
と 切 倒 され だ 。 

これ ら の 危機 を くぐり 抜い だ 者 に も 最後 の 障害 、 グ ニ ロ イ ・ テ ィ キ チュ ユ 河 ガ が 待ち 構え 
て い だ 。 救出 部 隊 は グ ニ ロ イ ・ テ ィ イキ チコ ユ に 橋 頭 信 を 作 つ て い だ の だ ガ 、 ソ 連 軍 の 攻撃 
で 混乱 し だ 部 隊 の 多く は 橋 頭 信 に は だ どり つけ な か つた だ た 。 多 く ぐ の 者 が 河 の 中 に 消え だ 。 

結局 、 包 囲 を 脱出 で きだ の は 56000 人 中 、35000 人 ほど だ つ だ 。 そ の 脱出 兵力 の 再編 成 
が 終る まで 、 南 亡 軍 集団 が 6 個 師団 の 減少 を 耐え ね ば な ら な いこ と が 、 ド イツ 軍 の 状況 
を さら に 悪化 させ る こと に な つた 。 

- コル スン 包囲 戦 の 生存 者 が 西 へ 向い つつ ある 2 月 18 日 、 ソ 連 軍 最高 司令 部 で は 遷 の 攻 
勢 計 画 が 発信 され て い だ 。 


(13 マン シュ タイ ン の 退場 


1944 年 3 月 の 南方 軍 集 団 の 戦力 は 、 半 年 以上 の 戦闘 の だ め 軍 を 維持 で きる 最低 の レベ 
ル を 下回る ほど に 沙 ち 込ん で い だ 。 歩兵 師団 の 戦力 は 1000 人 を 割り 、 第 1 装甲 軍 は 名 前 
と は 裏腹 に 2/ 両 の 戦車 を 持つ だ けし かな い 。 

これ で 1000Km に 及ぶ 戦線 を 守る こと は 不可 能 だ つ だ が ガ 、 ヒ トラ ー は 退却 を ゆめ る さ ず 、 
また 1 個 の 増援 部 隊 も 送ら れ ね て は こ な か ガ つ だ 。 

ソ連 軍 も この こと は 良 ぐ 知 つ て い だ 。 3 月 4 日 、 第 1 ウフ ライ ナ 方 面 軍 の 攻撃 が 、 第 
1 、 第 4 装甲 軍 の 境界 附近 で 開始 され だ 。 

これ は ドイ ツ 側 も 予想 し て い だ 事 だ つ だ が 、 防 御用 の 装甲 部 隊 が 移動 中 だ つ だ こと も 
あつ て 50KMm の 広 さ で 戦線 が 破れ る の を 防ぐ こと は で き ざ ず 、 第 4 装甲 軍 は 他 の 部 隊 と 分 断 
され て 西 へ 退却 する し か な か つた だ 。 

この 好機 を 生か す だ め 3 個 機甲 軍 が 突破 ひら 南 へ と 向 つ た が 、 南 方 軍 集 団 全域 ガ ら 
取 け つけ だ 装甲 部 隊 が 陣 を は り 、 反 撃 を 加え て 機甲 軍 の 南下 は 阻止 され だ 。 

だ が 装甲 部 隊 を 抜かれ 弱体 化し だ 場所 が 突破 され る の を 防ぐ べ ま 段 は な か つた だ 。 3 月 5 
日 、 第 2 ウフ ライ ナ 廊 面 軍 ザ ブー ンク 川沿 い の 第 8 軍 の 戦線 を 引き 裂き 西 へ 進出 し だ 。 こ 
れ に 対応 し だ 第 1 ウフ ライ ナ 訪 面 軍司 令 官 ジュ ー コ フ の 行動 は 活発 だ つた 。 先 に 停止 し 
だ 位置 で 攻撃 を 再開 し 、 消 耗 し た だ ドイ ツ 軍 が 後退 する と 、 そ こ が か ガ ら 機甲 軍 を 南 へ と 走ら 
せ だ 。 

気温 は 上 昇 し 大 地 は 泥沼 と な つっ て い だ が 、 ジ ユー コ フ は 手綱 を ゆるめ な が ガ か カ っ つっ だ 。 泥 の 
中 を 進め る の は 戦車 だ け だ っ つっ だ が 、 数 日 の 「 泥 の 電撃 戦 」 に よっ て ソ連 軍 は ドニ エス ト 
ル で 手 を に ぎる こと に 成功 し だ 。 

忌 囲 され だ 第 1 装甲 軍 は 22 個 師団 、20 万 人 の 兵力 を 持っ て い だ 。 こ れ を 失う こと は 南 
部 戦線 の 崩壊 を 意味 し て い だ が 、 ヒト ラー の 命令 よい つも どう り 「 死 守 」 で し か な か ガ っ だ 。 

マン シ ユ ダイ ン は 第 1 装甲 軍 を 救う だ ため 、 ス ター リン グラ ー- ド 同様 、 二 つの 瑞 に 対し 
て 戦わ ね ば な ら な か つた だ 。 第 1 装甲 軍 に 脱出 の 準備 を 命じ る と 、 マ ン シ ュ タイ ン は ヒト 
ラー の も と へ 飛ん だ 。 

3 月 25 日 の マン シュ ユタ イン と ヒト ラー と の 会 談 は 決闘 に 等 し いも の と な つた 。 マン シュ 
タイン が 軍事 的 理由 を あげ れ ば 、 ヒ トラ ー は 政治 的 理由 で それ に 反論 する 。 1 日 の 議論 
の 未 よ うつ やく ヒト ラー が 譲歩 し 、 脱 出 は 承認 され 第 2 GS 装甲 軍団 を 中 帆 と する 救援 部 
隊 も 用 意 さ れ だ 。 

3 月 26 日 深夜 、 脱 出 命令 が 第 1 装甲 軍 に 与え られ る と 第 1 装甲 軍 は 西 へ と 動き は じ め 
だ 。 前 に は 3 本 の 河 と ソ連 軍 支 配下 の 100km の 土地 ガザ ある 。 

プ 連 軍 も 脱出 を 予想 は し て い だ 。 し か し その 方 向 を 地形 障害 の 少な い 南 と 予想 し 、 部 
隊 を 南 へ と 集中 させ だ だ め 、 西 へ の 攻撃 を 防ぐ こと は で き な か ガ つ だ 。 
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2 月 末 の 戦線 
3 月 末 の 戦線 
4 月 末 の 戦線 


< 一 ーー ン 連 軍 の 攻撃 
| ドイ ツ 軍 の 反撃 


< 証 議 名 団 され た ドイ ツ 軍 


ドニ エプロ ベト ロフ スク 参 


第 3 ウクライナ 方 面 軍 


ニコ ポリ 
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第 4 ウクライナ 方 面 軍 





第 1 装甲 軍 は 西 へ 進み 続け だ 。 後 方 を 咽 わ れ て 混乱 し だ ソ連 の 第 1 ウフ ライ ナ 廊 面 軍 
は 有効 な 阻止 ま 段 を 取る こと が で き な か ガ つ だ 。 

4 月 6 日 、 第 1 装甲 軍 は プチ ャ チ 河 畔 で 第 2 SS 装甲 軍団 と 合流 、 脱出 作戦 は 終 つ だ 。 

ご この 結果 、 ソ 連 軍 は 南方 軍 集 団 の 撃滅 と の 目標 を 遂行 は で き な か つっ だ が 、 ウ クラ イナ 
を 解放 する こと に は 成功 し た 。 加 えて 3 月 30 日 に 、 意 見 の 対立 か ら マ ン シ ュ マイン が 解 
任 さ れ ね だ の も 、 ソ 連 軍 の 勝利 に ひけ ぞ え られ る だ ろう 。 

ウラ イナ を 失 つ だ ドイ ツ 南 方 軍 集 団 は 北 ウ フラ イナ 軍 集 団 と 改称 され 、 安 定 し だ 戦 
線 で 休息 に は いつ だ 。 


を を マン シュ タイ ン 
プロ イセ ン の 軍人 貢 族 の 出身 。 フ ラン ス 戦 で の 作戦 計画 、 戦 車 の 通行 は 不可 能 と され 
だ アル デン ヌ 和 森林 を 突破 、 英 仏 軍 を 包囲 する 「 マ ン シ ユ タイ ン 」 計画 を 立案 する 。 

「 バ ル バ ロ ッ ツ サ 」 作戦 で は 装甲 軍団 長 と し て 、 レ ニン グラ ー ド 戦 区 で 戦う 。 そ の 後 第 
11 軍 司令 官 と し て クリ ミア で 戦い 、 セ バス ト ポ リ 攻略 の 功 に よ の 元 師 に 任じ られ る 。 
スタ ー リ ング ラー ド の 人 危機 の さい 、 ド ン 軍 集団 (後に 南方 軍 集 団 ) 司令 官 に 就任 し 後 





退 戦闘 を 戦う 。43 年 2 月 の ハリ コン 周辺 で の 反撃 は 「 マ ン シ ユ タイ ン 計 画 」 と 並び 軍事 
作戦 上 の 傑作 と され る 。 

プル スン 戦 以 後 、 ウ フラ イナ で の ソ連 軍 の 攻勢 を 防御 、 ド イツ 軍 を 包囲 全滅 から 救う 
が ウクライナ を 失う 。 44 年 3 月 末 に 解任 され 、 以 後 終戦 まで 復帰 する こと は な ガ つ だ た 。 


の 東部 戦線 の 崩壊 (ステ ー ジ 10) 


ドイ ツ 軍 は 南部 で の 大 敗走 を 5 月 に は 止め る こと が で きだ が 、 敗 走 の 結果 プリ ピ ャ チ 
沼沢 地 以 南 で ドイ ツ 軍 は ソ連 領 ガ サ ら 一 掃 さ れ て い だ 。 

ソ連 軍 が 短期 の 休息 の の ち 攻 勢 に 出る こと は 明白 だ つた だ が 、 そ の 阻止 の だ め に 和 め 要 な 
兵力 は 不足 し て お り 、 全 戦線 の 均等 な 防御 は 困難 だ つ だ 。 ご のだめ ソ連 軍 の 主 攻 勢 の 位 
置 を 知り 、 そ れ に 適応 し た 兵力 配置 が 態 届 の 切 と きれ て いた だ 。 

ドイ ツ 軍 首脳 が 攻勢 地点 と し て 注目 し た の が 北 ウ フラ イナ 軍 集 団 の 戦 区 ど つ だ 。 プ リ 
ピ ヤ チ 沼 沢地 の 南 で 西 へ 400km も 突出 し た だ 前線 か ら 北 西 へ 450km 進 め ば バ ルト 海 に 達し 、 
北方 、 中 央 両 軍団 を 包囲 で まき る 。 ジ ユー コ フ が ガウ フラ イナ の 鉄道 修復 を 急 べ の も この 計 
画 の だ め だ と も 考え られ だ 。 

バル ト 海 作戦 阻止 の ため 、 ド イツ 軍 は 装甲 8 個 師 団 を 含む 大 戦力 を 北 ワ ワラ イナ 軍 集 
団 へ と 送り 込ん だ が 、 そ れ は 同時 に 他 戦 区 の 弱体 化 を 意味 し て も い だ 。 

し か ガレ ソ連 軍 は バル ト 光 作戦 な おど は 考え て は いな ガ つ だ 。 北 ウフ ライ ナ 軍 集団 へ の 戦 
闘 も 予定 に は いつ て は い だ が 、 主 攻勢 の 場所 と し て 選ば れ だ の は 白 ロ シア だ っ つ だ 。 

この 計画 は 左右 両 寮 が ガ ら 4 個 方 面 軍 に よる 攻撃 を 実施 、 中 央 軍 集 団 を 撃破 し て 西 へ 進 
撃 す る と の 単純 な も の だ つ だ が 、 自 軍 の 補 結 、 ド イツ 軍配 置 等 の 充分 な 検討 の 上 決定 さ 
れ だ 計画 だ ど つ だ 。 加 えて ソ連 軍 は 白 ロ シア 作戦 に 続く 、 ポ ボー ラン ド 、 バ ルト 三国 へ の 作 
戦 ま で の 作戦 を 用 意 す る 奈 裕 を 持つ て いた 。 

6 月 22 日 独 ソ 開戦 3 周年 の 日 、 中 央 軍 集 団 北部 の ウィ テ プ ブス が 攻撃 に さら され だ 。 
翌日 に は ドニ エ プ ル を 守る 第 4 軍 の 前 線 に 火 が つき 、24 日 まで に は 中 央 軍 集 団 東 面 戦線 
全体 が 大 攻勢 の 中 に あつ だ 。 

200 個 秀 団 に 対し て 34 個 師団 し か 持 だ な い 中 央 軍 集 団 の 戦線 は 、 攻 勢 開始 後 24 時 間 で 
ば ぱ ばらばら に な つて いた だ た 。 

まだ ここ て で 尽 却 命令 が 出れ ば 多く の 兵力 を 救い 出せ だ ひも し れ な か つ だ 。 し か し 中 央 
軍 集 団 に 写 え られ だ の は 、 ソ ノ 連 軍 の 前 進 を 阻止 する だ め 、 主 要 都 市 を 「 確 地 ]」 と し て 保 
持 せ よ と の 命令 だ つ だ 。 ヒ トラ ー は 「 確 地 ] が 多く の 敵 を 引き つけ 補給 を 妨げ て 、 突 破 
力 を 器 め る と 考え て い だ 。 

だ が 機動 戦 を ツマ スタ ー し て い だ ソ 連 軍 は 「 確 地 」 な ど 無 視 し て 前 進 し だ 。 結 局 「 確 地 」 
は 中 央 軍 集 団 ガ ら 防 御 力 の 25% を 取上げ 、 そ の 守備 に 当っ つ だ 部 隊 を 確実 に 死に 追い や る 
だ け の 事 で し ガ な が ガ つ だ 。 そ の 未 路 は ウィ テ プ ブス の 運命 が 明白 に 示し て いた 。22 日 に 
攻撃 に こら され だ ウィ テ プ ブス の だ つ だ が 、 装 甲 猟 兵 ザ ソ 連 機 甲 軍団 を 撃退 する こと に 成 
功 し 、 脱 出 路 は まだ 残さ れ て い だ 。 し か ガ し 「 確 地 」 命令 を 受け だ 守備 隊 は 市 内 に と ど ま 
り 、27 日 まで に 全滅 し だ 。35000 人 の 守備 隊 中 、 ドイ ツ 側 こ に だ を どり つい だ の は わずか だ つ だ 。 

ウィ テ プ ブス ク に 終 未 が 近づく 頃 、 さ ら に 危険 な 一 撃 が 写 え られ だ 。 第 9 軍 の 前 線 が 第 
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第 1 白 ロ シア 方 面 軍 
TTTTTT 6 月 21 日 の 戦線 
第 1 ウクライナ 方 面 軍 。 6 月 29 日 の 下線 


7 月 9 日 の 戦線 
第 2 ウクライナ 方 面 軍 8 月 29 日 の 戦線 
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1 白 ロ シア 方 面 軍 に よ つ て 破 ら れ 、 通 行 不能 こと され だ 湿地 の 仮 橋 か ら 機甲 軍団 が 進撃 し 
た 。 両 異 の 崩 封 が 第 4 軍 を 孤立 させ だ 。 

よう や ここ の 時 期 に な つて ドイ ツ 最 高司 令 部 は 中 央 軍 集 団 に 増援 を 送り 込ん で きだ 。 
だ が 遅 す ぎ た 。41 年 に は ドイ ツ 装 甲 師団 の 前 進 の 舞 双 こなつ だ トロ チノ ・ シ エン プ と いつ 
だ 土地 を 西 へ ゆく ソ連 機甲 軍団 は 各個 投入 され だ 装甲 師団 を 追 散ら し 、 西 へ 動き 続け だ 。 

7 月 3 日 に は ミン スン が 解放 され だ 。 ミン スン 周辺 に は 10 万 の ドイ ツ 軍 が 取り 残さ れ 、 
この 兵力 を 救い だ すこ と は で き な か が つた だ 。 

最初 の 10 日 間 で 中 央 軍 集 団 は 壊滅 し た 。28 個 師団 が 戦線 ひら 消え 、 死 傷 、 行 万 不明 、 
捕虜 の 合計 は 40 万 を 越え だ 。 

7 月 12 日 、 中 央 軍 集 団 の 崩壊 で ソ連 軍 前 方 300Km に 残さ れ だ 北方 軍 集 団 が 攻撃 を 受け 、 
バル ト 海 沿岸 へ と 追い 詰め られ 始め だ 。 / 月 19 日 に は 北 ウ フラ イナ 軍 集 団 へ の 攻撃 が 開 
始 さ れ だ 。 

ドイ ツ 軍 は 全 戦 線 で 後退 し 、 さ ら に 多数 の 部 隊 が 失わ れ だ が 、 / 月 中 旬 を 過ぎ る と 、 
ソ連 軍 が 補給 の 限界 を 越え た こと も あつ て その 前 進 ザ げに ぶる よう に な つて きだ 。 / 月 29 
日 に 獲得 され た ウィ スラ 川 の 橋 頭 似 も ドイ ツ 軍 の 反撃 に よ つ て 排除 され だ 。 

ソ連 軍 の 突進 カ が 失わ れ だ こと と ドイ ツ 軍 増援 びさ ら に 授 入 され だ こと で 、 戦線 は ワイ 
スラ 川 で 安定 し た 。 

この 休息 期 間 に 、 フ ワル シャ ワ で 暮 間 の 悲劇 が 生じ た 。 ソ ビエ ト 軍 の 接近 を 知 つ だ ボー 
ラン ド 地 下 組織 は 8 月 1 日 、 ワ ル シ ャ ワ で 武装 蜂起 を 開始 し た 。 

し か し 、 ウィ スラ 東岸 の ソ連 軍 は 何 の 援助 も お こ な わ な か つ だ 。 これ は 、 蜂起 し た ボー 
ラン ド 人 が 民族 主義 者 ど だ つ だ だ め と も 、 ソ 連 軍 の 疲労 の た め と も 言わ れ て いる が 、 ポ ボー 
ラン ド 人 は 孤立 し だ まま 2 ヶ月 を 戦い 、 最 後 は 降伏 する し ガ な が ガ つ だ 。 戦 闘 員 の 死 震 は 
16000、 市 民 の 死者 は 20 万 に 達し 、 ワ ル シ ャ ワ 市 街 も 完全 に 破壊 され だ 。 


人 ひ バル カン の 破局 


1944 年 6 月 と も な る と 、 ド イツ 軍 に は 同盟 国 は ほとん ど 残 つて い ず 、 わ ざか お 同盟国 
も 機会 が あめ あれ ねば ドイ ツガ ら 離 れ よ うと し て いた だ 。 

特に ルー マニ ア は 4 月 に 国境 が 戦場 と な つ だ こと か ら 、 モス クワ と の 休戦 交渉 に は いつ 
て い だ 。 ド イツ 側 も これ を 知 つ て お り 、 ル ー マ ニ ア 器 領 計画 を 用 意 し て いた だ が 、 東 西 で 
の 破局 に より 占 開 軍 を 編成 する こと は で き な か が つ た だ 。 

8 月 20 日 に ソ 運 軍 が ガザ ルー マニ ア で 攻撃 を 開始 し だ 
3 日 後 、 プ カレ スト で 反 ド イツ フー アデ ター が 発生 し だ 。 ご この 鎮圧 の ため ルー マニ ア 国 内 
の ドイ ツ 軍 が ガザ プ カレ スト を 攻撃 し た ガザ が 、 こ れ は ルー マニ ア に ドイ ツ 軍 へ の 宣戦 布告 の ロ 
実 を 与え る だ け の 結果 に 終っ だ 。 

ルー マニ ア 軍 が ドイ ツ 軍 に 銃 を 向け だ だ め 、 退 却 中 の ドイ ツ 第 6 軍 16 個 師団 は 敵 中 に 
孤立 し 壊滅 し ただ 。 ソ連 軍 の 前 進 も 急激 な も の で 、 9 月 の 未 ま で に ハン ガリ ー 東 部 まで を 
占領 し て い だ 。 

ハン ガリ ー も ルー マニ ア 同 様 の 休戦 交渉 を 開始 し た が 、 今 度 は ドイ ツ 軍 の 反応 も 素早 
ぐ 、 ハ ン ガ リー に 人 堆 政権 を 成立 させ 、 ハ ン ガ リー は 終戦 まで ビ ドイツ 軍 の 同盟 国 と し て 
戦い 続け る こと に な つ だ 。 

だ が 破局 は 終ら な か ひつ だ 。 コ ユーゴ スラ ビア か ら も パル チ ザ ン に 追い 出さ れ だ ドイ ツ 軍 
は プ タ ベ スト 東 80Kmh ひ ら ユ ー ゴ 北部 に 至る 線 ま で 後退 し だ 。10 月 30 日 、 ソ 連 軍 が プ タ ベ 
スト を 目指 すず 攻勢 を 開始 し だ 。 4 日 間 の 戦い で ソ連 軍 は 郊外 に 達し だ が 、 守 備 の 固め ら 
れ だ 市 外 へ 侵入 する こと は で き な か が ガ つ だ 。 ご の 戦況 は 1 ケ月 以上 続い た が 、12 月 に 再開 
され だ 攻撃 で 、 ユ ー ゴ 経由 の 軍 の 機動 が ドイ ツ 軍 を 大 きぐ 後 胃 さ せ 、 ブ タ ペ ス ト は 包囲 
され だ 。12 月 下旬 に は 他 の 戦線 が 平穏 だ つ だ こと も あつ て 、 ヒ トラ ー は ブタ ベ スト 救援 
の だ め に 、 ら SS 装甲 2 個 師 団 を 含む 装甲 戦力 を ハン ガリ ー に 送り こん だ 。 

ブタ ベ スト 救出 作戦 は 1945 年 1 月 を 通じ て 実施 され 、 市 外 に 10km ま で 迫っ だ が 失敗 し 、 
ブタ ペスト も 2 月 に は 陥落 し だ 。 

大 敗北 の 続く 中 、 ヒ トラ ー は ドイ ツ 軍 が 進撃 で きだ こと に 飛び つい だ 。 ハ ン ガ リー こ 
そ 勝 利 の 鍵 と 信じ た ヒト ラー は 、 ベ ルリ ン ま で 60Km の 距離 に いる ソ連 軍 を 無視 し 、 最 後 
の 装 申 兵力 装甲 軍 を も ハン ガリ ー へ と 送り 込ん だ 。 

ご ご 装甲 軍 は 戦争 の 残り の 期間 、 ハ ン ガ リー と オー スト リア で 戦い 続け る が 、 戦 局 に 
何 の 影 響 も える こと は な か が つた だ 。 





全 最終 戦 


1944 年 の 秋 、 東 西 両面 の 連合 軍 は 補給 の 問題 サガ ら ド イツ 国境 で 停止 し 、 戦 線 は 一 時 的 
に 安定 し て い だ 。 

休 忠 期間 を 利用 し て ヒト ラー は 帝国 の 人 的 軟 源 を 総動員 し て い だ 。 召 集 さ れ だ 兵士 の 
多く は 老人 カ 少 年 で あり 、 訓 練 不 足 で 武装 も な い 者 も 多 か ひつ だ が 、100 万 の 兵力 の 増加 
は この 夏 だ け で 120 万 を 失 つ だ ドイ ツ 軍 に と つて は すぐ に で も 和 要 な 戦力 だ ど つ だ 。 

だ が この 兵力 の 使用 を めぐ つて ヒト ラー と 参謀 総長 の プ デ ー リ アン が 対立 し だ 。 グ デ ー 
リア ン は 東部 戦線 を 強化 する こと を 望ん で いた だ が 、 ヒ トラ ー は 西部 戦線 で 攻撃 に 出 て 、 
戦争 を 勝利 で 終ら ちせ る こと を 決意 し て いた だ 。 

ヒト ラー の 意志 は 強く 、 秋 を 通じ て 全て の 装備 と 兵員 が 西部 戦線 へ と 振り 向け られ だ 。 
グ デ ー リ アン は まだ ラトビア に 孤立 し た 北 亡 軍 集団 の 撤退 も 要請 し て い だ が 、 ご これ も 拒 
否 さ れ だ 。「 東 部 戦線 は 現有 兵力 で 持 入 せよ 。」 こ れ が ガザ ヒト ラー の 命令 だ つ だ 。 

グ デ ー リ アン は それ で も 東部 戦線 強化 の だ め に 働き 続け た が 、 歩 兵 で 11 対 1 、 砲 で 20 対 
1 、 戦 車 で / 対 1 と いつ だ 劣勢 を くつ が えす 方 法 は な ガ つ た だ 。 

1 月 12 日 、20000 門 の 砲 の 一 斎 射撃 が ザウ ワウ ィ スラ 西岸 へ と 加え られ だ 。 ツ ソ連 軍 攻 勢 の 一 
番手 、 第 1 ウフ ライ ナ 方 面 軍 の 攻撃 だ つ だ 。 こ の 攻撃 を 受け だ 第 48 装 甲 軍団 は 3 個 歩兵 
師団 と 自 走 砲 130 門 を 持つ て い だ が 分 断 、 各 個 撃 破 さ れ て 戦線 は 崩壊 し た だ 。 ソ 連 軍 の 先 
詳 は 1 日 の うち に 25kMm を 進み 、 反 撃 用 の タイ ガー || 大 隊 と 装甲 師団 を も 全滅 させ だ 。 

14 日 に は 第 1 白 ロ シア 方 面 軍 も ワル シャ ソ 前 面 で 攻勢 を 開始 し 、 ド イツ 軍 は ここ で も 
敗北 し だ 。 

40 万 の 兵員 、4000 門 の 砲 、1200 両 の 戦車 し ひな い A 軍 集団 が 200 万 の 兵員 、46000 門 の 
砲 、6400 両 の 戦車 を 持つ 2 個 方 面 軍 の 攻勢 を くい と め ら れる わけ は な か つ だ 。 

1 月 16 日 に は ポー ラン ド の 戦線 は 存在 し な こく な つて い だ 。 ウ ィ ス ラ 川 に 空い だ 300km 
の 穴 か ら ソ 連 軍 は 150km の 深 さ に 侵入 し 、17 日 に は ワル シャ ワ が 陥落 し だ 。 

ヒト ラー も この 事態 に 、 西 部 か ら 東 部 へ と 重点 を 移す こと を 決意 し だ が 、 装 甲 予 備 
装甲 軍 は ハン ガリ ー へ と 送ら れ 、 ベ ルリ ン 前 面 に 回 され だ の は 西部 で 弱体 化し だ 部 隊 
だ け だ つた 。 

1 月 24 日 に は 、 第 1 ウフ ライ ナ 訪 面 軍 ザ プレ スラ ウ 附 近 で オー デル 川 に 達し 西岸 に 橋 
頭 信 を 築い て い だ が 、 ム 軍 集 団 に は 反撃 する 戦力 は 践 され て いな か ガ つ だ 。 

ご の 日 、 中 央 軍 集 団 と A 軍 集団 と の 間 の 空隙 を 埋め る だ め 、 ヴ ァ イ ク セル 軍 集 団 を 編 
成す る こと が 決定 され だ 。 司令 官 に 任命 され ね だ の は S ぶ 長官 ハイ ン リ ッ ヒ ・ ヒ ムラ ー。 
ベル リン 前 面 を 守る だ め に ヒト ラー が 選ん だ の は 、 何 の 軍事 知識 も な い 素 人 だ つ だ 。 

ヴァ イク セル 軍 集 団 の 編成 され だ 1 月 25 日 、 東 部 戦線 の ドイ ツ 軍 は 大 規模 な 名 称 変 更 
を 実施 し 、 北 方 、 中 央 、A 軍 集団 が ガ が それぞれ クー ル ラ ント 、 北 方 、 中 央 軍 集 団 と 改称 され だ 。 
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し か し 、 ヒ ムラ ー の 登用 も 部 隊 名 の 変更 も ソ連 軍 の 足 を 止め る こと は な ガ つ だ 。 

1 月 末 、 キ ュ ス トリ ン の 両側 で 第 1 白 ロ シア 方 面 軍 は オー デル / 川 を 渡河 し だ 。 軍 解け 
ガ が ソ連 軍 を を 停 凸 させ だ が 、 ベ ルリ ン ま で の 和 距離 は あと 50km し が ガ 残 つて いな ガ つ だ 。 

ソ 運 軍 の 攻勢 も 戦力 の 消耗 がら 2 月 初旬 に は 休止 し て い だ が 、 第 1 白 ロ シア 方 面 軍 は 
オー デル 川 で ベル リン 攻撃 の 準備 を 整え て いた 。 プ デ ー リ アン は 第 1 白 ロ シア 亡 面 軍 が 、 
他方 面 軍 よ り も 西 へ 60km ほ ど 突 出し て いる こと に 注目 し 、 突 出 部 を 南北 が ら 挨 撃 する 作 
戦 を 立案 し だ 。 ブ デー リア ン は 南 か ら の 攻撃 の た め ご 装甲 軍 の 使用 を 望ん だ が 拒否 さ 
れ 、 北 か ら の み 攻 撃 が 実施 され だ 。「 夏 至 」 作戦 と 名 づけ られ だ 攻勢 は 、 装 甲 7 個 師団 
を 含む 兵力 で 2 月 15 日 に 開始 され た が 、 ドイ ツ 軍 は 2 日 で 10Km レ し が 進 び こと が で き な ガ が つ 
だ 。 3 日 目 に は 作戦 中 止 が 決定 し だ 。 だ が 、「 夏 至 ] は ベル リン 攻撃 を 遅らせ る こと に 
は 成功 し だ 。「 夏 至 ] を 知 つ た を スター リン は 、 側 面 に ドイ ツ 軍 を 残し た まま の ベル リン 
攻撃 を 中 止 さ を せ 、 オ ー デ ル 以 東 の ドイ ツ 軍 の 掃討 を 急ぐ よう に 命 じ だ 。 2 月 ら 3 月 に 
が け て オー デル 川 の 戦線 は 平穏 だ つ だ 。 


信 SS 
ら SS は ナチ 親衛 隊 (GSChUtZ Staffel) の 略称 。SS の 中 の 軍事 組織 、 
武装 らら は 軍 と は 別 の 指揮 系 統 じ 属し て い だ が 、 便宜 的 に 陸軍 の 指揮 下 で 戦闘 に 参加 し だ 。 
初期 の SS 部 隊 の 強み は 部 隊 の 機械 化 率 の 高 さ で 、SS 部 隊 は 装甲 師団 と 共に 戦う こ 

と が 多かっ だ 。 
1942 年 以後 、 武 装 ら ら は 独自 の 装甲 部 隊 を 持つ よう に な つ だ が 、 同 時 期 に 武装 SS の 





規模 が 拡大 され 、 ロ シア 人 部 隊 や 囚人 部 隊 ま で が 編成 され る 等 、 武 装 SS の 質 自体 は 低 
下す る こと に な つ だ 。 

それ で も SS 装甲 師団 は 装備 、 人 員 が 陸軍 の も の より 多かっ つ だ だ め 、 戦 争 後半 名 所 で 
戦線 の 消防 隊 と し て 使用 され 続け た だ 。 





@ キュ スト リン (ステ ー ジ 11) 


オー デル 東岸 の 掃討 作戦 の 問 も 、 第 1 白 ロ シア 方 面 軍 が ベル リン 攻勢 の 準備 を や め だ 
訳 で は な か つっ だ 。 物 資 と 兵員 は 続々 と 橋 頭 信 へ と 送り こま れ て い だ 。 だ が この 過程 で 名 
橋 頭 人 が 大 攻勢 の だ め に は 手狭 な こと も 明らか に な っ つ だ 。 ベ ルリ ン 攻 勢 の 前 に 出撃 地点 
確保 の だ め の 戦 闘 が 必要 だ っ つ だ 。 

攻撃 の 場所 と し て は キュ ユ スト リン 地区 が 選ば れ だ 。 キ ユ ス ト リン 要塞 の 南北 に ある 橋 
頭 保 が 合同 で きれ ば 作戦 空間 は 充分 に 広く な る 。 そ れ に 補給 を 考え れ ば キュ ユ スリ トン 要 
塞 の 攻略 も 急ぐ 和 め 要 が あつ た だ 。 

3 月 22 日 、 キュ ユ スト リン 北 で 第 5 打撃 軍 、 南 か ら 第 8 親衛 軍 が 出撃 し た 。 短 時 間 で キュ 
スト リン の 包囲 は 完成 し た 。 ソ 連 軍 は ベル リン 前 方 の 制 高 点 ゼー ロウ 高地 を 奪取 する だ 
め 西 へ 機甲 軍団 を 前 進 さ せ だ 。 
ゼー ロウ 後方 に は ドイ ツ 軍 の 予備 、 ミ ュ ユン へ ベル ンク 装甲 師団 が 配置 され て いた だ 。 最 近 、 
年 撃 訓練 大 隊 や ペ ベル リン 警備 軍隊 を 寄せ 集め て 編成 され だ 師団 の 戦力 は 強力 な 戦隊 程度 
で し か な か っ だ が 、 戦 車 大 隊 の 持つ パン サー27 両 、 タ イガ ー 名 型 28 両 は 戦車 連隊 の 平均 
戦力 が 20 両 程度 の いま 貴重 な 装甲 戦力 だ ど つ だ 。 

ソ連 軍 を 撃破 する だ め ミ ュ ユン へ ベル グ が 配置 され だ の は 、 ベ ルリ ンー キ ユ ス トリ ン 道 
路 の ゴル ゾウ ・ ツ イツ エバ ント の 十字 路 だ っ だ 。 右 買 ツ イツ エバ ント に 第 1 中 咲 の パン 
サー が 、 左 買 ゴ ル ゾ ウ に は 第 2 中 隊 の タイ ガー が 配置 され る 。 第 3 中 隊 は 後方 で 予備 と 
し て 待機 し だ 。 

834、120 両 を 主力 と する 機甲 軍団 が 道路 上 に じ あ ら わ れ だ と き 、 パ ン サ ー 中 隊 が 火蓋 
を きつ だ 。T34 が 次 々 と 居 上 し 、 右 往 左 生 す る 丁 34 を 今度 は ツイ ガー の 砲火 が 隈 う 。 数 
分 の 内 に 道路 は 破壊 され だ 34 で いつ ぱい に な づ だ 。 

し ガレ ソ連 軍 は 予備 を 集結 させ る と 北 か ら 前 進 を 再開 し だ 。 煙 幕 が あめ つく 張ら れ 、 そ 
の 了 里 を 34 が 潤 加 する 。 ミ ュ ユン へ ベル ク 団 も 戦車 大 隊 を 集結 させ る と 、 煙 幕 ら 飛び 
出す 34 を 撃破 し た 。 ご の 日 突撃 の 試み は 全て ミュ ン へ ベル ク 師 団 に よ つ て 阻止 され 、 
ソ連 軍 は ゼー ロウ 東 へ と 後 透 する し か な か ガ つ だ 。 

キ ユ ス トリ ン で の 突破 を 防い だ ヴァ イフ セル 軍 集 団 は 3 月 25 日 、 ヒ トラ ー の 命令 に よ 
り キ ュ ス トリ ン 要 塞 の 救出 を 実行 する こと と な つ だ 。 投 入 さ れ だ の は 装甲 、 装 甲 毛 弾 兵 
4 個 師団 。 そ の な か に は ミュ ン へ ベル ク 師 団 も 含ま れ て い だ 。 

キ ユ ス トリ ン を 救出 する だ け な ら 、 攻 撃 は 成功 する ガ も し れおな かつ だ 。 だ が ヒト ラー 
は 二 当 NM 所 時 の 旨く: 半 は 多加 フラ 20 し 十 ウ 2 
デル 東岸 へ と は いつ だ 。 

攻撃 は 3 月 27 日 に 開始 され だ が 、 狭い 要塞 か ら の 出撃 は ソ連 軍 の 砲撃 の 前 に 挫折 し た 。 

キュ ユ ス ト リン 要塞 は 3 月 29 日 に 陥落 し だ 。 同じ 日 参 課 長 グ アー リア ン が 解任 され 、 ド 


イツ 軍 最 後 の 頭 脳 が 戦場 を 去 つた 。 





を る を グ デー リア ン 
ドイ ツ 装 甲 部 隊 の 生み の 親 。 装 甲 師 団 の 編成 、 装 備 、 戦 術 等 全て の 面 で 大 き な 影 響 を 
残し だ 。 | 

ボー ラン ド 戦 及び フラ ンス 戦 で 装甲 軍団 長 。 特 に フラ ンス 戦 で は 、 ア ルデン ヌ 森 林 を 
突破 し た グ デ ー リ アン 軍団 が 英 仏 軍 を 包囲 し た こと が 、 ド イツ の 勝利 を 決定 的 に し た 。 
「 バ パル パロ ツ サ 」 作戦 で は 第 2 装甲 集団 司令 官 を つと め 、 モ スク フワ へ 人 据 つ だ が 、12 月 、 
部 隊 を 後 瞬 させ だ こと が ガ ら 解任 され る 。 

43 年 2 月 装甲 兵 監 と し て 装甲 部 隊 の 装備 と 訓練 を 統括 し 、 消 耗 し だ 装甲 師団 の 再建 に 
あ だ る 。 

44 年 7 月 、 ヒ トラ ー 暗 殺 未 遂 事件 の あと 参謀 総長 た な る が ガ 、 こ こ で も ヒト ラー と 対立 
し 、45 年 3 月 、 終 戦 直前 に 解任 され る 。 

グ デ ー リ アン の 戦車 、 機 動 戦 に 関す る 理論 は 古典 と され 、 現 在 な お 世界 中 の 陸軍 で 研 
究 さ れ て いる 。 








る 戦隊 

ドイ ツ 語 "KaTmDfEFTUDD@G~ (カン プ ブ ルツ ベ )、 正 式 な 編成 で は な ぐ 戦 闘 の 
さい 臨時 に 編成 され だ 部 隊 の こと を 言う 。 

装甲 師団 の 場合 、 戦 車 大 隊 と 機械 化 歩 兵 中 隊 名 1 個 、 そ れ に 支援 部 隊 と 云 つ だ 編成 が 
取ら れる こと が ガ が 多かっ つ だ 。 

この 編成 は 戦隊 だ け で 独立 し て の 戦闘 を 可能 と する も の で あり 、 現 在 の 機甲 師団 で も 
類似 の 編成 が 戦闘 団 と し て 取ら れ て いる 。 

だ だ ドイ ツ 装 甲 師団 の 場合 、41 年 の 再編 成 以 後 装甲 師団 の 歩兵 数 が 2 倍 に な つ だ こと 





や 、 戦 車 と と も に 行動 で きる 兵員 輸送 車 の 数 が 少な ひつ だ こと か ら 、 戦 車 を 中 由 と し て 
戦隊 ば が ガ り で な こぐ 、 歩 兵 中 心 の 戦隊 等 も 含む 4~5 個 の 戦隊 に 分 割 さ れる こと が 多かっ だ 。 
まな だ 戦争 後半 に な る と 上 記 の も の の 他 、 戦 力 の 減少 し だ 師団 か カ ら 戦力 を 抽出 し だ 戦隊 
や 、 コ ッ グ ク 、 事 務 員 まで も ガ き 集め だ 戦隊 も 編成 され だ 。 

未 期 の ドイ ツ 軍 は 師団 の 戦力 が 低下 し た だめ 、 これ ら 臨 時 編成 の 戦隊 が 前 線 を ささ え 、 
まな 反撃 に 使用 され る こと に な つた だ 。 





@⑦ ベル リン (ステ ー ジ 12) 


4 月 1 日 、 フ クレ ムリ ン で ベル リン 攻撃 の た め の 会 議 が 開か れ だ 。 参加 者 は 第 1 白 ロ シ 
ア 方 面 軍司 令 官 ジ ュー コ フ と 第 1 ウフ ライ ナ 方 面 軍司 令 到 コー ネフ 。 ス ター リン が ベル 
リン 征服 の 栄誉 を 写 え る こと に し だ の は この 二 人 の 元 全 だ つ だ 。 攻撃 開始 は 4 月 16 日 、 
ベル リン 攻撃 まで の 二 週 間 に 突撃 の 準備 が 進め られ だ 。4000 門 の 砲 と その 弾薬 、6000 両 
の 戦車 が 集結 し た 。 対 する ヴ ア イフ セル 軍 集団 の 戦車 は 、180 台 で し か な い 。 

4 月 16 日 早朝 、 キ ュ ユ ス ト リン 前 万 は 一 斎 人 撃 の 轟音 と 内 光 に 包ま れ だ 。 ご の 日 、 ソ 連 
砲兵 ザ ド イツ 軍 陣 地 に 降ら せ だ 人 砲弾 は 123 万 発 、10 万 も も に の ぽ つ だ 。 

砲撃 び や む と 、 掘 返さ れ だ 戦場 を 140 基 の サー チラ イト が 照 し だ し 、 歩 兵 の 前 進路 を 
示し て い だ 。 

し か し 、 こ れ ら の 大 道具 が 戦闘 に 与え だ 影響 は すべ ぐ な が つ だ 。 ド イツ 軍 が 陣地 か ら 後 
退 し て い だ だ め 砲 撃 は 無人 の 土地 を 耕し だ だ け に 終り 、 サ ー チ ライ ト は ドイ ツ 兵 より も 
ン 連 兵 の 目 を べら ませ て 人 道 に 迷わ せ だ 。 

ドイ ツ 軍 は 持て る 火器 全て を 使 つて 前 進 す る ソ連 軍 を だ だ き ゼ ー ロ ウツ 高地 へ の 進出 を 
陸 止 し だ 。 

前 進 の 遅 さ に し びれ を 切ら せ だ モジ ユー コ フ は 2 個 機甲 軍 に 攻撃 を 命じ だ が これ は 交通 
渋滞 を 起こ し て 攻撃 を 混乱 みさ せ だ だ け に 終 つ だ 。 

同じ 頃 南方 で は 第 1 ウフ ライ ナ 方 面 軍 ザ ナ イ セ 川 の 渡河 に 簡単 に 成功 し 、 2 個 機 甲 軍 
を 作戦 に 参加 させ て いた だ 。 2 個 軍 は ベル リン を 南 か ら 包 囲 す る こと に な る 。 

コー ネフ の 成功 に いら だ つ だ の は ヒト ラー より も ジ ユ ー コ フ だ つ だ か も し れ な い 。 ジュ ユー 
コ フ は 翌日 中 の ゼー ロウ 突破 を 命令 し だ 。 

ゼー ロウ を 守 つ て い だ の は 第 9 降下 猟 兵 師団 だ つ だ 。 パ バイ ロッツ ト や 整備 員 だ つ だ 兵 土 
は 装備 も 訓練 も 足 ひ なかつ だ が 、88m 人 砲 を 富む 20 門 以上 の 高射 但 が 兵士 だ ちの 支え と な つ 
て いた だ 。 

4 月 17 日 第 8 親衛 軍 は ゼー ロウ へ T34 と 歩兵 の 大 群 を 再度 差し 向け だ 。 第 9 降下 独 兵 
師団 は 昼 の 間 抵 抗 し 続け だ が 、 戦 闘 で 高射 砲 が 全て 破壊 され る と パー ニッ ク が 発生 し だ 。 
夜 ま で に ゼー ロウ ガ ら ドイ ツ 兵 の 状 は な ぐ な り 、 無 人 の 高地 の 下 を 「34 が 西 へ 向け て 動 
き 出 し た だ 。 

ゼー ロウ の 陥落 は ベル リン 最後 の 防衛 線 の 消滅 を 意味 し て い だ 。 ド イツ 軍 に で きる ご こ 
と は 機甲 部 隊 の 前 進 を 遅らせ る だ め に 手持 ちの 全て を つぎ こむ こと だ け だ っ つ だ 。 

ミュ ン へ ベルノ ク 分 団 を 會 び 、 少 数 の 装甲 部 隊 ザ ソ連 軍 の 大 波 の 中 に 投 込ま れ ね 、 は じき 
と ば され だ 。 

4 月 20 日 、 ド イツ 軍 の 抵抗 は 打 砕 び お れ て 、 ソ 連 軍 は 東 と 南 か ら 大 きぐ 西 へ 進み 、 オ ー 
デル 河畔 に 第 9 軍 は 孤立 し だ 。 午後 、 ソ 連 軍 の 長 距離 砲 が ザ ベ ル リン 市 街 へ 最初 の 伸 弾 を 
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打ち 込ん だ 。 

4 月 24 日 に は 第 8 親衛 軍 と 北上 し て きだ 第 3 親衛 機甲 軍 が 手 を つなぎ 、 ベ ルリ ン は 包 
囲 さ れ だ 。 

ベル リン に 閉じ 込め られ だ 部 隊 は も は や 軍隊 と は いえ な いよ うな も の だ つ だ 。10 人 に 
1 人 が 武器 を 持つ だ け の 国民 突撃 隊 、「 ミ ュ ン へ ベル ク 」 師団 を 筆頭 と する 陸軍 の 敗残 
兵 。 ヒ トラ ー の 司 令 部 を 守る の は GS の フラ ンス 人 義勇 兵 だ つ だ 。 

これ を 攻撃 する の は 第 1 ウフ ライ ナ 、 第 1 白 ロ シア 方 面 軍 の 5 個 軍 、 勝 敗 は 最初 が ら 
見 えて い だ 。 

4 月 26 日 、 ソ 連 軍 は ベル リン 市 街 へ と 突入 し た だ 。 建物 全て か ら 射 撃 が 加え られ 、 ソ 運 
軍 の 損害 も 多 か つ た だ が 、 ソ 運 軍 は 市 街 の 奥 へ と 進み 続け だ 。 

4 月 27 日 に は 、 ベル リン の ドイ ツ 軍 は 幅 数 Km の ベル リン 中 下部 へ と 押込 め ら れ て いた 。 
ティ アガ ル テ ン で は 「 ミ ュ ン へ ベル ンク 」 師団 の 5 両 に な つ だ 戦車 が 第 503S 重 戦車 大 
隊 の タイ ガー | 共々 戦い 続け て い だ 。 

4 月 30 日 、 ヒ トラ ー は ベル リン の 地下 壌 で 自殺 し た 。 5 月 2 日 、 ベ ルリ ン の ドイ ツ 軍 
は 武器 を お い だ 。 ' 

だ が ソ連 軍 へ の 降伏 を 望ま ぬ 兵 士 な ち は 5 月 3 日 、 ベルリン か ら 西 へ と 脱出 を 試み だ 。 
先頭 を ゆめ ぐ の は 「 ミ ュ ン へ ベル フク 」 分 団 最後 の 戦車 、5000 人 が それ に 続く 。 

ベル リン 市 内 ハー フェ ル 川 の 橋 を めぐ つて の 戦い で 大 殺 病 が ガ 生 じ た が 、 ご こぐ 小数 の も 
の だ けが 西 へ 逃げ る こと に 成功 し た 。 

4 月 の 未 、 東 部 戦線 で は 全て の 流れ は 西 へ と 動い て いた 。 そ の な か に は オー デル 川 に 
孤立 し だ 第 9 軍 も 含ま れ て いた だ 。 

第 9 軍 が オー デル 川 の 戦線 を だ だ お こと が で きだ の は 、 4 月 28 日 の こと だ っ た 。 す で 
こ ソ 連 軍 は 50km 以 上 西 に まで いる 。 だ が 第 9 軍司 令 官 プッ セ 和 将軍 に ここ で 手 を あげ る 気 
は な ガ つ だ 。 5 万 の 軍隊 と それ に 倍 す る 民間 人 が ソ連 軍 と 戦い な が ら 西 へ 進む 。 

最前 列 に は 第 502S 重 戦車 大 隊 と 第 9 軍 に 残 つ だ 装甲 部 隊 「 フ ル マ ル ンク 」 師団 が あっ だ 。 

も ちろ ん 、 ヘ ツ ツ ア ー、 パ ン サ ー 各 4 個 中 隊 、 ダ イガ ー || 3 中 隊 の 戦力 は 10 両 足ら ず 
に まで 沙 込ん で い だ が 、 残 り 少 な い 砲 弾 を 気 に レ し つつ 、「 フ クル マル フ 」 は 先頭 を 走り 続 
け だ 。 | 

5 月 1 日 、 ベ ー リ ツ ツ の 東 で 第 9 軍 は ソ連 軍 の 猛 砲 撃 を 受け て いた 。 最後 の 2 台 の タ 
イガ ー 上 と 疲れ きつ っ だ 歩兵 が ど ソ 運 軍 に 向っ て 突進 する 。 前 方 に 信号 弾 が あがっ だ 。 色 は 
白 。 第 9 軍 救 出 の だ め 戦い 続け て い だ 第 12 軍 の 前 線 だ つ だ 。 

オー デル 河畔 に 陣 取 つ だ 第 9 軍 20 万 の 内 、 3 万 だ けが 、 第 12 軍 と と も に 米 軍 に 降伏 す 
る こと が で きた だ 。 


5 月 / 日 、 ド イツ は 連 台 国 に 降伏 し だ 。 ソ 連 の 死者 は 2000 万 人 、 ド イツ は 600 万 人 。 
これ が 4 年 間 の 戦争 の 血 の 決算 だ つ だ 。 





デザ イナ ー ズ ノー ト 


1990 年 、 つ い に 東 西ドイツ は 統合 され る こと と な り ま し ただ 。 こ れ ほ どの 急 転換 は 誰 に 
も 予想 で き な が ガ つ だ で し ょ うし 、 私 だ ち 「 ブ プッ ツク リー ク 」 の スタ ダ タッフ に と つて も 、 
正 画 を スタ ー ト させ だ 頃 を 思い 出せ ば 、 ま さ に 隔世 と し カ 言 いよ う が あ り ま せん 。 

折り の し も 、 日 本 の パソ コン ゲー ム 業 界 こ お いて は 、 近 年 盛り 上 が り を 見 せつ つ あ る シ 
ミュ レー ショ ン ゲ ー ム の 中 で 、 特 に 欧州 2 次 大 戦 も の が 集中 し だ 年 で も あり ます 。 偶 然 
と 言 つ て し まえ ば それ まで で す が 、 シ ステ ム ソ フ ト も 遅れ ば せな が ら 発 売 に 滴 ぎ 付け だ 
こと で 、 胸 を な で 降ろ し て いる と いう の が 、 偽 ら ざ る 刷 境 で す 。 と 同時 に 、 長 年 の 悲願 
が よう や ぐ 実 現し だ こと の 感 収 も ひと し お で す 。 


思い 起 せ ば 「 大 戦略 シシ リー ズ 〕」 ガスタ ー ト し て 今年 の 11 月 で 満 5 年 と な り ま す 。 皮肉 
な こと に その 第 1 弾 「 現 代 大 戦略 」 の デザ イナ ー ズ ノー ト を 読み 返し て みる と 、 す で に 
その こき ぎの 指針 と し て 、 意 識 的 に ヒス トリ カル 柏 を な ぐす こと が 、 す な わ ち シミ ユ レ ー 
ショ ヨン ゲー ム を 普及 させ る こと の 大 前 提 で あつ だ こと が 、 改 め て 確認 で きま す 。 果 だ し 
て その 結果 、 ユ ー ザ ー の 皆様 の 暖か い ご 支持 を 賜わり 、 シ リー ズ を 重ね る 毎 に 輪 が 広 が 
りつ つ あ り ま す が 、 その 反面 この まま で いい の だ ろう か と いう 不安 も 抱き つつ あり まし た 。 
「 大 戦略 シリ ー ズ 」 の スタ ッ フ に は 、 根 つか ら の ボー ド ゲ ー ム マニ ア も 多い わけ で す 
が 、 シミ ュ レ ーション ゲー ム の アイ テム と し て 、 や は り ヒ スト リカ ル シ ミ ユ レ ーション 、 
それ も 2 次 大 戦 を 欠 ガ すこ と は で き な い と いう の が スタ ッ フ の 共通 の 認識 で し た 。 と 言 
う の も 、 戦 術 級 シミ ユ レ ーション と し て は 、 2 次 大 戦 が 格好 の 舞台 で ある と いう 持論 が 
ある が ガ ら でも あり ます 。 し か し な が ら 一 方 で 、 一 歩 間 違う と ボー ド ゲ ー ム の よう に マニ 
ア だ け の 世界 に 落 込 む 危 険 性 が あり 、 ジ レン マ を 抱え つつ 、 こ こま で 来 て し まつ だ わけ 
で す 。 


そう いう 紅 奈 曲折 を 経て シス テム ソフ ト 初 の ヒス トリ カル シミ ユ レ ーション 「 プ リッ 
ツク リー グ 〕」 が 完成 し た わけ で す が 、 正 直 な と ころ 今回 の 作品 は 試作 品 に 近い 性 格 の も 
の で す 。 我々 が も つと も 届 配 し た の が 、 2 次 大 戦 、 し ひも ヨー ロッ ババ 東 部 戦線 と いう こ 
と で 、 特 に 兵器 や 時 代 背 景 の 知識 ザ 、 大 半 の ユー ザー に は 備 つ て いな いと いう こと で し レ し 
だ 。 すなわち ゲー ム に 対す る 思い 入れ が 、 ど うし て も 薄 れ て し まう こと を 覚 格 し な けれ 
ば な ら な ガ が つ だ わけ で す 。 

し ガ し な が ら そ れ を 恐れ て いな だ の で は 、 結 局 「 大 戦略 」 の 兵器 が 置き 換 わ つ だ だ け の 
ゲー ム に な つて し まい ます 。 で す ガ ら 、 ヒス トリ カル シミ ユ レ ーション の 面白 さ を 味 わ つ 
て い だ だ ぐだ め に 、 ま ず は ユー ザー の 皆さん に 最低 限 の 予備 知識 を 持つ て い だ だ きだ い 
と いう の が 率直 な 気持 ち で す 。 


その だ め 特 に 兵器 の デー ツタ に つい て は 、 ゲ ー ム 性 を 損 わ な い 範 囲 で 、 個 々 の 兵器 の 特 
徴 を で きる 限り 表現 で きる よう に 心掛け まし だ 。 ま だ 、 兵 器 や 実在 地形 の 雰囲気 を 大 切 
に する だ め に 、 弊 社 の ゲー ハム と し て は 初め て アナ ログ 専用 の プラ フィ ックス に 踏み 切り 
まし た 。 兵器 と 時 代 育 景 に つい て は 、 後 に 参考 文 上 献 を まとめ まし だ の で 、 よ ろ し か が つ だ 
ら ご 参照 くだ さい 。 


さて 、 何 と 言っ て も ヒス トリ カル シミ ユ レ ーション の 醍醐 味 は 、 歴 史 的 な 分 岐 点 に 立 
ち 、 自 分 が びそ の 場 の 指揮 官 で あつ だ 場合 に どう 判断 し だ た ガ と いう こと と 、 そ の 結果 どう 
な る の ガ を 疑似 体験 で きる と ころ で し よう 。 史実 で は 敗戦 に 終 つ だ 作戦 を 勝利 に 導く ぐ と 
いう の が その 最たる も の で す が 、 そ れ よ り も 同じ 負け る に し て も 、 よ り ベ ター な 負け 亡 
を する と いう ほう が 、 ヒ スト リカ ル シ ミ ユ レ ーション の 極め つけ で も あり ます 。 "敗戦 
の 美学 ~ と 形容 する マニ クア も いる ぐら いで す 。 つ まり 小 然 的 な 歴史 の 潮流 に は 逆らえ な 
いわ け で 、 そ の 不利 な 状況 の 中 で 、 い ガ に 少し で も 有利 に 導ける か どう が が 、 す な わ ち 
面白 ほな わけ で す 。 そ うい う 意 味 で 、 完 全勝 利 が 勝利 条件 で あつ だ 「 大 戦略 シリ ー ズ 」 
と は 、 全 ぐ 趣 が 違い ます 。 

まな 今回 の 「 プ リッ ツ フ リー ク 」 で は 、 プ レイ ヤー で ある 皆さん は 、 ド イツ 軍 を 担当 
する わけ で す が 、 優 秀 な 兵器 群 で 構成 され だ 無敵 の ドイ ツ 機 甲 師団 、 と いう 一 般 的 な イ 
メー ジ と 異な り 、 こ れ ほ ど ま で 悲惨 な 状況 で あつ だ と は 知ら な が つっ だ 方 も 多い の で は な 
いで し ょ うか ガ 。 逆 に ナチ ス ド イ ツ と いう と どう し て も ヒト ラー の 独裁 と いう イメ ー ジ が 
先行 し が ち で す が 、 そ の ドイ ツ 軍 に し て も 、 ま だ 敵 で ある ソビエト 軍 に し て も 、 そ ご こ ご に 
は 有名 、 無 名 を 問わ ず 、 指 揮 官 ・ 兵 士 達 一 人 一 人 の 苦悩 と 英知 が あめ つ だ わけ で す 。 


も っ と も あく まで も 「 プ リッ ツク リー グ 」 は ゲー ム で すか ら 、 基 本 的 に は 単純 が 赴 曰 
さ を 優 先 し て いま す 。 し か し な が ら こ の ゲー ム を 通じ て 少し で も 歴史 へ の 興味 や 憧 禁 を 
深め る 一 助 と な れれ ば 幸い で す 。 

最後 に な り ま し だ が 、 私 だ ち ス タツ フー 同 、 ぜひ と も この ヒス トリ カル シミ ユ レ ー シ ョ 
ン と いう ジャ ン ル を 確立 する べ ぐ 、 今 後 も 頑張 つて いき だ いと 思い ます 。 ぜ こ ご 意 見 ・ 
ご 感想 な ご ど を お 寄せ ぐだ さい 。 
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